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Ⅰ．調査概要 
 

◆目  的：旭区の地域の実情や区民ニーズを適確に把握し、各事業の方向性を決める基礎資料として、今後の

区政運営に活かしていくことを目的とする。 

 

◆調査対象：旭区在住 18 歳以上の男女 3,500 人（外国籍 70 人を含む） 

 

◆抽出対象：住民基本台帳・外国人登録原票から無作為抽出 

 

◆調査方法：郵送による配付、郵送による回収及び Web 回答 

 

◆回答方式：無記名・選択式（一部記入式）） 

 

◆調査期間：令和５年６月 26 日（月）～７月 10 日（月） 

 

◆回収数 ：1,676 件（回収率 47.9％） 

 紙回答（日本語）    1,302 件 

 紙回答（ ルビ ）       11 件 

 Web 回答         363 件 

 

◆集計結果の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数をあらわす。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）として算出して

いる。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると 100％を超える場合があ

る。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％にならない場合が

ある。 

③ 本文や表やグラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化して表現してい

る場合がある。 

④ 設問の一部について、比較分析より大きな差や変化が見られない場合や、無回答数が多く正

確な比較ができない場合は図表のみを参考に掲載している。 

 

※概要数値の見方 

 数値はそれぞれ割合（％）を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としている（n=1,676）。 

 

※クロス集計表の見方 

グレーの塗りつぶし ： 選択肢の中で、第１位の項目については、グレーで塗りつぶしている。 

 （無回答を除く） 

太 字 ： 属性別にみて、区全体と比べて 10 ポイント以上高い数値の項目については、

太字で特記している。 

 

Web回答

363人

21.7%

紙回答

(日本語)

1,302人

77.7%

紙回答(ルビ)

11人

0.7%

n=1,676人
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Ⅱ．回答者の属性 
 

性別（Ｆ１） 

・ 女性 52.8％、男性 40.9％で、女性が 11.9 ポイント多い。 

  

年齢（Ｆ２） 

・ 「70 歳以上」が最も多く 32.5％、最も少ないのは「18～29 歳」の 6.6％である。 

・ 年齢層別にみると、「高年層（60 歳以上）」が 48.0％で最も多く、次いで「中年層（40～59 歳）」27.0％、「若

年層（40 歳未満）」15.6％の順となっている。 

   

 

 

  

男性

686人

40.9%

女性

885人

52.8%

その他

7人

0.4%

無回答

98人

5.8%

n=1,676人

18～29歳

111人

6.6%

30～39歳

151人

9.0%

40～49歳

200人

11.9%

50～59歳

252人

15.0%

60～69歳

260人

15.5%

70歳以上

545人

32.5%

無回答 157人 9.4%

n=1,676人

＜参考＞18 歳以上 

＜参考＞18 歳以上 ＜参考＞18 歳以上 

若年層

（40歳未満）

262人

15.6%

中年層

（40～59歳）

452人

27.0%

高年層

（60歳以上）

805人

48.0%

無回答

157人

9.4%

n=1,676人

若年層 18～39 歳 

中年層 40～59 歳 

高年層 60 歳以上 

実数 割合(%) 人口(人) 構成比(%)

区全体 1,676 100.0% 209,931 100.0%

男性 686 40.9% 101,632 48.4%

女性 885 52.8% 108,299 51.6%

その他 7 0.4% - -

無回答 98 5.8% - -

区全体
(住民基本台帳 R5.3末)

調査結果

実数 割合(%) 人口(人) 構成比(%)

区全体 1,676 100.0% 209,931 100.0%

18～29歳 111 6.6% 28,057 13.4%

30～39歳 151 9.0% 24,524 11.7%

40～49歳 200 11.9% 32,830 15.6%

50～59歳 252 15.0% 37,768 18.0%

60～69歳 260 15.5% 27,975 13.3%

70歳以上 545 32.5% 58,777 28.0%

無回答 157 9.4% - -

調査結果
区全体

(住民基本台帳 R5.3末)

実数 割合(%) 人口(人) 構成比(%)

区全体 1,676 100.0% 209,931 100.0%

若年層 262 15.6% 52,581 25.0%

中年層 452 27.0% 70,598 33.6%

高年層 805 48.0% 86,752 41.3%
無回答 157 9.4% - -

区全体
(住民基本台帳 R5.3末)

調査結果
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居住地区（Ｆ３） 

＜地区別＞ 

・ 「鶴ヶ峰地区」が 11.0％で最も多く、次いで「旭北地区」（6.9％）、「白根地区」（6.6％）である。最も少ないの

は「旭中央地区」の 2.4％となっている。 
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＜町別＞ 

  

お住いの町丁目名から、下表のとおりに回答者を

振り分けて地区別の集計分析を行った。 

町丁目名 地区名

小高町

川島町

三反田町

鶴ケ峰一丁目

鶴ケ峰二丁目

鶴ケ峰本町一丁目

鶴ケ峰本町二丁目

鶴ケ峰本町三丁目

西川島町

白根一丁目

白根二丁目

白根三丁目

白根四丁目

白根五丁目

白根六丁目

白根七丁目

上白根一丁目

上白根二丁目

上白根三丁目

白根町

白根八丁目

中白根一丁目

中白根二丁目

中白根三丁目

中白根四丁目

上白根町 上白根地区

今宿西町

今宿東町

今宿南町

上川井町

川井宿町

川井本町

下川井町

都岡町

矢指町

若葉台一丁目

若葉台二丁目

若葉台三丁目

若葉台四丁目

金が谷

金が谷一丁目

金が谷二丁目

笹野台一丁目

笹野台二丁目

笹野台三丁目

笹野台四丁目

中希望が丘 希望が丘地区

今宿町

中尾一丁目

中尾二丁目

東希望が丘

善部町

南希望が丘

さちが丘 さちが丘地区

柏町

万騎が原

二俣川１丁目

二俣川２丁目

本村町

今宿一丁目

今宿二丁目

中沢一丁目

中沢二丁目

中沢三丁目

今川町

四季美台

大池町

桐が作

本宿町

南本宿町

左近山 左近山地区

市沢町 市沢地区

二俣川ニュータウン地区

旭中央地区

旭南部地区

若葉台地区

笹野台地区

希望が丘東地区

希望が丘南地区

万騎が原地区

二俣川地区

鶴ケ峰地区

白根地区

旭北地区

今宿地区

川井地区
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婚姻の有無（Ｆ４）、共働きの有無（Ｆ４－１）〔F4で既婚（配偶者あり）を選んだ方〕 

・ 婚姻の有無では、「既婚(配偶者あり)」が 61.8％で「未婚」は 16.9％、「既婚(離死別)」は 13.8％である。 

・ 「既婚(配偶者あり)」と回答した人に共働きをしているかどうか尋ねると、「していない」が56.8％、「している」

は 42.2％となっている。 

 

 

子どもの有無と段階（Ｆ５） 

・ 「学校教育終了・既婚・別居」（28.0％）が最も多く、次いで、「子どもはいない」（19.4％）、「学校教育終了・未

婚・同居」（15.8％）と続く。 

 

  
  

既婚(配偶

者あり)

1,035人

61.8%
既婚(離死別)

232人

13.8%

未婚

283人

16.9%

無回答

126人

7.5%

n=1,676人

している

437人

42.2%

していない

588人

56.8%

無回答

10人

1.0%

n=1,035人
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家族構成（Ｆ６） 

・ 「親と子(２世代)」が 45.7％で最も多

く、次いで「夫婦ふたり」が 27.9％、以

下「ひとり暮らし」（13.2％）、「祖父母と

親と子(３世代)」（5.0％）、「その他」

（2.5％）となっている。 

 

 

 

 

単身世帯の家族（親、兄弟、子ども）との交流（F6-1）〔F6で「ひとり暮らし」を選んだ方〕 

・ ひとり暮らしの世帯と家族との交流

は、「月１回以上の交流がある」が

34.4％で最も多く、次いで「週１回以

上の交流がある」が 33.5％で、これら

を合わせると月１回以上交流している

人が 67.9％となっており、「年１～２回

の交流がある」が 19.0％で続く。一

方、 「 家族は い る が 交流は な い 」

（3.6％）と「交流する家族がいない」

（6.8％）の合計が 1 割を超える。 

※交流とは、電話で話す、手紙や電子メールのやりとり、実際に会うことなどを指します。 

 

65歳以上の同居家族の有無（F7） 

・ 65 歳以上の同居家族は「いない」が 51.9％、「いる」が

40.6％となっている。 

 

 

  

ひとり暮らし

221人

13.2%

夫婦ふたり

467人

27.9%

親と子

(2世代)

766人

45.7%

祖父母と親と子

(3世代)

84人

5.0%

その他 42人 2.5%

無回答 96人 5.7%

n=1,676人

週１回以上の

交流がある

74人

33.5%

月１回以上の交流がある

76人

34.4%

年１～２回の

交流がある

42人

19.0%

家族はいるが

交流はない

8人

3.6%

交流する家族がいない 15人 6.8%

無回答 6人 2.7%

n=221人

いる

680人

40.6%
いない

870人

51.9%

無回答

126人

7.5%

n=1,676人
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居住年数（F8） 

・ 「20 年以上」が 66.0％で最も多く、次いで「10 年～20 年未満」が 13.4％で、全体の約８割が居住年数 10

年以上となっている。以下「3 年未満」（6.9％）、「5 年～10 年未満」（6.3％）、「3 年～5 年未満」（3.6％）と

なっている。 

 

 

 

居住形態（F9） 

・ 「持家（一戸建て）」が 56.3％で最も多く、次いで「持家（マンション・共同住宅）」が 19.6％で、これらを合わ

せると持ち家比率は 75.9％となっている。以下「借家（マンション・共同住宅、社宅、公務員住宅、寮）」

（17.4％）、「借家（一戸建て）」（1.8％）、「その他」（1.3％）の順である。 

 

 

 

  

３年未満 115人 6.9%

3年～5年未満

61人

3.6%

5年～10年

未満

105人

6.3%

10年～20年

未満

225人

13.4%

20年以上

1,106人

66.0%

無回答 64人 3.8%

n=1,676人

持家

（一戸建て）

944人

56.3%

持家（マンション・

共同住宅）

329人

19.6%

借家（一戸建て）

30人

1.8%

借家

（マンション・共同住宅、

社宅、公務員住宅、寮）

292人

17.4%

その他 21人 1.3%

無回答 60人 3.6%

n=1,676人
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参考 ライフステージ・子育てステージ集計（それぞれの定義は次ページ参照） 

・ ライフステージで見てみると、最も多いのは「家族成熟期」の 27.5％ 、次いで「家族成熟期（夫婦のみ)」の

13.7％ 、以下「親同居 65 歳未満」（8.9％）、「家族形成期」（7.6％）、「家族成長中期」（5.5％） などの順と

なっている（分類不能を除く--以下同様）。 

・ 子育てステージで見てみると、最も多いのは「子育て終了家族（子供独立」の 24.5％ 、次いで「子育て終了

家族（子供と同居)」（19.9％）、「子ども無し 50 歳以上」（9.4％）、「子育て家族（末子小学生・中学生）」

（7.7％）などの順となっている。 

 

ライフステージ                            子育てステージ 
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＜ライフステージについて＞ 

・ 年齢、家族構成、子どもの有無と成長段階から次のよう

なライフステージ区分を作成した。ライフステージは、子ど

もの有無と成長段階を中心に、年齢と同居家族によって

区分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 子育てステージについて＞ 

・ 年齢、家族構成、子どもの有無、子育ての段階から次の

ような子育てステージ区分を作成した。 

 

 

  

未就学
小学校
在学中

中学校
在学中

高校校
在学中

大学等
在学中

学校教
育終了

1 子ども無し50歳未満 50歳未満 なし
一人暮らし
夫婦のみ

2 子ども無し50歳以上 50歳以上 なし
一人暮らし
夫婦のみ

3 子育て家族（末子未就学児） あり ２世代・３世代 ●

4 子育て家族（末子小学生・中学生） あり ２世代・３世代 ● ●

5 子育て家族（末子高校生・大学生） あり ２世代・３世代 ● ●

6 子育て終了家族（子供と同居) あり ２世代・３世代 ●

7 子育て終了家族（子供独立) あり
一人暮らし
夫婦のみ

●

8 その他(分類不能) 非該当･無回答

子育てステージ区分 年齢（SA)
子どもの
有無（SA)

同居家族（SA)

子どもの段階

就学前
小学校
在学中

中学校
在学中

高校
在学中

大学等
在学中

学校教
育終了

1 単身65歳未満 65歳未満 ひとり暮らし

2 夫婦のみ65歳未満 65歳未満 夫婦のみ

3 親同居65歳未満 65歳未満 2世代3世代

4 親同居65歳以上 65歳以上 2世代3世代

5 高齢者ひとり暮らし 65歳以上 ひとり暮らし

6 高齢者夫婦のみ世帯 65歳以上 夫婦のみ

7 家族形成期 ●

8 家族成長前期 ●

9 家族成長中期 ● ●

10 家族成長後期 ●

11 家族成熟期 ●

12 家族成熟期(一人暮らし） 65歳以上 ひとり暮らし ○ ○ ○ ●

13 家族成熟期(夫婦のみ) 65歳以上 夫婦のみ ○ ○ ○ ●

14 その他(分類不能)

子どもの成長段階（SA)
同居家族

（SA)
年齢
（SA)

子
ど
も
な
し

子
ど
も
あ
り

ライフステージ分類
全体（SA)

非該当・無回答等

ライフステージの定義 

子育てステージの定義 
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Ⅲ．集計分析結果 
 

１．旭区の住み心地について 

 

問１ あなたは、旭区の住み心地をどう思われますか。（○は１つ） 

・ 「住みやすい」が最も多く 45.0％、次いで「ふつう」が 33.9％となっている。「とても住みやすい」、「住みやす

い」を合わせた『住みやすい』（＊１）は 56.8％で、全体の半数以上が住みやすさを感じている。一方「以前は

住みやすかったが、最近は住みにくくなっている」、「住みにくい」、「とても住みにくい」を合わせた『住みにくい』

（＊２）は 7.8％で、住みにくさを感じているのは１割弱である。 

・ 平成 18 年度以降、『住みやすい』（＊１）の割合は増加し、今回調査で過去最高を記録した。一方、『住みにく

い』（＊２）の割合は今回調査で最も低くなっており、旭区の住み心地は、好転傾向にある。 

・ 10 歳階級別に平成 30 年度調査、平成 26 年度調査と比較すると、20 歳代、30 歳代の若年層で『住みやす

い』（＊１）の割合が特に大きく増加している。 

 

『住みやすい』（＊１）は「とても住みやすい」、「住みやすい」の合計。 

『住みにくい』（＊２）は「以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている」、「住みにくい」、「とても住みにくい」の合計。 

 

 

11.8

11.6

7.6

6.9

6.5

45.0

42.3

41.2

40.4

36.2

33.9

35.8

39.6

40.7

45.9

4.1

4.3

4.0

5.3

5.3

3.3

3.5

4.6

4.3

3.4

0.4

0.5

0.7

0.5

0.6

1.6

2.0

2.3

1.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

平成26年度

（n=1,687)

平成23年度

（n=1,622)

平成18年度

（n=1,589)

とても

住みやすい

住みやすい ふつう 以前は住み

やすかった

が、最近は

住みにくく

なっている

住みにくい とても

住みにくい

無回答

『住みやすい』 56.8％

『住みやすい』 53.9％

『住みやすい』 48.8％

『住みにくい』 7.8％

『住みにくい』 8.3％

『住みにくい』 9.3％

『住みやすい』 47.3％

『住みやすい』 42.7％

『住みにくい』 10.1％

『住みにくい』 9.3％



 
12

 

 

11.8

21.1

12.0

11.3

13.0

9.1

8.8

13.9

11.6

17.6

8.4

9.1

11.9

8.6

14.9

7.6

7.6

6.6

7.3

6.9

6.1

9.2

45.0

52.6

54.3

49.0

39.5

45.2

47.7

43.7

42.3

37.4

43.7

44.1

40.4

43.6

43.1

41.2

41.5

40.1

46.6

41.9

45.2

36.2

33.9

26.3

27.2

33.1

39.0

38.9

36.2

30.1

35.8

36.3

39.5

36.1

38.3

36.0

31.6

39.6

42.4

41.1

35.9

40.7

36.1

41.6

4.1

1.1

2.6

3.0

1.2

4.2

6.8

4.3

0.0

2.1

3.0

4.7

4.1

6.1

4.0

0.8

2.5

3.1

3.3

7.4

4.3

3.3

4.3

2.6

4.5

4.4

1.5

2.9

3.5

7.7

5.3

5.7

2.5

3.8

1.5

4.6

7.6

6.6

5.7

4.1

2.6

4.1

0.4

1.1

1.3

0.5

0.4

0.5

0.0

0.0

0.8

1.1

0.6

0.4

0.7

1.0

0.4

1.3

0.6

1.6

0.5

0.8

1.5

2.6

2.0

1.1

1.1

1.1

1.1

3.2

2.3

2.3

2.0

1.1

3.3

1.3

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

全体

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

全体

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

とても住みやすい 住みやすい

ふつう 以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている

住みにくい とても住みにくい

無回答

令和５年度

(n=1,676)

平成26年度

(n=1,687)

平成30年度

(n=1,694)
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■ 性年代別 旭区の住み心地（問１×性年代別） 

注)性別の「その他」は母数が少ないため、クロス集計表には掲載していない(以下同様) 

・ 40 代女性では「ふつう」、それ以外では「住みやすい」が最も多くなっている。また、10～20 代男性と 30 代

女性では「住みやすい」が、10～20 代女性では「とても住みやすい」、「住みやすい」を合わせた『住みやすい』

（＊１）が、それぞれ全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

『住みやすい』（＊１）は「とても住みやすい」、「住みやすい」の合計。 

『住みにくい』（＊２）は「以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている」、「住みにくい」、「とても住みにくい」の合計。 

 

■ 居住地区別 旭区の住み心地（問１×Ｆ３） 

・ 旭北地区（以下、地区を省略）、川井、市沢では「ふつう」、それ以外は「住みやすい」が最も多くなっている。ま

た万騎が原では「とても住みやすい」、二俣川では「住みやすい」、川井、市沢では「ふつう」が全体値を 10 ポ

イント以上上回っている。また万騎が原と二俣川で、「とても住みやすい」、「住みやすい」を合わせた『住みや

すい』（＊１）が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

『住みやすい』（＊１）は「とても住みやすい」、「住みやすい」の合計。 

『住みにくい』（＊２）は「以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている」、「住みにくい」、「とても住みにくい」の合計。 

合計 とても住み
やすい

住みやすい ふつう 以前は住み
やすかった
が、最近は
住みにくく
なっている

住みにくい とても住み
にくい

無回答 住みやすい
(*1)

住みにくい
(*2)

全体 1676 11.8 45.0 33.9 4.1 3.3 0.4 1.6 56.8 7.8

男性-18～29歳 45 11.1 55.6 24.4 0.0 6.7 2.2 0.0 66.7 8.9

男性-30～39歳 57 17.5 42.1 31.6 5.3 3.5 0.0 0.0 59.6 8.8

男性-40～49歳 79 19.0 39.2 32.9 2.5 3.8 1.3 1.3 58.2 7.6

男性-50～59歳 113 10.6 46.9 34.5 1.8 4.4 0.9 0.9 57.5 7.1

男性-60～69歳 110 11.8 47.3 34.5 5.5 0.0 0.0 0.9 59.1 5.5

男性-70歳以上 252 13.5 44.4 31.0 6.3 1.2 0.0 3.6 57.9 7.5

女性-18～29歳 64 15.6 53.1 28.1 1.6 1.6 0.0 0.0 68.8 3.1

女性-30～39歳 89 7.9 55.1 32.6 1.1 1.1 2.2 0.0 62.9 4.5

女性-40～49歳 117 9.4 38.5 43.6 3.4 5.1 0.0 0.0 47.9 8.5

女性-50～59歳 134 8.2 44.8 41.8 0.0 4.5 0.0 0.7 53.0 4.5

女性-60～69歳 147 6.1 48.3 37.4 3.4 2.7 0.0 2.0 54.4 6.1

女性-70歳以上 277 14.8 44.0 27.1 7.6 4.7 0.0 1.8 58.8 12.3

問１ 旭区の住み心地

性年代別

合計 とても住み
やすい

住みやすい ふつう 以前は住み
やすかった
が、最近は
住みにくく
なっている

住みにくい とても住み
にくい

無回答 住みやすい
(*1)

住みにくい
(*2)

全体 1676 11.8 45.0 33.9 4.1 3.3 0.4 1.6 56.8 7.8

鶴ケ峰地区 184 14.1 49.5 28.3 3.3 3.3 0.0 1.6 63.6 6.5

白根地区 111 10.8 48.6 35.1 0.9 2.7 0.0 1.8 59.5 3.6

旭北地区 115 11.3 38.3 40.0 3.5 3.5 2.6 0.9 49.6 9.6

上白根地区 48 6.3 45.8 33.3 8.3 4.2 0.0 2.1 52.1 12.5

今宿地区 98 8.2 44.9 37.8 5.1 3.1 1.0 0.0 53.1 9.2

川井地区 77 10.4 29.9 48.1 5.2 5.2 1.3 0.0 40.3 11.7

若葉台地区 102 19.6 41.2 28.4 2.9 4.9 0.0 2.9 60.8 7.8

笹野台地区 75 8.0 46.7 40.0 1.3 2.7 0.0 1.3 54.7 4.0

希望が丘地区 76 10.5 44.7 32.9 5.3 3.9 0.0 2.6 55.3 9.2

希望が丘東地区 103 13.6 46.6 32.0 4.9 1.9 0.0 1.0 60.2 6.8

希望が丘南地区 65 4.6 41.5 35.4 9.2 6.2 0.0 3.1 46.2 15.4

さちが丘地区 67 16.4 44.8 29.9 4.5 3.0 0.0 1.5 61.2 7.5

万騎が原地区 68 23.5 52.9 14.7 4.4 2.9 0.0 1.5 76.5 7.4

二俣川地区 92 14.1 54.3 25.0 4.3 2.2 0.0 0.0 68.5 6.5

二俣川ニュータウン地区 91 6.6 57.1 29.7 3.3 0.0 0.0 3.3 63.7 3.3

旭中央地区 41 17.1 46.3 31.7 4.9 0.0 0.0 0.0 63.4 4.9

旭南部地区 69 11.6 46.4 36.2 0.0 4.3 1.4 0.0 58.0 5.8

左近山地区 61 13.1 45.9 31.1 9.8 0.0 0.0 0.0 59.0 9.8

市沢地区 59 3.4 35.6 54.2 0.0 5.1 1.7 0.0 39.0 6.8

地区別

問１ 旭区の住み心地
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■ ライフステージ別 旭区の住み心地 

・ 高齢者夫婦のみ世帯では「ふつう」が最も多く、それ以外は「住みやすい」が最も多くなっている。「とても住み

やすい」が最も高いのは単身 65 歳未満である。 

・ 『住みやすい』（＊１）では、単身 65 歳未満が全体値より 10 ポイント以上高い。 

※ライフステージ区分の「分類不能」については属性が不明なため、分析のコメントから除外する(以下同様) 

 

『住みやすい』（＊１）は「とても住みやすい」、「住みやすい」の合計。 

『住みにくい』（＊２）は「以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている」、「住みにくい」、「とても住みにくい」の合計。 

 

【経年変化】子育てステージ別に見た『住みやすい』（*1）の変化 

・ 子どもなし 50 歳以上では平成 30 年度調査に比べて『住みやすい』（＊１）割合が 4.4 ポイント減少している

が、子ども無し 50 歳未満及び子育て世代全般に『住みやすい』（＊１）割合は増加している。子ども無し 50 歳

未満では平成 30 年度より 17.4 ポイント高くなっている。 

 

 

  

合
計

と
て
も
住
み
や
す
い

住
み
や
す
い

ふ
つ
う

以
前
は
住
み
や
す
か
っ
た
が
、
最

近
は
住
み
に
く
く
な
っ
て
い
る

住
み
に
く
い

と
て
も
住
み
に
く
い

無
回
答

住
み
や
す
い
（*1

）

住
み
に
く
い(*

2
)

全体 1676 11.8 45.0 33.9 4.1 3.3 0.4 1.6 56.8 7.8

単身65歳未満 75 21.3 46.7 24.0 5.3 2.7 0.0 0.0 68.0 8.0

夫婦のみ65歳未満 76 10.5 48.7 35.5 0.0 2.6 1.3 1.3 59.2 3.9

親同居65歳未満 149 9.4 45.6 38.3 2.0 3.4 1.3 0.0 55.0 6.7

高齢者ひとり暮らし 44 9.1 40.9 29.5 11.4 2.3 0.0 6.8 50.0 13.6

高齢者夫婦のみ世帯 45 20.0 35.6 37.8 6.7 0.0 0.0 0.0 55.6 6.7

家族形成期 128 9.4 46.1 35.9 2.3 5.5 0.8 0.0 55.5 8.6

家族成長前期 79 10.1 44.3 34.2 3.8 6.3 0.0 1.3 54.4 10.1

家族成長中期 93 12.9 49.5 31.2 2.2 3.2 0.0 1.1 62.4 5.4

家族成長後期 50 8.0 44.0 38.0 0.0 6.0 2.0 2.0 52.0 8.0

家族成熟期 461 11.5 45.8 34.5 3.7 3.3 0.2 1.1 57.3 7.2

家族成熟期(一人暮らし） 67 11.9 50.7 28.4 6.0 0.0 0.0 3.0 62.7 6.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 12.2 46.7 28.8 7.4 2.6 0.0 2.2 59.0 10.0

その他(分類不能) 180 11.7 37.2 39.4 3.9 3.3 0.6 3.9 48.9 7.8

ライフステージ

問１ 旭区の住み心地

『住みやすい』（＊１）は 

「とても住みやすい」、「住みやすい」の合計。 
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問２ あなたのお住まいの地域の住みやすいと思われる点を教えてください。（○はいくつでも） 

・ 「緑(公園)が多い」が最も多く 49.0％で、約半数が挙げており、調査開始以降 1 位となっている。次いで「交

通の便がよい」が 48.3％、「買い物がしやすい」が 47.4％、「医療機関が近くにある」が 41.2％となっている。

以下「治安がよい」（33.9％）、「保育園・幼稚園や小中学校などが近い」（24.8％）、「近所づきあいができて

いる」（16.3％）などと続き、自然環境に優れ、利便性も高いことが評価されている。 

・上位３項目の回答割合はいずれも平成 30 年度調査より増加している。一方、「地域の行事が盛ん（お祭りな

ど）」については大きく減少している。 

 

 

※ （ ）内は順位 

 

 

R5年度 H30年度 H26年度 H23年度 H18年度

第1位　緑(公園)が多い 49.00% 44.7％(1) 49.7％(1) 45.9％(1) 47.9％(1)

第2位　交通の便がよい 48.30% 41.6％(4) 41.3％(2) 41.0％(3) 40.9％(3)

第3位　買い物がしやすい 47.40% 42.9％(2) 40.1％(3) 44.6％(2) 47.4％(2)

第4位　医療機関が近くにある 41.20% 42.4％(3) 37.5％(4) 34.2％(4) 34.4％(4)

第5位　治安がよい 33.90% 31.9％(5) 28.5％(5) 20.2％(6) 19.6％(7)
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■ 性年代別 住みやすいと思われる点（問２×性年代別） 

・ 10～20 代の男女と、30 代、40 代男性では「交通の便がよい」、50 代以上の男性と 40 代女性では「緑(公

園)が多い」、30 代女性では「緑(公園)が多い」、「買い物がしやすい」が同率、50 代、60 代女性では「買い

物がしやすい」、70 歳以上女性では「緑(公園)が多い」、「医療機関が近くにある」が同率となっており、傾向

が分かれた。 

・ 10 代男性で「交通の便がよい」、30 代女性で「保育園・幼稚園や小中学校などが近い」、70 歳以上女性で

「近所づきあいができている」、「医療機関が近くにある」が、それぞれ全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

■ 居住地区別 住みやすいと思われる点（問２×Ｆ３） 

・ それぞれの地区で最も多くなっている項目は、 

鶴ケ峰、希望が丘東、さちが丘、二俣川、二俣川ニュータウンでは「交通の便がよい」 

白根、旭北、上白根、今宿、川井、若葉台、笹野台、万騎が原、左近山、市沢では「緑(公園)が多い」 

希望が丘、旭中央、旭南部では「買い物がしやすい」 

希望が丘南では「治安がよい」 が最多となっている。 

・ また、 

「街並みがきれい」では若葉台、万騎が原、二俣川ニュータウン 

「緑(公園)が多い」では上白根、若葉台、万騎が原 

「交通の便がよい」では鶴ケ峰、希望が丘、さちが丘、万騎が原、二俣川 

「地域の行事が盛ん(お祭りなど)」では若葉台 

「治安がよい」では笹野台、希望が丘東、希望が丘南、万騎が原、二俣川ニュータウン 

「買い物がしやすい」では希望が丘、さちが丘、二俣川、左近山 

「医療機関が近くにある」では若葉台、希望が丘東、二俣川 

「福祉施設が近くにある」では若葉台 

「公共施設が近くにある」では白根、旭中央 

「保育園・幼稚園や小中学校などが近い」では今宿 が全体値に比べて 10 ポイント以上高い数値となってお

り、地区による特徴がみられた。 

合計 街
並
み
が
き
れ
い

緑

(

公
園

)

が
多
い

交
通
の
便
が
よ
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い

る 地
域
の
行
事
が
盛
ん

(
お
祭

り
な
ど

)

治
安
が
よ
い

買
い
物
が
し
や
す
い

医
療
機
関
が
近
く
に
あ
る

福
祉
施
設
が
近
く
に
あ
る

公
共
施
設
が
近
く
に
あ
る

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
あ

る 保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
中
学

校
な
ど
が
近
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 12.8 49.0 48.3 16.3 6.7 33.9 47.4 41.2 9.5 14.4 4.0 24.8 2.8 5.0

男性-18～29歳 45 6.7 26.7 66.7 6.7 4.4 40.0 53.3 24.4 6.7 6.7 2.2 15.6 0.0 4.4

男性-30～39歳 57 14.0 38.6 57.9 7.0 7.0 35.1 52.6 28.1 5.3 10.5 5.3 33.3 0.0 1.8

男性-40～49歳 79 12.7 50.6 53.2 10.1 5.1 43.0 50.6 32.9 5.1 15.2 7.6 25.3 3.8 2.5

男性-50～59歳 113 10.6 47.8 43.4 10.6 3.5 30.1 41.6 39.8 6.2 12.4 3.5 15.9 7.1 5.3

男性-60～69歳 110 7.3 53.6 52.7 12.7 7.3 34.5 46.4 40.0 10.9 12.7 7.3 16.4 1.8 2.7

男性-70歳以上 252 16.3 54.8 46.4 17.1 10.3 35.7 46.0 49.2 13.1 18.3 2.8 25.4 2.4 7.1

女性-18～29歳 64 14.1 48.4 57.8 6.3 6.3 37.5 51.6 29.7 6.3 20.3 3.1 26.6 3.1 1.6

女性-30～39歳 89 12.4 56.2 52.8 18.0 3.4 36.0 56.2 37.1 2.2 14.6 6.7 44.9 3.4 0.0

女性-40～49歳 117 6.0 53.8 39.3 11.1 9.4 31.6 47.9 37.6 0.9 15.4 2.6 34.2 0.0 5.1

女性-50～59歳 134 9.7 49.3 44.8 17.2 4.5 35.8 54.5 38.1 9.0 11.9 3.0 23.1 3.0 3.0

女性-60～69歳 147 10.9 46.9 42.9 17.7 6.1 30.6 51.7 40.8 12.2 15.0 2.0 23.1 4.1 2.0

女性-70歳以上 277 21.3 53.1 50.2 29.6 8.7 34.7 41.5 53.1 14.8 15.2 3.6 25.6 3.2 5.4

問２ お住まいの地域の住みやすいと思われる点

性年代別
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■ ライフステージ別 住みやすいと思われる点 

・ 高齢者夫婦のみ世帯、家族形成期、家族成熟期、家族成熟期(一人暮らし）、家族成熟期(夫婦のみ)では「緑

(公園)が多い」が最も多く、高齢者夫婦のみ世帯は全体値よりも 10 ポイン以上高い。 

・ 単身 65 歳未満、夫婦のみ 65 歳未満、親同居 65 歳未満、高齢者ひとり暮らし、家族成長後期では「交通の

便が良い」が最も多く、単身 65 歳未満は全体値よりも 10 ポイン以上高い。 

・ 家族成長前期、家族成長中期では「買い物がしやすい」が最も多く、単身 65 歳未満は全体値よりも 10 ポイ

ン以上高い。 

・ 「近所づきあいができている」では家族成熟期(一人暮らし）、「保育園・幼稚園や小中学校などが近い」では家

族形成期、家族成長前期、家族成長中期で、それぞれ全体値に比べて 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 街
並
み
が
き
れ
い

緑

(

公
園

)

が
多
い

交
通
の
便
が
よ
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い

る 地
域
の
行
事
が
盛
ん

(

お
祭

り
な
ど

)

治
安
が
よ
い

買
い
物
が
し
や
す
い

医
療
機
関
が
近
く
に
あ
る

福
祉
施
設
が
近
く
に
あ
る

公
共
施
設
が
近
く
に
あ
る

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
あ

る 保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
中
学

校
な
ど
が
近
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 12.8 49.0 48.3 16.3 6.7 33.9 47.4 41.2 9.5 14.4 4.0 24.8 2.8 5.0

鶴ケ峰地区 184 7.1 44.6 64.1 14.1 7.1 28.3 52.7 43.5 6.5 23.9 7.6 24.5 3.8 2.2

白根地区 111 7.2 53.2 49.5 10.8 8.1 29.7 46.8 32.4 7.2 32.4 9.0 22.5 3.6 1.8

旭北地区 115 12.2 52.2 24.3 21.7 3.5 28.7 49.6 46.1 6.1 11.3 3.5 30.4 3.5 7.8

上白根地区 48 8.3 70.8 31.3 12.5 4.2 12.5 14.6 27.1 6.3 2.1 0.0 14.6 4.2 8.3

今宿地区 98 5.1 51.0 27.6 19.4 7.1 21.4 42.9 31.6 13.3 13.3 7.1 38.8 1.0 4.1

川井地区 77 5.2 44.2 7.8 13.0 3.9 24.7 14.3 28.6 10.4 6.5 3.9 27.3 5.2 13.0

若葉台地区 102 34.3 90.2 39.2 19.6 31.4 41.2 55.9 75.5 32.4 16.7 0.0 34.3 1.0 3.9

笹野台地区 75 10.7 54.7 40.0 25.3 6.7 52.0 38.7 40.0 13.3 9.3 1.3 20.0 0.0 2.7

希望が丘地区 76 9.2 28.9 69.7 13.2 5.3 40.8 76.3 44.7 7.9 9.2 2.6 25.0 0.0 6.6

希望が丘東地区 103 9.7 35.9 56.3 20.4 4.9 47.6 52.4 54.4 7.8 15.5 1.9 34.0 4.9 1.9

希望が丘南地区 65 12.3 41.5 36.9 13.8 4.6 44.6 26.2 24.6 7.7 9.2 1.5 20.0 3.1 10.8

さちが丘地区 67 7.5 29.9 76.1 14.9 3.0 41.8 71.6 41.8 4.5 9.0 1.5 19.4 1.5 3.0

万騎が原地区 68 30.9 76.5 70.6 20.6 2.9 45.6 55.9 42.6 5.9 2.9 8.8 25.0 0.0 1.5

二俣川地区 92 3.3 27.2 84.8 12.0 3.3 27.2 73.9 52.2 8.7 19.6 0.0 18.5 2.2 1.1

二俣川ニュータウン地区 91 41.8 45.1 48.4 15.4 3.3 46.2 24.2 41.8 4.4 12.1 2.2 26.4 4.4 3.3

旭中央地区 41 7.3 51.2 46.3 9.8 4.9 34.1 56.1 26.8 7.3 26.8 12.2 9.8 2.4 4.9

旭南部地区 69 7.2 50.7 43.5 15.9 2.9 33.3 53.6 26.1 4.3 14.5 2.9 17.4 2.9 5.8

左近山地区 61 13.1 59.0 57.4 13.1 8.2 34.4 57.4 42.6 14.8 8.2 1.6 29.5 4.9 1.6

市沢地区 59 13.6 54.2 30.5 20.3 3.4 22.0 20.3 27.1 3.4 11.9 3.4 20.3 5.1 10.2

地区別

問２ お住まいの地域の住みやすいと思われる点

合
計

街
並
み
が
き
れ
い

緑(

公
園)

が
多
い

交
通
の
便
が
よ
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い
る

地
域
の
行
事
が
盛
ん(

お
祭
り
な

ど) 治
安
が
よ
い

買
い
物
が
し
や
す
い

医
療
機
関
が
近
く
に
あ
る

福
祉
施
設
が
近
く
に
あ
る

公
共
施
設
が
近
く
に
あ
る

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
あ
る

保
育
園
・幼
稚
園
や
小
中
学
校
な

ど
が
近
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 12.8 49.0 48.3 16.3 6.7 33.9 47.4 41.2 9.5 14.4 4.0 24.8 2.8 5.0

単身65歳未満 75 17.3 45.3 62.7 9.3 0.0 38.7 61.3 26.7 5.3 10.7 2.7 8.0 5.3 1.3

夫婦のみ65歳未満 76 10.5 51.3 57.9 6.6 1.3 36.8 55.3 31.6 1.3 13.2 2.6 11.8 1.3 2.6

親同居65歳未満 149 12.1 42.3 51.7 6.7 6.0 40.9 47.7 36.2 10.1 12.8 3.4 20.8 1.3 3.4

高齢者ひとり暮らし 44 11.4 36.4 40.9 13.6 4.5 25.0 36.4 25.0 13.6 4.5 6.8 15.9 0.0 20.5

高齢者夫婦のみ世帯 45 20.0 60.0 46.7 17.8 6.7 28.9 37.8 44.4 6.7 11.1 2.2 17.8 6.7 4.4

家族形成期 128 12.5 51.6 43.8 14.8 5.5 33.6 41.4 28.1 1.6 10.9 5.5 45.3 2.3 3.1

家族成長前期 79 6.3 49.4 53.2 17.7 6.3 32.9 54.4 44.3 3.8 15.2 5.1 43.0 2.5 2.5

家族成長中期 93 8.6 40.9 36.6 10.8 5.4 35.5 54.8 44.1 2.2 22.6 5.4 43.0 6.5 6.5

家族成長後期 50 2.0 48.0 56.0 16.0 6.0 32.0 50.0 30.0 10.0 16.0 2.0 28.0 2.0 4.0

家族成熟期 461 11.1 51.2 47.3 18.9 7.8 34.5 47.3 46.2 12.6 15.0 3.9 22.6 2.4 4.1

家族成熟期(一人暮らし） 67 19.4 52.2 47.8 28.4 13.4 19.4 43.3 47.8 17.9 14.9 1.5 19.4 1.5 4.5

家族成熟期(夫婦のみ) 229 22.3 56.3 47.6 22.3 8.3 41.5 47.6 51.1 13.1 17.0 3.9 28.8 3.9 3.5

その他(分類不能) 180 9.4 42.2 46.1 16.7 7.8 23.3 41.1 40.0 10.0 13.3 5.0 14.4 2.2 11.1

ライフステージ

問２ お住まいの地域の住みやすいと思われる点
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問３ あなたのお住まいの地域の住みにくいと思われる点を教えてください。（○はいくつでも） 

・ 「交通の便が悪い」が最も多く 25.7％、次いで「買い物がしにくい」が 21.1％で、住みやすさとして評価され

た利便性に関する項目がこちらでも上位に挙がっている。次いで「公共施設が近くにない」（15.4％）、「歴史

を感じる雰囲気がない」（11.7％）、「街並みがきれいではない」（10.9％）などと続く。 

・ 平成 23 年度調査、平成 26 年度調査と比べてみると、全体的に各項目とも住みにくさの割合は減少してい

る傾向がみられるが、「近所づきあいができていない」、「地域の行事が少ない（お祭りなど）」は増加傾向がみ

られた。 

 

 

※ （ ）内は順位 

 

  

R5年度 H30年度 H26年度 H23年度 H18年度

第1位　交通の便が悪い 25.70% 28.2％(1) 27.7％(1) 23.1％ (1) 25.6％(1)

第2位　買い物がしにくい 21.10% 21.1％(2) 25.4％(2) 17.3 ％(2) 15.4％(3)

第3位　公共施設が近くにない 15.40% 17.5％(3) 17.7％(3) 13.4 ％(3) 17.9％(2)

第4位　歴史を感じる雰囲気がない 11.70% 12.5％(4) 11.7％(4) 8.3 ％(6) 12.0％(4)

第5位　街並みがきれいではない 10.90% 11.1％(5) 11.0％(5) 10.9％ (4) 11.6％(6)
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■ 性年代別 住みにくいと思われる点（問３×性年代） 

・ 10～20 代男性で「街並みがきれいではない」、「交通の便が悪い」、「買い物がしにくい」が同率、50 代男性

で「交通の便が悪い」、「買い物がしにくい」が同率、30 代男性で「街並みがきれいではない」、30 代女性で

「その他」、70 歳以上女性で「買い物がしにくい」が最も多くなっている以外は「交通の便が悪い」が最も多い。 

・ また 30 代男性で「街並みがきれいではない」、40 代女性で「「交通の便が悪い」、10～20 代女性で「地域の

行事が少ない(お祭りなど)」が、それぞれ全体値に比べて 10 ポイント以上高い数値となっている。 

 

 

■ 居住地区別 住みにくいと思われる点（問３×Ｆ３） 

・ それぞれの地区で最も多くなっている項目は、 

鶴ケ峰では「街並みがきれいではない」 

白根、旭北、今宿、川井、若葉台、旭中央、旭南部、左近山、市沢では「交通の便が悪い」 

上白根、笹野台、希望が丘南、二俣川ニュータウンでは「買い物がしにくい」 

希望が丘、希望が丘東、さちが丘では「公共施設が近くにない」 

二俣川、万騎が原では「その他」 となっている。 

・ また、「街並みがきれいではない」は二俣川 

「緑(公園)が少ない」は、希望が丘、二俣川 

「交通の便が悪い」は旭北、川井、若葉台、旭中央、市沢 

「買い物がしにくい」は上白根、川井、笹野台、希望が丘南、二俣川ニュータウン、市沢 

「医療機関が近くにない」、「保育園・幼稚園や小中学校などが遠い」は旭中央 

「公共施設が近くにない」は笹野台 で全体値に比べて 10 ポイント以上高い。 

合計 街
並
み
が
き
れ
い
で
は
な
い

緑

(

公
園

)

が
少
な
い

交
通
の
便
が
悪
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い

な
い

地
域
の
行
事
が
少
な
い

(

お

祭
り
な
ど

)

治
安
が
悪
い

買
い
物
が
し
に
く
い

医
療
機
関
が
近
く
に
な
い

福
祉
施
設
が
近
く
に
な
い

公
共
施
設
が
近
く
に
な
い

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
な

い 保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
中
学

校
な
ど
が
遠
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 10.9 6.4 25.7 10.3 7.5 6.7 21.1 8.7 6.1 15.4 11.7 3.1 14.1 22.1

男性-18～29歳 45 17.8 15.6 17.8 8.9 6.7 13.3 17.8 8.9 4.4 13.3 15.6 4.4 13.3 15.6

男性-30～39歳 57 21.1 8.8 15.8 14.0 10.5 10.5 15.8 8.8 5.3 19.3 10.5 3.5 15.8 17.5

男性-40～49歳 79 20.3 12.7 35.4 6.3 15.2 8.9 21.5 17.7 3.8 12.7 13.9 6.3 16.5 12.7

男性-50～59歳 113 15.0 0.9 29.2 8.0 8.0 13.3 29.2 10.6 4.4 15.0 12.4 3.5 15.9 15.0

男性-60～69歳 110 10.0 4.5 24.5 6.4 7.3 5.5 18.2 7.3 8.2 22.7 14.5 0.0 13.6 21.8

男性-70歳以上 252 7.5 4.4 24.6 13.1 5.6 4.8 20.2 6.0 6.0 11.9 13.5 2.0 9.1 31.0

女性-18～29歳 64 10.9 10.9 31.3 14.1 18.8 10.9 23.4 7.8 4.7 14.1 4.7 7.8 10.9 12.5

女性-30～39歳 89 20.2 7.9 18.0 9.0 11.2 14.6 21.3 11.2 5.6 10.1 11.2 6.7 22.5 13.5

女性-40～49歳 117 11.1 5.1 36.8 6.8 6.8 12.0 23.1 17.1 5.1 14.5 8.5 6.8 17.1 12.0

女性-50～59歳 134 9.0 4.5 27.6 9.0 4.5 6.0 16.4 6.7 4.5 17.9 5.2 0.7 19.4 19.4

女性-60～69歳 147 10.9 8.8 27.2 8.2 4.8 2.7 17.7 9.5 5.4 16.3 14.3 4.1 15.0 19.0

女性-70歳以上 277 4.3 5.1 21.3 11.9 5.1 2.2 24.9 5.4 9.0 15.9 12.3 1.4 12.3 30.3

問３ お住まいの地域の住みにくいと思われる点

性年代別
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■ ライフステージ別 住みにくいと思われる点 

・ 高齢者ひとり暮らしでは「交通の便が悪い」、「買い物がしにくい」が同率、高齢者夫婦のみ世帯、家族形成期、

家族成熟期(一人暮らし）では「買い物がしにくい」が最も多く、それ以外は「交通の便が悪い」が最も多い。家

族成長中期では「交通の便が悪い」が、全体値に比べて 10 ポイント以上高い。 

・ また、家族成熟期(一人暮らし）では「近所づきあいができていない」、家族形成期では「医療機関が近くにな

い」が、全体値に比べて 10 ポイント以上高い。 

 

 

 

  

合計 街
並
み
が
き
れ
い
で
は
な
い

緑

(

公
園

)

が
少
な
い

交
通
の
便
が
悪
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い

な
い

地
域
の
行
事
が
少
な
い

(

お

祭
り
な
ど

)

治
安
が
悪
い

買
い
物
が
し
に
く
い

医
療
機
関
が
近
く
に
な
い

福
祉
施
設
が
近
く
に
な
い

公
共
施
設
が
近
く
に
な
い

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
な

い 保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
中
学

校
な
ど
が
遠
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 10.9 6.4 25.7 10.3 7.5 6.7 21.1 8.7 6.1 15.4 11.7 3.1 14.1 22.1

鶴ケ峰地区 184 22.3 4.3 13.0 15.2 3.8 9.2 16.3 6.5 7.1 9.8 8.2 2.7 15.8 25.5

白根地区 111 12.6 4.5 19.8 12.6 8.1 13.5 14.4 9.9 0.9 2.7 11.7 4.5 15.3 24.3

旭北地区 115 4.3 0.9 39.1 10.4 7.0 9.6 13.0 5.2 8.7 10.4 13.0 4.3 10.4 24.3

上白根地区 48 8.3 0.0 27.1 12.5 12.5 4.2 50.0 4.2 0.0 8.3 12.5 0.0 8.3 25.0

今宿地区 98 11.2 6.1 34.7 7.1 4.1 7.1 21.4 11.2 2.0 13.3 11.2 4.1 10.2 25.5

川井地区 77 10.4 10.4 70.1 14.3 11.7 9.1 57.1 18.2 6.5 20.8 9.1 6.5 3.9 5.2

若葉台地区 102 0.0 1.0 38.2 13.7 2.9 2.9 18.6 2.9 3.9 18.6 16.7 1.0 9.8 30.4

笹野台地区 75 6.7 2.7 25.3 5.3 0.0 2.7 36.0 12.0 1.3 29.3 6.7 6.7 10.7 13.3

希望が丘地区 76 13.2 17.1 9.2 9.2 9.2 6.6 2.6 1.3 5.3 23.7 13.2 5.3 19.7 23.7

希望が丘東地区 103 9.7 12.6 19.4 2.9 8.7 2.9 19.4 5.8 8.7 20.4 12.6 1.0 14.6 20.4

希望が丘南地区 65 13.8 6.2 27.7 12.3 13.8 4.6 32.3 13.8 6.2 15.4 13.8 3.1 20.0 10.8

さちが丘地区 67 9.0 16.4 10.4 7.5 9.0 3.0 9.0 9.0 6.0 23.9 11.9 6.0 19.4 19.4

万騎が原地区 68 4.4 1.5 11.8 2.9 14.7 2.9 11.8 2.9 11.8 16.2 8.8 0.0 26.5 32.4

二俣川地区 92 20.7 17.4 6.5 14.1 10.9 4.3 5.4 1.1 5.4 7.6 16.3 0.0 22.8 27.2

二俣川ニュータウン地区 91 4.4 3.3 18.7 9.9 6.6 6.6 34.1 9.9 9.9 14.3 18.7 0.0 15.4 19.8

旭中央地区 41 19.5 4.9 39.0 4.9 4.9 9.8 17.1 24.4 9.8 14.6 7.3 14.6 9.8 4.9

旭南部地区 69 13.0 5.8 30.4 10.1 7.2 10.1 20.3 17.4 4.3 18.8 5.8 2.9 15.9 15.9

左近山地区 61 0.0 1.6 24.6 13.1 4.9 8.2 8.2 8.2 8.2 18.0 11.5 0.0 8.2 36.1

市沢地区 59 8.5 3.4 49.2 11.9 5.1 8.5 37.3 15.3 10.2 23.7 13.6 3.4 11.9 13.6

地区別

問３ お住まいの地域の住みにくいと思われる点

合
計

街
並
み
が
き
れ
い
で
は
な
い

緑(

公
園)

が
少
な
い

交
通
の
便
が
悪
い

近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い
な
い

地
域
の
行
事
が
少
な
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お
祭
り

な
ど)

治
安
が
悪
い

買
い
物
が
し
に
く
い

医
療
機
関
が
近
く
に
な
い

福
祉
施
設
が
近
く
に
な
い

公
共
施
設
が
近
く
に
な
い

歴
史
を
感
じ
る
雰
囲
気
が
な
い

保
育
園
・幼
稚
園
や
小
中
学
校
な

ど
が
遠
い

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 10.9 6.4 25.7 10.3 7.5 6.7 21.1 8.7 6.1 15.4 11.7 3.1 14.1 22.1

単身65歳未満 75 12.0 5.3 26.7 16.0 8.0 9.3 20.0 9.3 4.0 16.0 12.0 1.3 16.0 21.3

夫婦のみ65歳未満 76 18.4 5.3 22.4 7.9 5.3 10.5 21.1 10.5 1.3 17.1 7.9 0.0 25.0 15.8

親同居65歳未満 149 12.1 7.4 25.5 10.7 10.7 10.7 22.1 8.7 5.4 16.8 12.1 5.4 10.1 18.1

高齢者ひとり暮らし 44 4.5 9.1 27.3 13.6 0.0 9.1 27.3 11.4 6.8 11.4 13.6 0.0 4.5 27.3

高齢者夫婦のみ世帯 45 0.0 4.4 11.1 8.9 2.2 2.2 20.0 4.4 8.9 11.1 15.6 0.0 15.6 33.3

家族形成期 128 16.4 10.9 23.4 10.2 15.6 10.9 25.8 21.9 9.4 14.1 10.2 9.4 21.1 10.2

家族成長前期 79 19.0 11.4 26.6 10.1 5.1 15.2 17.7 6.3 1.3 12.7 11.4 10.1 17.7 13.9

家族成長中期 93 12.9 5.4 36.6 9.7 11.8 9.7 16.1 10.8 4.3 16.1 6.5 3.2 14.0 17.2

家族成長後期 50 8.0 4.0 30.0 10.0 2.0 10.0 24.0 8.0 16.0 20.0 10.0 2.0 20.0 14.0

家族成熟期 461 9.5 5.6 27.3 7.4 6.1 4.3 21.5 6.3 6.3 16.1 12.4 2.6 14.8 22.1

家族成熟期(一人暮らし） 67 6.0 3.0 22.4 22.4 11.9 3.0 25.4 3.0 3.0 13.4 14.9 0.0 9.0 29.9

家族成熟期(夫婦のみ) 229 10.5 6.1 24.0 11.4 5.2 2.6 17.0 8.3 7.0 16.6 15.3 1.3 10.0 28.4

その他(分類不能) 180 8.9 6.1 23.9 10.6 7.8 4.4 21.7 7.2 6.1 13.3 8.3 2.2 11.7 30.0

ライフステージ

問３ お住まいの地域の住みにくいと思われる点
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■ お住まいの地域の住みやすさと住みにくさ（散布図） 

・ お住まいの地域の「住みやすさ」と「住みにくさ」について比較すると、平均値と比較して「住みにくい」も「住み

やすい」も高い項目は、「交通の便」、「買い物」の２項目である。 

・ 「住みにくい」は低く、「住みやすい」が高い項目は、「医療機関」、「治安」、「緑(公園)」の３項目である。 

・ 「住みにくい」が高く、「住みやすい」が低くなっている項目は、「公共施設」、「歴史を感じる雰囲気」の 2 項目

である。 

・ 「住みにくい」も「住みやすい」も低くなっている項目は、「街並み」、「近所づきあい」、「地域の行事」、「福祉施

設」、「保育園・幼稚園や小中学校」の 5 項目である。 

 

 

  

街並み

緑(公園)

交通の便

近所づきあい

地域の行事

治安

買い物

医療機関

福祉施設

公共施設

歴史を感じる雰囲気

保育園・幼稚園や

小中学校

0％

5％

10％

15％

20％

25％

30％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

住
み

に
く

い
と

思
わ

れ
る

点

住みやすいと思われる点

お住まいの地域の住みやすさと住みにくさ（散布図）

平均：25.7％

平均：11.1％

  住みやすさ ／       住みにくさ 

街並み  ： 街並みがきれい ／  街並みがきれいではない 

緑（公園）  ： 緑（公園）が多い ／  緑（公園）が少ない 

交通の便 ： 交通の便がよい ／  交通の便が悪い 

近所づきあい  ： 近所づきあいができている ／  近所づきあいができていない 

地域の行事 ： 地域の行事が盛ん ／  地域の行事が少ない 

治安  ： 治安がよい ／  治安が悪い 

買い物  ： 買い物がしやすい ／  買い物がしにくい 

医療機関  ： 医療機関が近くにある ／  医療機関が近くにない 

福祉施設  ： 福祉施設が近くにある ／  福祉施設が近くにない 

公共施設  ： 公共施設が近くにある ／  公共施設が近くにない 

歴史を感じる雰囲気  ： 歴史を感じる雰囲気がある ／  歴史を感じる雰囲気がない 

保育園・幼稚園や小中学校  ： 保育園・幼稚園や小中学校などが近い ／  保育園・幼稚園や小中学校などが遠い 
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問４ あなたは、これからもずっと今お住まいの地域に住み続けるお気持ちですか。（○は１つ） 

・ 「今住んでいる地域に住み続けたい」が 78.0％で最も多く、全体の４分の３を占める。次いで「横浜市外に転

居したい（または転居予定）」が 7.4％、「旭区以外の横浜市に転居したい（または転居予定）」が 6.6％、「旭区

内の他の地域に住みたい」が 5.3％となっている。「今住んでいる地域に住み続けたい」、「旭区内の他の地域

に住みたい」を合わせた『旭区に住み続けたい』は 83.2％で、旭区への定住意向は８割を超える高い数値と

なっている。 

・ 過去調査と比べてみると、『旭区に住み続けたい』の割合は、平成 18 年度調査以降、最も高い 83.2％を記録

している。 

・ 令和５年度横浜市市民意識調査では、『住み続ける(計) 』（「住み続ける」と「たぶん住み続ける」の合計）は

81.5％と１８区中最も高い。 

 

 

  

78.0

73.9

75.7

76.3

74.8

5.3

5.4

4.8

4.9

6.6

6.6

8.6

7.5

7.8

7.4

7.4

7.7

6.9

6.7

6.7

2.7

4.4

5.2

4.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

平成26年度

（n=1,687)

平成23年度

(n= 1,622）

平成18年度

(n= 1,589）

今住んでいる

地域に住み

続けたい

旭区内の

他の地域に

住みたい

旭区以外の

横浜市に

転居したい

(または転居予定)

横浜市外に

転居したい

(または

転居予定)

無回答

『旭区に住み続けたい』 83.2％

『旭区に住み続けたい』 79.3％

『旭区に住み続けたい』 80.5％

『旭区以外に転居したい（転居予定）』 14.0％

『旭区以外に転居したい（転居予定）』 16.3％

『旭区以外に転居したい（転居予定）』 14.4％

『旭区に住み続けたい』 『旭区以外に転居したい（転居予定）』

『旭区に住み続けたい』 81.2％ 『旭区以外に転居したい（転居予定）』 14.5％

『旭区に住み続けたい』 81.4％ 『旭区以外に転居したい（転居予定）』 14.1％
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【参考】市民意識調査(令和 5 年度)による現住地定住意向の 18 区別比較 

問３ あなたは、これからもずっと今のお住まいに住み続けますか。 

 

『住み続ける(計) 』（「住み続ける」と「たぶん住み続ける」の合計） 

 

  

72.9

66.5

76.1

65.5

78.3

70.5

76.3

72.5

81.5

73.6

78.5

69.0

68.2

69.4

66.0

74.3

77.9

76.8

77.1

68.5

13.6

14.2

9.7

20.7

12.0

10.5

10.7

11.9

8.1

14.3

13.8

16.8

19.1

17.6

21.7

11.5

11.7

7.4

12.0

14.8

13.6

19.3

14.2

13.8

9.6

19.0

13.0

15.6

10.5

12.1

7.7

14.1

12.7

13.0

12.3

14.2

10.4

15.8

10.8

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横浜市(n=2203）

鶴見区(n=176）

神奈川区(n=134）

西区(n=58）

中区(n=83）

南区(n=105）

港南区(n=131）

保土ケ谷区(n=109）

旭区(n=124）

磯子区(n=91）

金沢区(n=130）

港北区(n=184）

緑区(n=110）

青葉区(n=170）

都筑区(n=106）

戸塚区(n=183）

栄区(n=77）

泉区(n=95）

瀬谷区(n=83）

無回答(n=54）

住み続ける（計） 転居する（計） わからない

無回答
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■ 性年代別 定住意向（問４×性年代） 

・ いずれも「今住んでいる地域に住み続けたい」が最も多く、70 歳以上では９割近い数値となっている。 

・ 一方、10～20 代男性では「横浜市外に転居したい(または転居予定)」、10～20 代女性では「旭区以外の横

浜市に転居したい(または転居予定)」、「横浜市外に転居したい(または転居予定)」が、全体を 10 ポイント以

上上回っている。 

 

 

■ 居住地区別 定住意向（問４×Ｆ３） 

・ 全ての地区で「今住んでいる地域に住み続けたい」が最も多く、鶴ヶ峰、若葉台、笹野台、さちが丘、万騎が原、

二俣川ニュータウン、左近山では８割を超える。最も数値が高いのは二俣川ニュータウンである。 

 

 

  

合計 今住んでいる
地域に住み続
けたい

旭区内の他の
地域に住みた
い

旭区以外の横
浜市に転居し
たい(または
転居予定)

横浜市外に転
居したい(ま
たは転居予
定)

無回答

全体 1676 78.0 5.3 6.6 7.4 2.7

男性-18～29歳 45 55.6 4.4 13.3 26.7 0.0

男性-30～39歳 57 68.4 12.3 10.5 8.8 0.0

男性-40～49歳 79 84.8 3.8 6.3 3.8 1.3

男性-50～59歳 113 75.2 5.3 5.3 11.5 2.7

男性-60～69歳 110 81.8 2.7 8.2 4.5 2.7

男性-70歳以上 252 88.1 3.2 2.0 2.4 4.4

女性-18～29歳 64 54.7 4.7 20.3 20.3 0.0

女性-30～39歳 89 70.8 6.7 7.9 13.5 1.1

女性-40～49歳 117 77.8 4.3 8.5 9.4 0.0

女性-50～59歳 134 72.4 10.4 7.5 7.5 2.2

女性-60～69歳 147 78.2 6.8 6.8 6.1 2.0

女性-70歳以上 277 86.6 1.8 4.0 3.6 4.0

問４ 今お住まいの地域に住み続ける気持ち

性年代別

合計 今住んでいる
地域に住み続
けたい

旭区内の他の
地域に住みた
い

旭区以外の横
浜市に転居し
たい(または
転居予定)

横浜市外に転
居したい(ま
たは転居予
定)

無回答

全体 1676 78.0 5.3 6.6 7.4 2.7

鶴ケ峰地区 184 86.4 2.7 2.2 6.5 2.2

白根地区 111 66.7 7.2 9.0 9.9 7.2

旭北地区 115 76.5 6.1 6.1 7.0 4.3

上白根地区 48 70.8 6.3 10.4 6.3 6.3

今宿地区 98 76.5 10.2 9.2 3.1 1.0

川井地区 77 70.1 9.1 15.6 3.9 1.3

若葉台地区 102 85.3 0.0 7.8 3.9 2.9

笹野台地区 75 84.0 6.7 1.3 8.0 0.0

希望が丘地区 76 77.6 2.6 6.6 9.2 3.9

希望が丘東地区 103 78.6 6.8 6.8 7.8 0.0

希望が丘南地区 65 73.8 7.7 7.7 6.2 4.6

さちが丘地区 67 82.1 1.5 6.0 9.0 1.5

万騎が原地区 68 83.8 1.5 5.9 7.4 1.5

二俣川地区 92 76.1 6.5 6.5 9.8 1.1

二俣川ニュータウン地区 91 87.9 3.3 2.2 4.4 2.2

旭中央地区 41 75.6 12.2 2.4 9.8 0.0

旭南部地区 69 69.6 5.8 10.1 14.5 0.0

左近山地区 61 82.0 3.3 3.3 8.2 3.3

市沢地区 59 76.3 3.4 11.9 6.8 1.7

地区別

問４ 今お住まいの地域に住み続ける気持ち
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■ 居住年数別 定住意向（問４×Ｆ8） 

・ 全ての年数で「今住んでいる地域に住み続けたい」が最も多い。また、20 年以上居住者の８割以上が「今住

んでいる地域に住み続けたい」としている一方、居住年数が浅いほど「横浜市外に転居したい(または転居予

定)」が高く、３年未満は全体を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

  

合計 今住んでいる
地域に住み続
けたい

旭区内の他の
地域に住みた
い

旭区以外の横
浜市に転居し
たい(または
転居予定)

横浜市外に転
居したい(ま
たは転居予
定)

無回答

全体 1676 78.0 5.3 6.6 7.4 2.7

３年未満 115 57.4 7.0 13.9 20.0 1.7

3年～5年未満 61 67.2 9.8 11.5 11.5 0.0

5年～10年未満 105 77.1 3.8 6.7 9.5 2.9

10年～20年未満 225 74.7 6.2 7.6 8.4 3.1

20年以上 1106 82.0 4.6 5.6 5.2 2.5

問４ 今お住まいの地域に住み続ける気持ち

Ｆ８ 旭区
の居住年
数
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■ ライフステージ・子育てステージ別 定住意向 

□ ライフステージ別 

・ 全ての項目で、「今住んでいる地域に住み続けたい」が最も多く、高齢者夫婦のみ世帯、家族成熟期(一人暮

らし）、家族成熟期(夫婦のみ)では全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

・ 平成30 年度調査と比較すると、単身65 歳未満、家族成長前期、家族成長後期で「今住んでいる地域に住み

続けたい」の割合が 10 ポイント以上増加している。 

□ 子育てステージ別 

・ 全ての項目で、「今住んでいる地域に住み続けたい」が最も多い。 

・ 平成 30 年度調査と比較すると、子供なし 50 歳未満、子育て家族（末子高校生・大学生）の割合が 10 ポイ

ント以上増加している。 

 

    令和５年度（n=1,676）             平成 30 年度(n=1,694) 

ライフステージ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てステージ  

今住んでいる地域に住み続けたい 旭区内の他の地域に住みたい

旭区以外の横浜市に転居したい(または転居予定) 横浜市外に転居したい(または転居予定)

無回答

73.9

55.3

64.6

56.0

73.9

89.3

72.5

68.5

69.2

63.5

79.5

82.6

86.7

5.4

8.5

6.3

4.6

7.1

6.5

2.2

4.7

7.9

5.4

5.8

3.3

8.6

19.1

11.4

19.3

4.3

3.6

9…

10.1

1…

9.5

6.8

2.9

4.1

7.7

14.9

13.9

15.6

8.7

9.2

15.7

9.3

12.7

4.3

2.9

3…

4.4

3.8

4.6

13.0

2.6

3.4

6.5

6.3

4.1

5.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

単身65歳未満

夫婦のみ65歳未満

親同居65歳未満

高齢ひとり暮らし

高齢夫婦のみ世帯

家族形成期

家族成長前期

家族成長中期

家族成長後期

家族成熟期

家族成熟期(一人暮らし）

家族成熟期(夫婦のみ)

78.0

70.7

63.2

65.1

70.5

97.8

77.3

79.7

75.3

74.0

80.7

88.1

90.0

5.3

6.7

7.9

7.4

9.1

7.0

2.5

4.3

4.0

5.2

3.1

6.6

14.7

11.8

12.8

6.8

3.1

6.3

6.5

8.0

5.6

3.0

3…

7.4

8.0

15.8

12.8

6.8

2…

12.5

11.4

10.8

12.0

5.0

4.5

1.3

2.7

1.3

2.0

6.8

3.2

2.0

3.5

4.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

単身65歳未満

夫婦のみ65歳未満

親同居65歳未満

高齢者ひとり暮らし

高齢者夫婦のみ世帯

家族形成期

家族成長前期

家族成長中期

家族成長後期

家族成熟期

家族成熟期(一人暮らし）

家族成熟期(夫婦のみ)

52.6

74.1

72.5

71.7

63.8

80.7

83.3

6.4

4.3

6.5

3.3

6.9

5.6

4.0

18.7

9.4

9.2

9.9

9.5

5.6

5.5

18.7

7.2

9.2

11.8

1…

4.0

3.7

3.5

5.0

2.6

3.3

7.8

4.0

3.5

子供なし 49歳未満

子供なし 50歳以上

子育て家族（末子未就学児）

子育て家族（末子小学生・中学生）

子育て家族（末子高校生・大学生）

子育て終了家族（子供と同居)

子育て終了家族（子供独立)

64.6

77.8

76.1

76.7

74.4

82.0

86.4

6.1

6.3

7.7

3.9

3.7

5.1

2.7

15.9

6.3

3.4

7.0

7.3

4.2

5.6

13.4

7.0

12.8

10.1

1…

4.5

3.2

2.5

2.3

1.2

4.2

2.2

子ども無し50歳未満

子ども無し50歳以上

子育て家族（末子未就学児）

子育て家族（末子小学生・中学生）

子育て家族（末子高校生・大学生）

子育て終了家族（子供と同居)

子育て終了家族（子供独立)
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２．将来の旭区が目指す姿について 

 

問５ あなたが、「現在の」旭区について友人や知人に誇れること・ものは何ですか。（○は１つ） 

・ 「都心に程近いのに閑静な住み心地」が 28.4％で最も多く、次いで「大規模な公園など」が 24.3％である。

以下「県内・外の有数施設」（12.9％）、「幹線道路の利便性」（8.7％）などと続き、住環境や公園・施設が評価

されている。 

・ 過去調査と比べてみると、平成 30 年度調査とは順位が入れ替わっているが、過去調査と同様に「都心に程

近いのに閑静な住み心地」と「大規模な公園など」が上位2位までを占めている。また、第３位以降も概ね過去

調査と同様の傾向がみられた。 
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■ 性年代別 旭区について誇れること・もの（問５×性年代） 

・ 40 代男性、40 代・50 代女性では「大規模な公園など（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園）」、50 代

男性では「県内・外の有数施設（二俣川の免許センター・がんセンターなど）」、それ以外の年代では「都心に程

近いのに閑静な住み心地」が最も多くなっている。 

・ また、30 代までの男性と 30 代女性では「都心に程近いのに閑静な住み心地」、40 代男性では「大規模な公

園など（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園）」が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

  

合計 都
心
に
程
近
い
の
に
閑
静
な

住
み
心
地

幹
線
道
路
の
利
便
性

（
国
道

1
6
号
バ
イ
パ
ス

）

身
近
な
農
業

（
農
園
付
公

園

、
家
庭
菜
園

）

名
所
・
旧
跡

（
歴
史
を
感
じ

る
街

）

大
規
模
な
公
園
な
ど
（
ズ
ー
ラ
シ

ア
、
里
山
ガ
ー
デ
ン
、
こ
ど
も
自
然

公
園
）

豊
富
な
特
産
品

（
農
産
物

、

銘
菓

）

県
内
・
外
の
有
数
施
設
（
二
俣
川
の

免
許
セ
ン
タ
ー
・が
ん
セ
ン
タ
ー
な

ど
）

身
近
に
あ
る
豊
富
な
水
・
緑
（
帷
子

川
、
ホ
タ
ル
、
市
民
の
森
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
）

「
ふ
る
さ
と
」
を
感
じ
ら
れ
る
地
域

活
動
（
夏
祭
り
、
住
民
運
動
会
、
ど

ん
ど
焼
き
）

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 28.4 8.7 0.8 0.4 24.3 0.1 12.9 6.9 1.1 3.6 12.8

男性-18～29歳 45 44.4 4.4 0.0 0.0 20.0 0.0 17.8 0.0 0.0 2.2 11.1

男性-30～39歳 57 42.1 15.8 0.0 0.0 26.3 0.0 10.5 0.0 0.0 0.0 5.3

男性-40～49歳 79 19.0 11.4 0.0 0.0 35.4 0.0 19.0 8.9 0.0 1.3 5.1

男性-50～59歳 113 16.8 12.4 0.9 0.0 17.7 0.0 19.5 8.8 1.8 9.7 12.4

男性-60～69歳 110 26.4 12.7 0.0 0.9 25.5 0.0 13.6 3.6 0.0 5.5 11.8

男性-70歳以上 252 26.2 11.9 1.6 0.0 23.0 0.0 8.7 9.1 0.8 3.2 15.5

女性-18～29歳 64 37.5 9.4 0.0 0.0 15.6 0.0 18.8 4.7 1.6 3.1 9.4

女性-30～39歳 89 41.6 7.9 0.0 0.0 32.6 0.0 4.5 4.5 1.1 3.4 4.5

女性-40～49歳 117 26.5 11.1 0.0 0.0 30.8 0.0 11.1 6.0 1.7 5.1 7.7

女性-50～59歳 134 26.1 7.5 0.7 1.5 29.9 0.0 13.4 6.7 0.7 4.5 9.0

女性-60～69歳 147 34.7 6.1 0.0 0.0 23.1 0.0 12.9 6.8 2.0 1.4 12.9

女性-70歳以上 277 28.2 2.9 1.4 1.1 22.0 0.4 12.6 9.7 1.8 1.8 18.1

問５ 「現在の」旭区について友人や知人に最も誇れること・もの

性年代別
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問６ あなたは、次世代（今の小学生が社会人になる頃を想定）に引き継ぎたい、「将来の」旭区の理想像はどの

ような街ですか。（○は１つ） 

・ 「大規模な公園（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園）など自然環境が豊かな街」が 19.6％で最も多く、

「治安の良い街」が 19.5％で拮抗している。以下「良好な街並みが保全され、生活道路が整備されているなど、

住宅環境が良い街」（16.9％）、「子育て支援や高齢者福祉などが充実した街」（13.7％）、「交通利便性（幹線

道路、鉄道・バス）が高い街」（10.3％）などとなっており、優れた自然環境・住環境や安心・安全な街が望まれ

ている。 

・ 横浜市市民意識調査(令和5年度)で、「2040年頃の横浜のありたい姿」として共にめざす都市像について、

旭区分の結果を見ると、「高齢者や障害のある人も暮らしやすい」、「医療体制が充実している」、「子どもを安

心して育てられる」が上位3位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】市民意識調査(令和5年度)  「2040年頃の横浜のありたい姿」として共にめざす都市像(旭区分) 

問15 横浜市では横浜市中期計画2022～2025において、「2040年頃の横浜のありたい姿」として共にめざす

都市像「 明日をひらく都市OPEN×PIONEER 2040 YOKOHAMA」を掲げています。今後の横浜のまち

について、あなたはどのようなまちになるとよいと思いますか。最も優先したいものを５つまでお選びくださ

い。 

 

  48.4

46.8

45.2

36.3

32.3

29.8

29.0

25.8

23.4

18.5

13.7

12.1

12.1

12.1

11.3

8.9

8.1

6.5

5.6

4.0

0% 20% 40% 60%

高齢者や障害のある人も暮らしやすい

医療体制が充実している

子どもを安心して育てられる

災害に強い

バスやタクシーなど地域での移動の手段が充実している

犯罪が起きにくい

豊かな自然がある

歴史のある建造物、美しい景観や街並みが多くある

鉄道・道路など交通ネットワークが整備されている

市民の声が市政に十分反映されている

文化・芸術に触れる機会が多くある

住民同士の協力や助け合いが盛んである

多くの企業が集まり、安定した雇用がある

魅力的な商業施設が多い

国籍をはじめ、文化の違いや多様性を認め合う風土がある

国内外から多くの観光客が訪れ、にぎわいがある

様々な分野で先端技術を活かした取組が進んでいる

スポーツに親しむ機会（観戦や応援を含む）が身近にある

脱炭素社会の実現に向けた取組が進んでいる

特にない
n=124



 
30

■ 性年代別 次世代に引き継ぎたい旭区の理想像（問６×性年代） 

・ 40 代・50 代男性では「良好な街並みが保全され、生活道路が整備されているなど、住宅環境が良い街」、10

～20 歳女性と 70 歳以上女性では「治安の良い街」、60 代女性では「子育て支援や高齢者福祉などが充実

した街」、それ以外は「大規模な公園（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園）など自然環境が豊かな街」

が最も多くなっている。また、40 代男性で「良好な街並みが保全され、生活道路が整備されているなど、住宅

環境が良い街」が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

 

  

合計 大
規
模
な
公
園
（
ズ
ー
ラ
シ
ア
、
里

山
ガ
ー
デ
ン
、
こ
ど
も
自
然
公
園
）

な
ど
自
然
環
境
が
豊
か
な
街

名
所
・
旧
跡
が
あ
り

、
教

育
・
文
化
・
芸
術
環
境
が
良

い
街

商
店
街
や
飲
食
店
な
ど
が
賑

わ
う
街

治
安
の
良
い
街

交
通
利
便
性

（
幹
線
道
路

、

鉄
道
・
バ
ス

）
が
高
い
街

地
域
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

住
民
の
活
動
が
活
発
な
街

良
好
な
街
並
み
が
保
全
さ
れ
、
生

活
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
住
宅
環
境
が
良
い
街

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉

な
ど
が
充
実
し
た
街

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 19.6 1.3 5.1 19.5 10.3 1.6 16.9 13.7 1.0 11.0

男性-18～29歳 45 22.2 4.4 15.6 13.3 6.7 4.4 13.3 8.9 0.0 11.1

男性-30～39歳 57 24.6 0.0 14.0 21.1 19.3 0.0 8.8 8.8 0.0 3.5

男性-40～49歳 79 26.6 1.3 11.4 13.9 6.3 2.5 27.8 3.8 1.3 5.1

男性-50～59歳 113 20.4 0.0 5.3 17.7 10.6 1.8 21.2 10.6 5.3 7.1

男性-60～69歳 110 23.6 0.0 6.4 14.5 10.9 1.8 17.3 14.5 0.0 10.9

男性-70歳以上 252 19.4 0.8 3.2 13.5 11.1 3.2 17.1 15.1 1.6 15.1

女性-18～29歳 64 17.2 3.1 3.1 26.6 14.1 1.6 18.8 7.8 0.0 7.8

女性-30～39歳 89 28.1 0.0 7.9 21.3 4.5 0.0 19.1 12.4 0.0 6.7

女性-40～49歳 117 28.2 0.9 1.7 20.5 12.8 0.9 15.4 11.1 0.0 8.5

女性-50～59歳 134 23.1 3.0 7.5 19.4 8.2 0.7 15.7 15.7 1.5 5.2

女性-60～69歳 147 10.2 1.4 1.4 19.7 12.2 1.4 15.6 22.4 0.7 15.0

女性-70歳以上 277 15.5 2.2 3.6 25.3 7.9 0.4 16.6 18.4 0.7 9.4

問６ 次世代に引き継ぎたい「将来の」旭区の理想像

性年代別
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３．生活環境について 

 

問７ 旭区の生活環境についてお聞きします。あなたは ① ～ ㉑ について、 

【１】現在、どの程度満足していますか。（○は１つ） 

・ 満足とやや満足を合わせた満足度で「バスや鉄道の利便性」が初めて 1 位となり、満足度の数値も過去最高

の高い数値を記録した。令和元年 11 月に相鉄・JR 直通線、令和５年３月に相鉄・東急直通線が開業したこと

により、相鉄線の利便性が向上したことが主な要因と考えられる。 

・ 「生活環境全般の満足度」についても満足とやや満足を合わせた満足度で、平成 23 年の調査開始以降過去

最高の数値を記録した。 

・ また、今回の調査から追加された選択肢である「買い物の利便性向上」が３位となっている。 

・ 一方、不満とやや不満を合わせた不満度では、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」が 1 位、

「商店街の振興などまちの活性化」が 2 位で、2 項目とも不満度が約 5 割となっている。 

 

＜満足度＞項目別 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「バスや鉄道の利便性」、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策」、「買い物の利便性向上」、「区

役所の窓口応対」、「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」、「ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)」、「最寄

り駅周辺の整備」、「都市計画道路など幹線道路の整備」の８項目で「やや満足」が最も多くなっている。また

「生活環境全般の満足度」についても「やや満足」が最も多くなっている。 

・ 「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」、「商店街の振興などまちの活性化」では「やや不満」が最

も多くなっている。 

・ 「自治会・町内会活動などの推進」、「災害対策(地震・豪雨対策など)」、「防犯対策」、「食の安全対策」、「高齢

者福祉」、「区民利用施設の充実」、「子育て支援」、「学校教育・青少年健全育成」、「趣味の講座やスポーツ活

動の充実」、「地球温暖化対策の取組(節電など)」、「障害者福祉」の 11 項目については「分からない」が最も

多くなっている。 

 

・ それぞれの項目について、満足とやや満足を合わせて満足度、不満とやや不満を合わせて不満度を見てみる

と、【道路・交通】に関する３項目では、「バスや鉄道の利便性」が満足度６割台、「都市計画道路など幹線道路

の整備」では４割台であるが、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」では満足度が３割台、不満

度が５割台で不満度が満足度を大きく上回っている。 

・ 【まちづくり】に関する４つの項目では、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策」では満足度が６

割台、「買い物の利便性向上」、「最寄り駅周辺の整備」で５割台であるが、「商店街の振興などまちの活性化」

では満足度が３割台、不満度が５割台で不満度が満足度を大きく上回っている。 

満足度上位 5 位 

（「満足」+「やや満足」をみた場合） 

第 1 位 バスや鉄道の利便性 （66.1％） 

第 2 位 駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリ

ー対策 （63.3％） 

第 3 位 買い物の利便性向上 （58.6％） 

第 4 位 区役所の窓口応対 （57.2％） 

第 5 位 公園・水辺の遊び場・緑地の整備 （57.0％） 

不満度上位 5 位 

（「不満」+「やや不満」をみた場合） 

第 1 位 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の

整備 （54.5％） 

第 2 位 商店街の振興などまちの活性化 （53.3％） 

第 3 位 最寄り駅周辺の整備 （36.5％） 

第 4 位 買い物の利便性向上 （36.0％） 

第 5 位 バスや鉄道の利便性 （30.2％） 
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・ 【環境】に関する３つの項目では、満足度が「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」、「ごみ対策(分別・リサイクル・

不法投棄など)」では５割台であるが、「地球温暖化対策の取組(節電など)」では満足度、不満度が共に２割台

で拮抗しており、満足度より不満度が高い。 

・ 【安心・安全】に関する３項目では、「災害対策(地震・豪雨対策など)」、「防犯対策」、「食の安全対策」のいずれ

も満足度が３割台で、不満度を上回っている。 

・ 【教育・福祉・医療】に関する４項目では、「高齢者福祉」では満足度が３割台、「子育て支援」、「学校教育・青少

年健全育成」、「障害者福祉」では２割台で、全て不満度より高い。 

・ 【行政】に関する４つの項目では、「区役所の窓口応対」では満足度が５割台、「自治会町内会活動などの推進」

では３割台と不満度より高くなっており、「区民利用施設の充実」、「趣味の講座やスポーツ活動の充実」では、

満足度、不満度共に２割台で拮抗しているが、不満度より満足度が高い。 

・ 「以上を総合して、生活環境全般の満足度」では、満足度が５割台で、不満度２割台で不満度より満足度が上

回っている。 

 

 
 

 

満足度 不満度

満足
+

やや満足

不満
+

やや不満

66.1 30.2

63.3 22.5

58.6 36.0

57.2 17.7

57.0 22.4

55.8 29.5

54.5 36.5

47.0 26.2

37.8 25.6

37.6 20.3

36.4 26.6

35.0 13.7

32.6 54.5

30.7 53.3

30.4 23.7

28.7 26.9

27.6 18.9

26.5 16.1

25.9 21.0

22.6 24.3

20.9 17.4

58.0 24.3

25.7

19.6

18.0

16.5

14.2

12.5

15.2

9.1

6.7

6.4

5.5

6.0

5.5

4.9

5.3

3.9

3.6

4.1

3.8

3.3

3.4

7.3

40.4

43.7

40.6

40.7

42.8

43.3

39.3

37.9

31.1

31.2

30.9

29.0

27.1

25.8

25.1

24.8

24.0

22.4

22.1

19.3

17.5

50.7

20.3

17.2

24.2

12.2

16.5

20.6

23.9

19.0

19.8

16.3

20.6

11.0

34.7

34.5

16.8

20.1

13.5

11.5

16.0

18.2

13.1

20.1

9.8

5.3

11.9

5.5

5.9

8.9

12.6

7.2

5.8

4.0

6.0

2.7

19.9

18.8

6.9

6.8

5.3

4.7

5.0

6.1

4.2

4.2

2.0

11.0

2.6

21.8

16.5

11.6

5.4

21.7

33.2

38.3

33.3

46.8

8.9

12.4

42.7

40.2

48.3

52.1

49.2

48.3

56.9

6.7

1.7

3.2

2.8

3.2

4.0

3.0

3.6

5.1

3.5

3.8

3.6

4.6

4.0

3.6

3.3

4.3

5.3

5.3

3.9

4.9

4.8

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスや鉄道の利便性

駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策

買い物の利便性向上

区役所の窓口応対

公園・水辺の遊び場・緑地の整備

ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)

最寄り駅周辺の整備

都市計画道路など幹線道路の整備

自治会・町内会活動などの推進

災害対策(地震・豪雨対策など)

防犯対策

食の安全対策

歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備

商店街の振興などまちの活性化

高齢者福祉

区民利用施設の充実

子育て支援

学校教育・青少年健全育成

趣味の講座やスポーツ活動の充実

地球温暖化対策の取組(節電など)

障害者福祉

生活環境全般の満足度

満足 やや満足 やや不満 不満 分からない 無回答
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【経年比較】生活環境全般の満足度 

  

7.3

4.8

4.5

3.8

50.7

47.9

50.4

49.4

20.1

27.4

26.4

28.6

4.2

4.3

4.7

5.1

6.7

4.5

4.9

4.6

11.0

11.0

9.1

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

平成26年度

（n=1,687)

平成23年度

（n=1,622)

満足 やや満足 やや不満 不満 分からない 無回答

『満足』 52.7％

『満足』 54.9％

『不満』 24.3％

『不満』 31.7％

『不満』 31.1％

『満足』 『不満』

『満足』 58.0％

『満足』 53.2％ 『不満』 33.7％

満足（計）

71.0%

不満（計）

11.3%

どちらともいえない

無回答

17.7%

n=124

【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年) 
今の自分の生活の満足度（旭区） 

問７ あなたは、今のご自分の生活に満足しているほうですか。 
    それとも、不満があるほうですか。 
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・ 満足度について、平成 30 年度調査、平成 26 年度調査と比較してみると、「災害対策(地震・豪雨対策など)」

の満足度が大きく増加していており、「ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)」、「防犯対策」、「食の安全

対策」、「商店街の振興などまちの活性化」でも比較的増加傾向がみられる。一方、「地球温暖化対策の取組

(節電など)」では、大きく減少傾向となっている。 

 

【経年変化】 生活環境に関する満足度（満足+やや満足） 

 

66.1 

63.3 

58.6 

57.2 

57.0 

55.8 

54.5 

47.0 

37.8 

37.6 

36.4 

35.0 

32.6 

30.7 

30.4 

28.7 

27.6 

26.5 

25.9 

22.6 

20.9 

58.0 

58.7

58.0

59.4

60.6

55.5

44.2

42.0

45.9

30.7

34.7

34.4

26.8

29.4

30.7

31.7

30.1

30.4

31.9

26.5

22.4

52.7

61.6 

61.7 

53.7 

55.3 

50.6 

48.8 

51.3 

43.6 

26.7 

32.9 

30.6 

35.0 

26.5 

26.9 

29.6 

25.8 

25.5 

30.9 

34.1 

21.7 

53.2 

0% 20% 40% 60% 80%

バスや鉄道の利便性

駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策

買い物の利便性向上

区役所の窓口応対

公園・水辺の遊び場・緑地の整備

ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)

最寄り駅周辺の整備

都市計画道路など幹線道路の整備

自治会・町内会活動などの推進

災害対策(地震・豪雨対策など)

防犯対策

食の安全対策

歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備

商店街の振興などまちの活性化

高齢者福祉

区民利用施設の充実

子育て支援

学校教育・青少年健全育成

趣味の講座やスポーツ活動の充実

地球温暖化対策の取組(節電など)

障害者福祉

生活環境全般の満足度

令和５年度

n=1,676

平成３０年度

n=1,694

平成26年度

n=1,687

※ 「買い物の利便性向上」は

令和５年度より追加
※ 平成26年度調査では、

「都市計画道路など幹線道路の整備」は

「道路整備」
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【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度) 満足している公共サービス(旭区) 

問 10（ア） あなたが満足している公共サービスは何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

  

38.7

31.5

23.4

22.6

20.2

19.4

16.9

15.3

13.7

13.7

12.1

12.1

12.1

12.1

10.5

9.7

9.7

7.3

7.3

7.3

7.3

7.3

6.5

6.5

6.5

6.5

5.6

5.6

5.6

4.8

4.8

4.8

4.8

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

3.2

3.2

2.4

2.4

2.4

1.6

11.3

13.7

0% 10% 20% 30% 40%

バス・地下鉄などの便

ごみの分別収集、リサイクル

幹線道路や高速道路の整備

公園・動物園の整備

良質な水の確保や安定供給

通勤・通学・買い物道路や歩道の整備

緑の保全と緑化の推進

最寄り駅周辺の整備

街並みや景観の形成や保全

身近な住民窓口サービス

都心部の整備や魅力づくり

観光やコンベンション（国際会議やイベント）の振興

役所等に出向かずにインターネットで手続等ができるオンライン化

病院や救急医療など医療提供体制の充実

港湾機能と市民が親しめる港づくり

河川改修と水辺環境の整備

下水道施設整備による身近な川や海などの水質改善

魅力的な郊外部まちづくり

野菜栽培や市民農園などの都市農業の振興

ごみの不法投棄対策や街の美化

学校教育の充実

高齢者福祉

保育サービスや放課後の居場所づくり

ライフステージに応じた心身の健康づくり

良好な住まい・住環境の確保

地域コミュニティの活性化や支えあい

中小企業振興や雇用の創出

青少年の健全育成

スポーツの振興と環境整備

保護や支援を必要とする子ども・家庭への援助

高齢者や障害者が移動しやすい街づくり（駅舎へのエレベーター設置など）

生活に困難を抱えている人への自立支援

国際交流・協力、多文化共生の推進

違法駐車の防止や交通安全対策

商店街の振興

スタートアップ支援、企業誘致等による市内経済活性化

妊娠・出産・子育て期における支援

障害者福祉

橋梁や上下水道などの都市インフラの老朽化対策

地震や台風などの災害対策

市内大学と連携した地域づくり

脱炭素社会に向けた取組

市民の文化芸術活動への支援と環境整備

ジェンダー平等の推進、人権問題への対応

防犯対策

わからない

無回答

n=124

質問

あなたが、満足している公共

サービスは何ですか。次の中か

らいくつでも選んでください。
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【２】また、以前（４～５年前）と比べてどのように変わったと思いますか。（○は１つ） 

 

＜以前と比べた変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「都市計画道路など幹線道路の整備」、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」、「最寄り駅周辺の

整備」、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策」、「商店街の振興などまちの活性化」、「買い物の

利便性向上」、「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」、「ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など) 」、「災害対

策(地震・豪雨対策など) 」、「防犯対策」、「自治会・町内会活動などの推進」、「区役所の窓口応対」、「生活環

境全般の満足度」の計 13 項目で「変わらない」が最も多くなっている。 

・ 「地球温暖化対策の取組(節電など) 」、「食の安全対策」、「子育て支援」、「学校教育・青少年健全育成」、「高

齢者福祉」、「障害者福祉」、「区民利用施設の充実」、「趣味の講座やスポーツ活動の充実」の８項目では「分

からない」が最も多くなっている。 

 

 

  

41.2

32.7

30.5

23.8

20.3

17.4

14.4

13.4

11.2

10.6

9.8

8.5

7.9

6.3

6.2

6.1

5.9

5.7

5.6

5.5

5.3

13.2

30.7

41.3

46.4

49.6

41.5

43.8

51.6

51.9

60.0

27.3

32.9

41.3

45.3

45.9

35.9

43.4

39.4

33.1

33.3

26.4

29.1

52.7

12.7

1.4

3.7

10.4

3.6

3.2

8.1

4.1

4.2

2.4

3.8

1.1

21.5

4.2

2.0

6.3

2.6

1.7

3.7

2.1

3.6

3.2

8.5

15.9

10.9

8.1

24.9

27.1

17.9

22.0

15.1

49.2

44.5

40.3

16.7

35.0

46.5

35.1

42.8

50.7

47.9

56.3

51.6

14.9

7.0

8.7

8.5

8.1

9.7

8.5

8.1

8.7

9.5

10.6

9.1

8.7

8.6

8.6

9.5

9.1

9.3

8.8

9.5

9.7

10.4

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バスや鉄道の利便性

駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策

最寄り駅周辺の整備

買い物の利便性向上

都市計画道路など幹線道路の整備

区役所の窓口応対

ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)

公園・水辺の遊び場・緑地の整備

歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備

子育て支援

高齢者福祉

災害対策(地震・豪雨対策など)

商店街の振興などまちの活性化

防犯対策

食の安全対策

自治会・町内会活動などの推進

区民利用施設の充実

趣味の講座やスポーツ活動の充実

地球温暖化対策の取組(節電など)

障害者福祉

学校教育・青少年健全育成

生活環境全般の満足度

よくなった 変わらない 悪くなった 分からない 無回答

よくなった上位 5 位 

第 1 位 バスや鉄道の利便性 （41.2％） 

第 2 位 駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリ

ー対策 （32.7％） 

第 3 位 最寄り駅周辺の整備 （30.5％） 

第 4 位 買い物の利便性向上 （23.8％） 

第 5 位 都市計画道路など幹線道路の整備 （20.3％） 

悪くなった上位 5 位 

第 1 位 商店街の振興などまちの活性化 （21.5％） 

第 2 位 バスや鉄道の利便性 （12.7％） 

第 3 位 買い物の利便性向上 （10.4％） 

第 4 位 ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)

 （8.1％） 

第 5 位 自治会・町内会活動などの推進 （6.3％） 
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【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度) 1 年前と比べた生活の変化(旭区) 

問 12 新型コロナウイルス感染症の取扱いが変更されましたが、一年前の今ごろとくらべて、あなたの生

活で次のことが増えましたか。それとも減りましたか。 

（ケ）店舗に出向いて買い物をする機会             （コ）インターネットショッピングや通販の利用 

   

  

増えた

15.3%

変わらない

60.5%

減った

24.2%

n=124

増えた

24.2%

変わらない

63.7%

減った

5.6% 無回答

6.5%

n=124
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問７-1 上記①～㉑の質問項目のうち、旭区の生活環境で、どれが特に重要だと思いますか。（該当する項目の

番号を５つまで記入） 

問７-2 上記①～㉑の質問項目のうち、区役所が取り組む課題として、どれが特に重要だと思いますか。（該当

する項目の番号を５つまで記入） 

・ 生活環境にとって特に重要な項目としては、「バスや鉄道の利便性」が最も多く、47.1％の人が挙げている。

次いで「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」（41.5％）、「買い物の利便性向上」（31.9％）、「防

犯対策」（31.1％）、「商店街の振興などまちの活性化」（30.3％）が上位５位となっている。 

・ 区役所が取り組む課題として特に重要な項目としては、「高齢者福祉」が最も多く、37.2％の人が挙げている。

次いで「災害対策(地震・豪雨対策など)」（31.8％）、「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」

（31.6％）、「防犯対策」（29.8％）「子育て支援」（29.1％）、が上位５位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（➚：平成 30 年度調査時より増加、➘：同調査時より減少） 

 

 

  

問 7－1 旭区の生活環境で特に重要 上位 5 位 

第 1 位 バスや鉄道の利便性 47.1％ 

第 2 位 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 41.5％ 

第 3 位 買い物の利便性向上 31.9％ 

第 4 位 防犯対策 31.1％ 

第 5 位 商店街の振興などまちの活性化 30.3％ 

問７－２ 区役所が取り組む課題として特に重要 上位 5 位 

第 1 位 高齢者福祉 37.2％ （ 5.4％➚） 

第 2 位 災害対策(地震・豪雨対策など) 31.8％ （ 3.0％➚） 

第 3 位 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 31.6％ （ 6.8％➘） 

第 4 位 防犯対策 29.8％ （ 3.4％➚） 

第 5 位 子育て支援  29.1％ （13.0％➚） 

47.1

19.2

41.5

24.1

14.6

30.3
31.9

18.0

8.5

20.6 21.3

31.1

4.9

22.3

12.1

29.7

10.1
8.5

5.3 6.0 6.2
8.0

16.7 
15.8 

31.6 

13.8 

8.1 

21.5 

10.5 

18.3 

10.6 

25.1 

31.8 
29.8 

4.1 

29.1 

14.6 

37.2 

18.5 18.4 

4.8 
6.0 

18.2 

9.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

バ
ス
や
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道
の
利
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都
市
計
画
道
路
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幹
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路
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整
備

歩
道
整
備
や
段
差
解
消
な
ど
歩
き
や
す
い
道
路
の
整
備

最
寄
り
駅
周
辺
の
整
備

駅
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

商
店
街
の
振
興
な
ど
ま
ち
の
活
性
化

買
い
物
の
利
便
性
向
上

公
園
・水
辺
の
遊
び
場
・
緑
地
の
整
備

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組(

節
電
な
ど)

ご
み
対
策(

分
別
・リ
サ
イ
ク
ル
・不
法
投
棄
な
ど)

災
害
対
策(

地
震
・豪
雨
対
策
な
ど)

防
犯
対
策

食
の
安
全
対
策

子
育
て
支
援

学
校
教
育
・青
少
年
健
全
育
成

高
齢
者
福
祉

障
害
者
福
祉

区
民
利
用
施
設
の
充
実

趣
味
の
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

自
治
会
・町
内
会
活
動
な
ど
の
推
進

区
役
所
の
窓
口
応
対

無
回
答

旭区の生活環境で特に重要な項目

区役所が取り組む課題で特に重要な項目
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旭区の生活環境で特に重要な項目と区役所が取り組む課題として特に重要な項目の関係 

（散布図） 

 

 

  

交通利便性

歩道整備

買物利便性

防犯対策

商店街振興

高齢者福祉

駅周辺整備

子育て支援

災害対策

ごみ対策

幹線道路整備

公園緑地整備

バリアフリー

教育

障害者福祉

区民利用施設

温暖化対策

区役所窓口応対

町内会活動

趣味活動

食の安全

0％

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

40％

45％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区
役
所
が
取
り
組
む
課
題
で
特
に
重
要
な
項
⽬

旭区の生活環境で特に重要な項目

利便

安全

商業

医療福祉

環境

教育文化

交流

行政

旭区の
生活環
境で特
に重要
な項目

区役所
が取り
組む課
題で特
に重要
な項目

バスや鉄道の利便性 交通利便性 利便 47.1 16.7

歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 歩道整備 安全 41.5 31.6

買い物の利便性向上 買物利便性 利便 31.9 10.5

防犯対策 防犯対策 安全 31.1 29.8

商店街の振興などまちの活性化 商店街振興 商業 30.3 21.5

高齢者福祉 高齢者福祉 医療福祉 29.7 37.2

最寄り駅周辺の整備 駅周辺整備 利便 24.1 13.8

子育て支援 子育て支援 医療福祉 22.3 29.1

災害対策(地震・豪雨対策など) 災害対策 安全 21.3 31.8

ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など) ごみ対策 環境 20.6 25.1

都市計画道路など幹線道路の整備 幹線道路整備 利便 19.2 15.8

公園・水辺の遊び場・緑地の整備 公園緑地整備 環境 18.0 18.3

駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策 バリアフリー 医療福祉 14.6 8.1

学校教育・青少年健全育成 教育 教育文化 12.1 14.6

障害者福祉 障害者福祉 医療福祉 10.1 18.5

区民利用施設の充実 区民利用施設 行政 8.5 18.4

地球温暖化対策の取組(節電など) 温暖化対策 環境 8.5 10.6

区役所窓口応対 区役所窓口応対 行政 6.2 18.2

自治会・町内会活動などの推進 町内会活動 交流 6.0 6.0

趣味の講座やスポーツ活動の充実 趣味活動 教育文化 5.3 4.8

食の安全対策 食の安全 医療福祉 4.9 4.1

無回答 8.0 9.7
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・ 区役所が取り組む課題について、平成30 年度調査、平成26 年度調査と比較してみると、平成30 年度調査

と比べて数値が 10 ポイント以上増加した項目は「子育て支援」、「区役所の窓口応対」、「買い物の利便性向上」

の３項目である。また、「高齢者福祉」、「防犯対策」、「災害対策(地震・豪雨対策など)」、「子育て支援」、「公園・

水辺の遊び場・緑地の整備」、「障害者福祉」、「区民利用施設の充実」、「地球温暖化対策の取組(節電など)」、

「区役所の窓口応対」、「自治会・町内会活動などの推進」については、平成 26 年度調査から一貫して増加傾

向となっている。一方、「バスや鉄道の利便性」では、平成 30 年度調査より 10 ポイント以上減少となっている。

「バスや鉄道の利便性」を課題と捉える数値の減少については、相鉄線の利便性向上が主な要因と考えられ

る。 

 

【経年変化】 区役所が取り組む課題として特に重要な項目（５つまで記入） 
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【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度) 今後充実すべきだと思う公共サービス(旭区) 

問 10（イ） あなたが今後、充実すべきだと思う公共サービスは何ですか。次の中からいくつでも選んでく

ださい。 

 

  

37.1

32.3

32.3

32.3

32.3

31.5

30.6

29.0

29.0

28.2

26.6

25.8

25.8

25.8

25.0

24.2

24.2

23.4

21.0

21.0

21.0

20.2

18.5

18.5

18.5

17.7

16.9

16.9

16.1

16.1

16.1

15.3

15.3

15.3

15.3

14.5

13.7

13.7

12.9

12.9

12.1

10.5

9.7

9.7

7.3

1.6

6.5

0% 10% 20% 30% 40%

通勤・通学・買い物道路や歩道の整備

バス・地下鉄などの便

違法駐車の防止や交通安全対策

地震や台風などの災害対策

病院や救急医療など医療提供体制の充実

防犯対策

最寄り駅周辺の整備

ごみの不法投棄対策や街の美化

高齢者福祉

高齢者や障害者が移動しやすい街づくり（駅舎へのエレベーター設置など）

妊娠・出産・子育て期における支援

役所等に出向かずにインターネットで手続等ができるオンライン化

商店街の振興

橋梁や上下水道などの都市インフラの老朽化対策

保護や支援を必要とする子ども・家庭への援助

保育サービスや放課後の居場所づくり

学校教育の充実

身近な住民窓口サービス

魅力的な郊外部まちづくり

障害者福祉

生活に困難を抱えている人への自立支援

脱炭素社会に向けた取組

野菜栽培や市民農園などの都市農業の振興

公園・動物園の整備

ごみの分別収集、リサイクル

緑の保全と緑化の推進

ライフステージに応じた心身の健康づくり

ジェンダー平等の推進、人権問題への対応

下水道施設整備による身近な川や海などの水質改善

青少年の健全育成

地域コミュニティの活性化や支えあい

幹線道路や高速道路の整備

中小企業振興や雇用の創出

良質な水の確保や安定供給

良好な住まい・住環境の確保

街並みや景観の形成や保全

河川改修と水辺環境の整備

市民の文化芸術活動への支援と環境整備

都心部の整備や魅力づくり

スタートアップ支援、企業誘致等による市内経済活性化

国際交流・協力、多文化共生の推進

市内大学と連携した地域づくり

観光やコンベンション（国際会議やイベント）の振興

スポーツの振興と環境整備

港湾機能と市民が親しめる港づくり

わからない

無回答
n=124

質問

あなたが、今後、充実すべきだ

と思う公共サービスは何ですか。

次の中からいくつでも選んでく

ださい。
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■ 性年代別 旭区の生活環境で、特に重要だと思うこと（問７－１×性年代） 

・ 70歳以上男性で「高齢者福祉」、30代女性で「子育て支援」、60代以上の女性では「歩道整備や段差解消な

ど歩きやすい道路の整備」、それ以外では「バスや鉄道の利便性」が最も多い。 

・「バスや鉄道の利便性」は 10～20 代女性と 10～40 代男性、「都市計画道路など幹線道路の整備」は 30 代

～50 代の男性、「最寄り駅周辺の整備」は 10～20 代女性と 30～40 代男性、「商店街の振興などまちの活

性化」は40代男性、「買い物の利便性向上」は10～20代男性、「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」は30代

女性、「防犯対策」は 50 代女性、「子育て支援」は 10～40 代女性と 30 代男性、「高齢者福祉」は 70 歳以上

男性で、全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

■ 性年代別 区役所が取り組む課題で、特に重要だと思うこと（問７－２×性年代） 

・ 30 代までの男性と 40 代までの女性で「子育て支援」、50 代以上の男性と 60 代以上の女性で「高齢者福

祉」、40 代男性で「バスや鉄道の利便性」、50 代女性では「災害対策(地震・豪雨対策など)」が最も多い。 

・ また、「バスや鉄道の利便性」は 10～20 代男性・40 代男性、「都市計画道路など幹線道路の整備」は 30 代・

40 代男性、「最寄り駅周辺の整備」は 10～20 代・40 代男性、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリ

ー対策」は 10～20 代女性、「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」は 10～20 代男性と 30 代女性、災害対策

(地震・豪雨対策など)」は 50 代女性、「子育て支援」は 30 代までの男性と 40 代までの女性、「学校教育・青

少年健全育成」は 40 代女性でそれぞれ全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

  

問７-1 旭区の生活環境で特に重要な項目
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物
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対
策
の
取
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電
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ど)

ご
み
対
策(

分
別
・リ
サ
イ
ク

ル
・不
法
投
棄
な
ど)

災
害
対
策(

地
震
・豪
雨
対
策

な
ど)

防
犯
対
策

食
の
安
全
対
策

子
育
て
支
援

学
校
教
育
・青
少
年
健
全
育
成

高
齢
者
福
祉

障
害
者
福
祉

区
民
利
用
施
設
の
充
実

趣
味
の
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実

自
治
会
・町
内
会
活
動
な
ど
の

推
進

区
役
所
の
窓
口
応
対

無
回
答

全体 1676 47.1 19.2 41.5 24.1 14.6 30.3 31.9 18.0 8.5 20.6 21.3 31.1 4.9 22.3 12.1 29.7 10.1 8.5 5.3 6.0 6.2 8.0

性年代別 男性-18～29歳 45 64.4 26.7 31.1 33.3 13.3 37.8 44.4 26.7 6.7 11.1 22.2 26.7 4.4 24.4 17.8 13.3 6.7 4.4 6.7 4.4 0.0 0.0

男性-30～39歳 57 64.9 35.1 38.6 38.6 15.8 35.1 40.4 22.8 1.8 10.5 15.8 28.1 3.5 43.9 17.5 10.5 8.8 8.8 5.3 1.8 1.8 0.0

男性-40～49歳 79 60.8 35.4 39.2 35.4 3.8 41.8 36.7 26.6 2.5 19.0 15.2 22.8 3.8 24.1 20.3 10.1 7.6 7.6 5.1 3.8 8.9 6.3

男性-50～59歳 113 53.1 36.3 35.4 33.6 13.3 31.0 37.2 12.4 5.3 22.1 21.2 40.7 3.5 10.6 8.8 29.2 16.8 7.1 2.7 8.8 11.5 2.7

男性-60～69歳 110 53.6 26.4 49.1 21.8 11.8 40.0 29.1 24.5 7.3 25.5 20.9 30.9 2.7 20.0 9.1 33.6 14.5 10.9 4.5 4.5 3.6 4.5

男性-70歳以上 252 37.3 17.9 40.5 19.0 13.5 29.0 26.6 18.7 7.9 19.4 20.6 32.1 5.6 15.1 9.9 41.7 7.9 9.9 6.0 7.1 7.1 13.5

女性-18～29歳 64 71.9 14.1 34.4 39.1 17.2 26.6 40.6 25.0 1.6 12.5 25.0 29.7 1.6 40.6 12.5 18.8 12.5 7.8 9.4 4.7 3.1 0.0

女性-30～39歳 89 51.7 20.2 46.1 30.3 13.5 27.0 27.0 39.3 5.6 11.2 23.6 34.8 2.2 56.2 21.3 12.4 3.4 4.5 4.5 4.5 10.1 1.1

女性-40～49歳 117 51.3 23.1 46.2 28.2 12.8 36.8 34.2 25.6 8.5 13.7 22.2 23.1 4.3 37.6 19.7 20.5 7.7 6.8 5.1 4.3 5.1 1.7

女性-50～59歳 134 53.7 17.2 45.5 21.6 14.2 29.9 31.3 11.9 9.0 23.9 30.6 41.8 3.7 22.4 10.4 33.6 16.4 5.2 3.0 3.0 3.0 3.0

女性-60～69歳 147 40.8 17.0 51.0 23.8 13.6 32.0 27.2 12.2 11.6 24.5 21.1 30.6 8.2 19.7 8.2 36.7 12.9 12.9 7.5 8.8 5.4 3.4

女性-70歳以上 277 37.5 4.7 42.2 12.6 21.3 26.7 35.7 11.6 14.8 28.2 18.1 30.0 6.9 10.8 10.5 36.5 9.4 9.0 4.7 8.7 5.1 14.1

問７-2 区役所が取り組む課題で特に重要な項目
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自
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活
動
な
ど
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区
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所
の
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口
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対

無
回
答

全体 1676 16.7 15.8 31.6 13.8 8.1 21.5 10.5 18.3 10.6 25.1 31.8 29.8 4.1 29.1 14.6 37.2 18.5 18.4 4.8 6.0 18.2 9.7
性年代別 男性-18～29歳 45 35.6 24.4 35.6 31.1 6.7 28.9 20.0 28.9 2.2 8.9 17.8 26.7 2.2 42.2 13.3 15.6 15.6 13.3 2.2 4.4 15.6 0.0

男性-30～39歳 57 15.8 29.8 36.8 17.5 12.3 19.3 19.3 28.1 8.8 26.3 29.8 35.1 3.5 50.9 21.1 21.1 12.3 10.5 5.3 5.3 14.0 0.0

男性-40～49歳 79 36.7 32.9 34.2 29.1 7.6 24.1 15.2 17.7 5.1 24.1 26.6 31.6 2.5 29.1 20.3 22.8 11.4 17.7 2.5 2.5 11.4 6.3

男性-50～59歳 113 20.4 25.7 31.9 17.7 8.8 27.4 11.5 12.4 11.5 23.9 34.5 34.5 4.4 18.6 9.7 38.9 26.5 13.3 1.8 6.2 24.8 3.5

男性-60～69歳 110 18.2 18.2 31.8 10.0 5.5 24.5 10.9 25.5 9.1 33.6 34.5 36.4 7.3 28.2 13.6 46.4 28.2 15.5 2.7 4.5 15.5 5.5

男性-70歳以上 252 17.1 18.7 34.1 12.7 6.7 25.4 9.5 22.2 8.7 22.2 23.0 27.4 4.4 21.8 15.5 42.1 15.1 24.2 5.2 9.9 15.5 15.1

女性-18～29歳 64 26.6 12.5 29.7 21.9 18.8 28.1 17.2 18.8 6.3 17.2 21.9 25.0 1.6 42.2 14.1 26.6 17.2 15.6 7.8 6.3 21.9 0.0

女性-30～39歳 89 13.5 9.0 38.2 15.7 9.0 27.0 15.7 29.2 7.9 10.1 33.7 28.1 2.2 65.2 23.6 18.0 6.7 3.4 3.4 4.5 23.6 2.2

女性-40～49歳 117 21.4 16.2 33.3 12.0 7.7 29.1 8.5 18.8 7.7 17.9 35.9 23.1 5.1 44.4 24.8 30.8 17.9 16.2 5.1 4.3 17.1 2.6

女性-50～59歳 134 17.2 9.0 31.3 11.2 7.5 19.4 6.0 11.9 9.0 28.4 49.3 38.8 4.5 38.1 14.9 47.0 26.9 14.9 7.5 3.0 19.4 3.0

女性-60～69歳 147 13.6 8.8 34.7 9.5 6.8 13.6 7.5 17.0 19.0 29.9 34.7 32.7 3.4 32.7 13.6 43.5 25.9 24.5 5.4 4.8 21.1 6.8

女性-70歳以上 277 7.2 9.7 25.6 11.2 8.3 15.5 8.7 16.2 15.2 34.7 33.9 28.2 5.1 14.8 10.1 46.6 17.7 24.2 4.3 7.9 18.4 17.7
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■ 居住地区別 旭区の生活環境で、特に重要だと思うこと（問７－１×Ｆ３） 

・ 鶴ケ峰、白根、今宿、希望が丘、希望が丘南で「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」、上白根で

「買い物の利便性向上」、二俣川で「バスや鉄道の利便性」と「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整

備」が同率、それ以外の地区では「バスや鉄道の利便性」が最も多い。 

・「バスや鉄道の利便性」は川井、左近山、市沢、「都市計画道路など幹線道路の整備」は希望が丘南、「歩道整備

や段差解消など歩きやすい道路の整備」は鶴ケ峰、希望が丘南、「最寄り駅周辺の整備」は希望が丘南、旭中

央、「駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策」は笹野台、左近山、「商店街の振興などまちの活性

化」は上白根、希望が丘南、「買い物の利便性向上」は上白根、川井、「公園・水辺の遊び場・緑地の整備」はさ

ちが丘、「ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など)」は希望が丘、「防犯対策」は万騎が原、二俣川ニュータ

ウン、「高齢者福祉」は若葉台、左近山、「自治会・町内会活動などの推進」は上白根で、それぞれ全体値を 10

ポイント以上上回っている。 

 

 

  

問７-1 旭区の生活環境で特に重要な項目
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全体 1676 47.1 19.2 41.5 24.1 14.6 30.3 31.9 18.0 8.5 20.6 21.3 31.1 4.9 22.3 12.1 29.7 10.1 8.5 5.3 6.0 6.2 8.0

地区別 鶴ケ峰地区 184 45.1 21.2 52.2 32.6 15.2 31.5 32.1 21.2 5.4 21.2 15.8 33.7 4.3 21.2 12.5 27.7 11.4 10.3 2.2 3.3 5.4 6.0

白根地区 111 43.2 26.1 44.1 29.7 9.0 34.2 27.0 10.8 14.4 26.1 24.3 29.7 2.7 20.7 9.9 26.1 15.3 3.6 2.7 7.2 3.6 6.3

旭北地区 115 49.6 22.6 40.9 25.2 10.4 28.7 23.5 17.4 12.2 14.8 24.3 29.6 5.2 24.3 18.3 34.8 9.6 7.0 7.0 7.0 7.0 7.8

上白根地区 48 37.5 2.1 22.9 22.9 6.3 41.7 50.0 16.7 6.3 18.8 22.9 20.8 4.2 10.4 8.3 27.1 8.3 6.3 6.3 16.7 12.5 18.8

今宿地区 98 41.8 22.4 46.9 29.6 12.2 21.4 20.4 16.3 12.2 20.4 23.5 34.7 8.2 23.5 15.3 31.6 6.1 7.1 6.1 3.1 5.1 11.2

川井地区 77 62.3 23.4 37.7 16.9 11.7 22.1 46.8 14.3 5.2 19.5 22.1 26.0 2.6 18.2 9.1 23.4 6.5 9.1 5.2 3.9 10.4 10.4

若葉台地区 102 56.9 9.8 30.4 17.6 11.8 36.3 39.2 19.6 10.8 15.7 18.6 26.5 3.9 23.5 6.9 40.2 13.7 8.8 6.9 5.9 13.7 6.9

笹野台地区 75 45.3 12.0 37.3 18.7 29.3 36.0 37.3 18.7 8.0 24.0 20.0 34.7 0.0 21.3 12.0 32.0 8.0 9.3 6.7 6.7 5.3 4.0

希望が丘地区 76 42.1 17.1 47.4 31.6 11.8 26.3 32.9 13.2 6.6 32.9 26.3 30.3 7.9 25.0 19.7 26.3 14.5 6.6 5.3 7.9 3.9 3.9

希望が丘東地区 103 46.6 13.6 39.8 19.4 9.7 32.0 38.8 23.3 9.7 18.4 24.3 25.2 5.8 26.2 15.5 32.0 10.7 9.7 5.8 6.8 1.9 7.8

希望が丘南地区 65 46.2 30.8 52.3 35.4 6.2 43.1 32.3 15.4 4.6 10.8 16.9 29.2 1.5 26.2 20.0 18.5 6.2 10.8 3.1 7.7 6.2 7.7

さちが丘地区 67 44.8 17.9 41.8 19.4 13.4 20.9 23.9 31.3 6.0 10.4 22.4 34.3 9.0 23.9 10.4 29.9 13.4 11.9 6.0 7.5 3.0 10.4

万騎が原地区 68 51.5 20.6 39.7 11.8 13.2 36.8 30.9 25.0 11.8 22.1 23.5 45.6 8.8 20.6 8.8 36.8 17.6 7.4 4.4 7.4 5.9 4.4

二俣川地区 92 39.1 20.7 39.1 29.3 22.8 37.0 28.3 17.4 5.4 21.7 26.1 29.3 2.2 30.4 10.9 28.3 15.2 6.5 4.3 5.4 5.4 2.2

二俣川ニュータウン地区 91 45.1 19.8 42.9 23.1 24.2 22.0 40.7 14.3 11.0 26.4 14.3 42.9 3.3 20.9 8.8 24.2 5.5 9.9 7.7 3.3 7.7 7.7

旭中央地区 41 48.8 19.5 41.5 34.1 14.6 19.5 17.1 17.1 12.2 29.3 24.4 29.3 7.3 24.4 4.9 31.7 9.8 2.4 7.3 7.3 4.9 7.3

旭南部地区 69 42.0 23.2 39.1 21.7 14.5 29.0 23.2 27.5 7.2 18.8 13.0 23.2 10.1 27.5 10.1 17.4 2.9 10.1 5.8 5.8 7.2 10.1

左近山地区 61 60.7 24.6 39.3 14.8 26.2 34.4 41.0 6.6 6.6 24.6 18.0 29.5 6.6 13.1 9.8 42.6 13.1 13.1 4.9 11.5 9.8 3.3

市沢地区 59 64.4 20.3 45.8 18.6 10.2 28.8 35.6 18.6 5.1 20.3 27.1 32.2 3.4 16.9 11.9 25.4 5.1 8.5 6.8 1.7 0.0 8.5
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■ 居住地区別 区役所が取り組む課題で、特に重要だと思うこと（問７－２×Ｆ３） 

・ 白根、二俣川、旭南部、市沢で「災害対策(地震・豪雨対策など)」、希望が丘、希望が丘南、二俣川ニュータウ

ンで「歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備」、旭中央で「ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄な

ど)」それ以外は「高齢者福祉」が最も多い。 

・「都市計画道路など幹線道路の整備」は万騎が原、「最寄り駅周辺の整備」は上白根、希望が丘南、「駅舎への

エレベーター設置などのバリアフリー対策」は二俣川ニュータウン、「買い物の利便性向上」は上白根、「ごみ

対策(分別・リサイクル・不法投棄など)」は希望が丘、旭中央、「災害対策(地震・豪雨対策など)」は左近山、「防

犯対策」は万騎が原、「高齢者福祉」、「障害者福祉」は万騎が原、左近山でそれぞれ全体値を 10 ポイント以上

上回っている。 

 

問７-2 区役所が取り組む課題で特に重要な項目

合
計

バ
ス
や
鉄
道
の
利
便
性

都
市
計
画
道
路
な
ど
幹
線
道

路
の
整
備

歩
道
整
備
や
段
差
解
消
な
ど

歩
き
や
す
い
道
路
の
整
備

最
寄
り
駅
周
辺
の
整
備

駅
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

商
店
街
の
振
興
な
ど
ま
ち
の
活

性
化

買
い
物
の
利
便
性
向
上

公
園
・水
辺
の
遊
び
場
・緑
地

の
整
備

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組(

節

電
な
ど)

ご
み
対
策(

分
別
・リ
サ
イ
ク

ル
・不
法
投
棄
な
ど)

災
害
対
策(

地
震
・豪
雨
対
策

な
ど)

防
犯
対
策

食
の
安
全
対
策

子
育
て
支
援

学
校
教
育
・青
少
年
健
全
育
成

高
齢
者
福
祉

障
害
者
福
祉

区
民
利
用
施
設
の
充
実

趣
味
の
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実

自
治
会
・町
内
会
活
動
な
ど
の

推
進

区
役
所
の
窓
口
応
対

無
回
答

全体 1676 16.7 15.8 31.6 13.8 8.1 21.5 10.5 18.3 10.6 25.1 31.8 29.8 4.1 29.1 14.6 37.2 18.5 18.4 4.8 6.0 18.2 9.7
地区別 鶴ケ峰地区 184 12.0 10.3 31.0 18.5 10.3 24.5 11.4 19.0 7.1 27.7 28.8 32.6 4.9 32.6 15.2 40.8 18.5 16.3 3.3 6.5 19.0 7.1

白根地区 111 16.2 17.1 32.4 11.7 8.1 21.6 8.1 13.5 11.7 25.2 36.0 29.7 4.5 30.6 17.1 32.4 19.8 12.6 3.6 6.3 25.2 9.0

旭北地区 115 21.7 18.3 33.0 19.1 7.0 22.6 5.2 17.4 13.0 23.5 33.9 26.1 5.2 25.2 14.8 36.5 17.4 20.0 8.7 10.4 17.4 9.6

上白根地区 48 12.5 4.2 18.8 25.0 0.0 25.0 22.9 10.4 10.4 16.7 25.0 14.6 4.2 18.8 12.5 39.6 20.8 14.6 4.2 10.4 14.6 22.9

今宿地区 98 19.4 18.4 33.7 14.3 9.2 11.2 8.2 16.3 11.2 16.3 25.5 30.6 9.2 28.6 10.2 39.8 16.3 12.2 3.1 1.0 18.4 17.3

川井地区 77 26.0 15.6 24.7 9.1 3.9 16.9 18.2 13.0 10.4 26.0 26.0 20.8 2.6 27.3 15.6 36.4 13.0 16.9 2.6 2.6 16.9 14.3

若葉台地区 102 26.5 12.7 27.5 10.8 9.8 23.5 8.8 24.5 8.8 19.6 30.4 29.4 2.9 25.5 22.5 46.1 19.6 24.5 3.9 3.9 24.5 7.8

笹野台地区 75 17.3 12.0 32.0 13.3 10.7 26.7 16.0 16.0 8.0 34.7 34.7 28.0 4.0 37.3 18.7 45.3 20.0 20.0 1.3 2.7 12.0 9.3

希望が丘地区 76 9.2 15.8 40.8 18.4 7.9 22.4 6.6 21.1 11.8 38.2 31.6 39.5 1.3 38.2 13.2 31.6 21.1 13.2 3.9 1.3 15.8 5.3

希望が丘東地区 103 17.5 16.5 34.0 13.6 5.8 26.2 11.7 25.2 8.7 26.2 29.1 27.2 3.9 32.0 15.5 36.9 14.6 21.4 5.8 4.9 15.5 7.8

希望が丘南地区 65 16.9 21.5 41.5 24.6 4.6 30.8 13.8 15.4 7.7 21.5 30.8 30.8 6.2 32.3 12.3 23.1 10.8 18.5 7.7 10.8 13.8 9.2

さちが丘地区 67 14.9 10.4 28.4 11.9 7.5 13.4 7.5 17.9 6.0 16.4 34.3 31.3 4.5 29.9 20.9 41.8 25.4 28.4 7.5 1.5 16.4 9.0

万騎が原地区 68 11.8 26.5 27.9 8.8 1.5 17.6 4.4 17.6 16.2 29.4 30.9 41.2 1.5 30.9 8.8 48.5 32.4 19.1 5.9 7.4 26.5 4.4

二俣川地区 92 13.0 22.8 28.3 12.0 9.8 27.2 10.9 25.0 8.7 23.9 35.9 34.8 4.3 33.7 17.4 33.7 19.6 21.7 3.3 5.4 21.7 4.3

二俣川ニュータウン地区 91 13.2 18.7 33.0 13.2 19.8 15.4 18.7 19.8 13.2 26.4 30.8 30.8 5.5 28.6 12.1 29.7 15.4 19.8 6.6 9.9 14.3 7.7

旭中央地区 41 14.6 19.5 26.8 12.2 2.4 14.6 9.8 24.4 19.5 39.0 36.6 19.5 2.4 19.5 7.3 34.1 24.4 14.6 7.3 4.9 14.6 7.3

旭南部地区 69 18.8 15.9 30.4 13.0 7.2 21.7 10.1 21.7 10.1 20.3 31.9 30.4 2.9 24.6 11.6 18.8 5.8 13.0 2.9 5.8 20.3 11.6

左近山地区 61 13.1 14.8 39.3 6.6 9.8 24.6 4.9 13.1 14.8 26.2 47.5 31.1 0.0 24.6 8.2 54.1 29.5 24.6 3.3 6.6 19.7 4.9

市沢地区 59 25.4 15.3 37.3 6.8 8.5 20.3 10.2 18.6 11.9 27.1 39.0 32.2 1.7 25.4 20.3 39.0 20.3 18.6 3.4 11.9 16.9 8.5
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【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度) 

市の行政サービスへの満足度(旭区) 

問 11 あなたは、全体として市の行政サービスや業務に満足しているほうですか。それとも、不満がある

ほうですか。 

 

 

「横浜」について魅力を感じる点(旭区) 

問 13 「横浜」について魅力を感じる点はどんなところですか。 

 

 

  

満足（計）

42.8%

不満（計）

23.4%

どちらともいえない

わからない

無回答

33.8%

n=124

50.0

37.9

33.1

26.6

18.5

12.1

11.3

8.9

7.3

4.8

2.4

1.6

0.8

0.8

0.8

4.8

0% 20% 40% 60%

ショッピング施設が充実しており買い物が便利である

まとまった緑地などの自然が残っている

海や港が身近にある

道路鉄道網が発達しており買い物が便利である

国際的な雰囲気がある

伝統が息づき、古い街並みや建物が残るなど街に落ち着きがある

経済的に活力があり、働く場に恵まれている

風紀が良く犯罪が少ない

特に魅力を感じる点はない

文化・スポーツ・娯楽施設が充実している

地域社会が開放的でさばさばしている

情報が豊富で、新しい文化が生まれ、街が個性的である

物価や地価が安定している

人情味が豊かで人と人との触れあいがある

防災対策が充実しており、安心して暮らせる

無回答 n=124

質問

「横浜」について魅力を感じる

点はどんなところですか。（○

は３つまで）
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【旭区の生活環境について【満足度】に対する【変化度】、【重要度】、【要望度】を散布図により分析】 

 

【満足度】 問７旭区の生活環境について（現在の満足度） 

「満足」=2 点、「やや満足」=1 点、「やや不満」=－1 点、「不満」=－2 点として回答数に乗じ、項目ご

との合計得点を「分からない」と「無回答」の回答数を除いた人数で割った平均得点 

【変化度】 問７旭区の生活環境について（以前と比べた変化度） 

 「よくなった」=1 点、「変わらない」=0 点、「悪くなった」=-1 点として回答数に乗じ、項目ごとの合

計得点を「分からない」と「無回答」の回答数を除いた人数で割った平均得点 

【重要度】 問７-1 旭区の生活環境で特に重要な項目 

集計割合でそのまま比較 

【要望度】 問７-2 区役所が取り組む課題で特に重要な項目 

集計割合でそのまま比較 

 

問７【満足度】旭区の生活環境について（現在の満足度） 

 

合計
満足

やや
満足

やや
不満

不満

分から
ない

（評価
より

除外）

無回答

（評価
より

除外）

評価合計
人数（人）

除
分からな

い
無回答

評価合計
点数（点）

満足　2
やや満足　1
やや不満　-1

不満　-2

【満足
度】

平均点

点数/合
計

① バスや鉄道の利便性 1676 431 677 341 165 34 28 1614 868 0.54

② 都市計画道路など幹線道路の整備 1676 153 636 319 120 363 85 1228 383 0.31

③ 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 1676 92 454 581 333 149 67 1460 -609 -0.42

④ 最寄り駅周辺の整備 1676 255 658 400 212 91 60 1525 344 0.23

⑤ 駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策 1676 329 732 288 89 185 53 1438 924 0.64

⑥ 商店街の振興などまちの活性化 1676 82 433 579 315 207 60 1409 -612 -0.43

⑦ 買い物の利便性向上 1676 302 680 405 199 43 47 1586 481 0.30

⑧ 公園・水辺の遊び場・緑地の整備 1676 238 718 277 99 277 67 1332 719 0.54

⑨ 地球温暖化対策の取組(節電など) 1676 55 323 305 102 809 82 785 -76 -0.10

⑩ ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など) 1676 209 726 346 149 195 51 1430 500 0.35

⑪ 災害対策(地震・豪雨対策など) 1676 107 523 273 67 642 64 970 330 0.34

⑫ 防犯対策 1676 93 518 346 100 558 61 1057 158 0.15

⑬ 食の安全対策 1676 100 486 184 45 784 77 815 412 0.51

⑭ 子育て支援 1676 60 402 227 89 810 88 778 117 0.15

⑮ 学校教育・青少年健全育成 1676 68 376 192 78 873 89 714 164 0.23

⑯ 高齢者福祉 1676 88 421 281 116 715 55 906 84 0.09

⑰ 障害者福祉 1676 57 294 220 71 954 80 642 46 0.07

⑱  区民利用施設の充実 1676 65 415 337 114 673 72 931 -20 -0.02

⑲ 趣味の講座やスポーツ活動の充実 1676 63 371 268 84 825 65 786 61 0.08

⑳ 自治会・町内会活動などの推進 1676 112 521 332 97 556 58 1062 219 0.21

㉑ 区役所の窓口応対 1676 277 682 205 92 366 54 1256 847 0.67

（総合）生活環境全般の満足度 1676 122 850 337 70 112 185 1379 617 0.45

満足度（平均） 0.21
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問７【変化度】旭区の生活環境について（以前と比べた変化） 

 

  

合計
よく

なった
変わら
ない

悪く
なった

分から
ない

（評価
より

除外）

無回答

（評価
より

除外）

評価合計
人数（人）

除
分からな

い
無回答

評価合計
点数（点）

よくなった　1
変わらない　0
悪くなった　-

1

【変化
度】

平均点

点数/合
計

① バスや鉄道の利便性 1676 690 514 213 142 117 1417 477 0.34

② 都市計画道路など幹線道路の整備 1676 341 696 60 417 162 1097 281 0.26

③ 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 1676 188 1005 71 253 159 1264 117 0.09

④ 最寄り駅周辺の整備 1676 511 777 62 183 143 1350 449 0.33

⑤ 駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策 1676 548 693 23 266 146 1264 525 0.42

⑥ 商店街の振興などまちの活性化 1676 132 759 361 280 144 1252 -229 -0.18

⑦ 買い物の利便性向上 1676 399 832 175 135 135 1406 224 0.16

⑧ 公園・水辺の遊び場・緑地の整備 1676 224 870 68 369 145 1162 156 0.13

⑨ 地球温暖化対策の取組(節電など) 1676 94 558 62 803 159 714 32 0.04

⑩ ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など) 1676 241 864 136 300 135 1241 105 0.08

⑪ 災害対策(地震・豪雨対策など) 1676 143 693 19 675 146 855 124 0.15

⑫ 防犯対策 1676 106 769 71 586 144 946 35 0.04

⑬ 食の安全対策 1676 104 601 33 779 159 738 71 0.10

⑭ 子育て支援 1676 177 457 41 824 177 675 136 0.20

⑮ 学校教育・青少年健全育成 1676 89 488 60 865 174 637 29 0.05

⑯ 高齢者福祉 1676 164 551 64 745 152 779 100 0.13

⑰ 障害者福祉 1676 92 443 35 943 163 570 57 0.10

⑱  区民利用施設の充実 1676 99 661 43 717 156 803 56 0.07

⑲ 趣味の講座やスポーツ活動の充実 1676 96 555 28 849 148 679 68 0.10

⑳ 自治会・町内会活動などの推進 1676 103 727 106 588 152 936 -3 0.00

㉑ 区役所の窓口応対 1676 292 734 53 454 143 1079 239 0.22

（総合）生活環境全般の満足度 1676 222 884 54 250 266 1160 168 0.14

変化度（平均） 0.13
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■ 旭区の生活環境について「満足度」×「区役所への要望度」 

・ 要望度が高い上位 5 項目のうち、「高齢者福祉」、「災害対策」、「防犯対策」、「子育て支援」の 4 項目は満足

側に位置しているが、「歩道整備」は不満側に位置している。 

・ その他の項目では、多くが満足側に位置しているが、「商店街振興」、「区民利用施設」、「温暖化対策」は不満

側に位置している。 

 

図 「満足度」×「区役所への要望度」 

 

 

 

  

交通利便性道路整備

歩道整備
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■ 旭区の生活環境について「満足度」×「生活環境の重要度」 

・生活環境にとって重要度の高い上位 5 項目のうち、「交通利便性」、「買物利便性」、「防犯対策」の 3 項目は

満足側に位置しているが、「歩道整備」、「商店街振興」は不満側に位置している。 

・その他の項目では、多くが満足側に位置しているが、「区民利用施設」、「温暖化対策」は不満側に位置してい

る。 

 

図 「満足度」×「生活環境の重要度」 
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■ 旭区の生活環境について「満足度」×「変化度」 

・多くの生活環境項目が『「満足」で「以前よりよくなった」』(第 1 象限)に位置しており、なかでも「バリアフリー」

は、「よくなった」の割合が最も高く、満足度も高い。 

・『「不満」だが「以前よりよくなった」』(第 2 象限)に位置しているのは、「歩道整備」、「区民利用施設」、「温

暖化対策」の 3 項目である。 

・『「不満」で「以前よりで悪くなった」』(第 3 象限)に位置しているのは、「商店街の振興」である。 

 

図 「満足度」×「変化度」 
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４．心配ごとや困りごとについて 

 

問８ 心配ごとや困っていることがある場合は、それぞれに相談する先をお答えください。（○印はいくつでも） 

・ 「悪臭・騒音、その他環境問題のこと」、「道路整備・公共交通の利便」では「区役所」、「治安・防犯のこと」では

「警察」、それ以外の項目では「家族」が最も多くなっている。特に「自分の病気や老後のこと」では８割弱、「家

族の健康や生活上の問題」では７割弱の人が家族に相談するとしている。 
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横浜市民意識調査(令和 5 年度) 心配ごと・困っていること(18 区比較) 

問９ あなたは、近頃、ご自分やご家族の生活のことで心配ごとや困っていることがありますか。 

(複数回答) 

 

 

■ 性年代別 心配ごとや困っていること（問８×性年代） 

①自分の病気や老後のこと 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「家族」が最も多い。 

 

 

  

 構成比
　　（％）

全  体
(件数)

自分の
病気や
健康、
老後の
こと

家族の
病気や
健康、
生活上
の問題

失業・倒
産や収
入が減
ること

仕事や
職場の
こと

景気や
生活費
のこと

子ども
の保育
や教育
のこと

子ども
の結婚
や就職
のこと

近隣か
らの悪
臭・騒音

環境問
題

事故や
災害の
こと

犯罪や
防犯の
こと

住宅の
こと

その他 心配ご
とや
困って
いるこ
とはな
い

無回答

横　浜　市 2,203 53.7 39.2 6.1 13.1 29.4 11.5 6.9 3.8 4.3 7.7 8.4 9.7 4.0 10.6 2.5

鶴　見　区 176 51.7 38.1 5.7 15.3 32.4 11.9 7.4 3.4 4.0 9.7 10.2 7.4 5.1 9.1 2.3

神 奈 川区 134 47.8 39.6 8.2 19.4 36.6 11.2 6.0 5.2 4.5 5.2 3.0 8.2 3.7 11.9 2.2

西　　　区 58 56.9 34.5 6.9 19.0 27.6 12.1 3.4 1.7 5.2 3.4 6.9 5.2 1.7 10.3 -

中　　　区 83 56.6 41.0 9.6 6.0 26.5 6.0 2.4 3.6 3.6 10.8 7.2 18.1 4.8 10.8 2.4

南　　　区 105 49.5 44.8 12.4 23.8 31.4 9.5 5.7 5.7 3.8 13.3 11.4 10.5 4.8 5.7 1.0

港　南　区 131 58.0 37.4 2.3 11.5 29.0 11.5 6.9 3.8 5.3 8.4 10.7 6.9 1.5 13.0 3.1

保土ケ谷区 109 59.6 45.9 3.7 10.1 26.6 10.1 4.6 9.2 3.7 4.6 8.3 8.3 3.7 10.1 1.8

旭　　　区 124 49.2 40.3 8.1 9.7 28.2 14.5 4.8 1.6 4.8 6.5 11.3 15.3 5.6 11.3 0.8

磯　子　区 91 58.2 38.5 7.7 12.1 26.4 11.0 6.6 5.5 2.2 5.5 9.9 7.7 5.5 11.0 3.3

金　沢　区 130 58.5 48.5 6.2 13.1 28.5 10.0 7.7 1.5 6.2 10.0 3.1 9.2 2.3 9.2 2.3

港　北　区 184 51.6 37.5 5.4 13.0 26.1 14.7 6.5 1.6 3.3 8.2 9.2 8.2 3.3 13.0 1.1

緑　　　区 110 50.9 38.2 7.3 14.5 34.5 12.7 5.5 4.5 3.6 5.5 7.3 8.2 2.7 13.6 4.5

青　葉　区 170 52.4 36.5 2.9 12.9 24.7 11.8 8.2 1.8 4.1 5.9 7.1 14.1 4.1 11.2 2.9

都　筑　区 106 50.0 34.9 6.6 9.4 34.9 12.3 11.3 0.9 3.8 2.8 6.6 8.5 3.8 12.3 4.7

戸　塚　区 183 54.1 38.3 5.5 12.0 33.9 15.3 6.6 6.0 4.9 9.3 9.8 12.6 3.8 5.5 1.6

栄　　　区 77 54.5 40.3 1.3 11.7 20.8 10.4 13.0 1.3 9.1 13.0 13.0 3.9 7.8 10.4 3.9

泉　　　区 95 60.0 42.1 6.3 13.7 28.4 8.4 11.6 4.2 5.3 8.4 13.7 9.5 3.2 9.5 1.1

瀬　谷　区 83 43.4 32.5 4.8 12.0 26.5 8.4 4.8 4.8 2.4 3.6 3.6 9.6 7.2 19.3 6.0

無　回　答 54 68.5 33.3 11.1 5.6 27.8 7.4 9.3 7.4 1.9 11.1 5.6 9.3 3.7 3.7 7.4

問８① 自分の病気や老後のこと
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計
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役
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談
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察
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の
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相
談
先
が
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こ
か
わ
か
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な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 79.5 16.3 30.0 2.9 9.0 6.6 7.0 1.8 0.7 11.3 0.7 1.7 5.5 6.0 3.8
性年代別 男性-18～29歳 45 64.4 6.7 26.7 2.2 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0 6.7 22.2 0.0

男性-30～39歳 57 82.5 10.5 31.6 0.0 8.8 3.5 0.0 0.0 0.0 14.0 1.8 3.5 1.8 10.5 0.0

男性-40～49歳 79 78.5 26.6 36.7 0.0 22.8 5.1 3.8 0.0 0.0 12.7 0.0 2.5 8.9 6.3 2.5

男性-50～59歳 113 70.8 13.3 28.3 1.8 9.7 13.3 9.7 2.7 2.7 7.1 1.8 2.7 11.5 8.0 1.8

男性-60～69歳 110 74.5 20.9 20.9 0.0 8.2 5.5 3.6 0.0 0.0 12.7 0.0 0.9 8.2 8.2 1.8

男性-70歳以上 252 80.2 20.2 12.3 3.6 4.8 11.5 11.1 2.8 1.2 13.1 1.6 2.0 5.2 4.0 5.2

女性-18～29歳 64 85.9 6.3 51.6 0.0 14.1 4.7 1.6 0.0 0.0 15.6 3.1 1.6 6.3 4.7 0.0

女性-30～39歳 89 83.1 23.6 48.3 4.5 19.1 5.6 2.2 1.1 1.1 13.5 0.0 2.2 4.5 6.7 0.0

女性-40～49歳 117 88.0 12.8 47.0 1.7 8.5 0.9 0.9 0.9 0.0 5.1 0.0 2.6 3.4 5.1 1.7

女性-50～59歳 134 80.6 20.1 46.3 3.0 15.7 7.5 3.7 0.0 0.7 14.9 0.7 4.5 5.2 8.2 0.7

女性-60～69歳 147 81.0 11.6 37.4 3.4 9.5 4.1 7.5 0.7 0.0 11.6 0.0 0.0 3.4 4.1 5.4

女性-70歳以上 277 85.9 16.2 24.2 5.8 2.5 5.4 14.4 4.3 0.7 11.9 0.4 0.4 3.6 3.6 4.7
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②家族の健康や生活上の問題 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「家族」が最も多い。 

 

③仕事や職場、景気や生活費のこと 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「家族」が最も多い。 

 

  

問８② 家族の健康や生活上の問題
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ど
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無
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答

全体 1676 68.0 20.3 23.9 2.1 8.1 7.6 5.5 1.9 0.4 11.7 0.3 1.8 5.6 7.1 6.9
性年代別 男性-18～29歳 45 71.1 13.3 26.7 2.2 20.0 4.4 2.2 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 2.2 11.1 0.0

男性-30～39歳 57 78.9 14.0 29.8 1.8 7.0 10.5 3.5 0.0 0.0 17.5 1.8 5.3 1.8 8.8 0.0

男性-40～49歳 79 72.2 32.9 32.9 1.3 21.5 8.9 3.8 0.0 1.3 11.4 2.5 2.5 7.6 5.1 2.5

男性-50～59歳 113 63.7 18.6 26.5 1.8 7.1 8.8 8.0 1.8 1.8 8.8 0.0 2.7 11.5 8.8 0.9

男性-60～69歳 110 58.2 22.7 22.7 0.9 7.3 8.2 7.3 0.9 0.0 11.8 0.0 2.7 8.2 9.1 3.6

男性-70歳以上 252 63.5 26.2 8.7 0.8 5.2 11.9 4.4 3.2 0.4 11.1 0.8 1.2 4.8 6.3 9.9

女性-18～29歳 64 73.4 18.8 35.9 0.0 14.1 3.1 1.6 0.0 0.0 26.6 0.0 3.1 4.7 4.7 0.0

女性-30～39歳 89 79.8 25.8 42.7 2.2 14.6 9.0 4.5 1.1 0.0 15.7 0.0 0.0 3.4 5.6 2.2

女性-40～49歳 117 78.6 23.1 42.7 5.1 9.4 2.6 4.3 0.9 0.9 9.4 0.0 1.7 5.1 9.4 1.7

女性-50～59歳 134 71.6 23.1 38.1 2.2 14.2 10.4 6.0 2.2 0.7 13.4 0.0 4.5 7.5 6.7 1.5

女性-60～69歳 147 74.1 17.0 24.5 3.4 6.8 6.1 10.2 0.7 0.0 12.2 0.0 1.4 5.4 6.1 5.4

女性-70歳以上 277 63.9 16.2 14.1 1.4 2.2 4.7 6.9 3.6 0.4 11.9 0.0 0.7 4.3 6.9 12.6

問８③ 仕事や職場、景気や生活費のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 54.5 7.9 26.7 1.0 6.1 5.7 0.5 0.8 0.2 5.8 0.2 3.0 6.8 14.1 10.9
性年代別 男性-18～29歳 45 66.7 2.2 51.1 2.2 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 2.2 13.3 0.0

男性-30～39歳 57 73.7 10.5 47.4 0.0 8.8 5.3 0.0 0.0 0.0 7.0 1.8 5.3 3.5 5.3 1.8

男性-40～49歳 79 62.0 13.9 43.0 2.5 16.5 5.1 1.3 0.0 0.0 6.3 0.0 5.1 8.9 8.9 5.1

男性-50～59歳 113 54.0 5.3 24.8 1.8 8.0 8.0 0.9 0.0 0.9 6.2 0.0 5.3 13.3 13.3 2.7

男性-60～69歳 110 57.3 9.1 20.9 0.9 5.5 4.5 1.8 0.9 0.0 8.2 0.0 3.6 7.3 12.7 6.4

男性-70歳以上 252 41.7 8.3 11.9 0.0 2.0 10.3 0.4 2.0 0.8 4.4 0.8 2.8 7.1 23.0 17.1

女性-18～29歳 64 79.7 7.8 57.8 0.0 14.1 3.1 0.0 0.0 0.0 15.6 0.0 3.1 3.1 3.1 0.0

女性-30～39歳 89 71.9 19.1 47.2 0.0 14.6 7.9 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 1.1 4.5 7.9 1.1

女性-40～49歳 117 71.8 9.4 48.7 0.9 7.7 0.9 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 1.7 6.0 10.3 2.6

女性-50～59歳 134 63.4 8.2 38.8 1.5 8.2 6.7 1.5 1.5 0.0 7.5 0.0 3.0 9.0 14.2 1.5

女性-60～69歳 147 56.5 4.8 17.7 0.0 2.7 4.1 0.0 0.0 0.0 10.2 0.0 2.0 6.8 12.9 8.2

女性-70歳以上 277 42.2 4.3 9.0 1.1 1.4 5.4 0.0 1.8 0.0 4.0 0.0 3.6 4.3 19.1 21.3
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④子育てや学校、教育のこと 

＜性年代別＞ 

・ 60 代以上の男女で「相談する必要を感じない」、50 代以下の男女では「家族」が最も多くなっている。 

 

⑤悪臭・騒音、その他環境問題のこと 

＜性年代別＞ 

・ 30 代以下の男性と 40 代以下の女性では「家族」、それ以外は「区役所」が最も多くなっている。 

  

  

問８④ 子育てや学校、教育のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 37.4 7.3 22.6 4.2 6.6 6.4 0.5 2.2 0.5 7.6 0.2 2.8 5.1 28.4 17.3
性年代別 男性-18～29歳 45 66.7 8.9 33.3 2.2 15.6 2.2 0.0 2.2 0.0 4.4 0.0 0.0 4.4 20.0 2.2

男性-30～39歳 57 66.7 14.0 36.8 8.8 10.5 10.5 0.0 0.0 0.0 15.8 1.8 3.5 5.3 14.0 1.8

男性-40～49歳 79 54.4 17.7 36.7 11.4 16.5 2.5 0.0 2.5 1.3 5.1 0.0 2.5 11.4 25.3 3.8

男性-50～59歳 113 35.4 2.7 16.8 1.8 8.8 8.0 0.0 2.7 1.8 6.2 0.0 5.3 8.0 33.6 3.5

男性-60～69歳 110 36.4 4.5 11.8 2.7 2.7 6.4 0.9 0.0 0.0 10.0 0.0 2.7 3.6 40.0 7.3

男性-70歳以上 252 21.0 4.4 10.3 3.6 1.6 9.9 0.4 4.0 0.4 5.2 0.8 3.2 4.4 32.1 26.2

女性-18～29歳 64 54.7 9.4 43.8 1.6 14.1 12.5 1.6 1.6 0.0 15.6 0.0 0.0 6.3 23.4 3.1

女性-30～39歳 89 70.8 23.6 62.9 5.6 19.1 9.0 1.1 2.2 1.1 6.7 1.1 1.1 6.7 15.7 2.2

女性-40～49歳 117 67.5 12.0 54.7 10.3 11.1 6.8 0.0 0.9 0.0 9.4 0.0 2.6 6.8 18.8 3.4

女性-50～59歳 134 45.5 12.7 31.3 6.0 9.0 5.2 0.7 0.7 0.7 6.7 0.0 4.5 3.0 34.3 4.5

女性-60～69歳 147 27.9 3.4 12.2 3.4 2.7 8.2 0.7 2.0 0.7 10.2 0.0 2.7 2.7 37.4 16.3

女性-70歳以上 277 17.7 2.2 6.5 1.8 1.4 2.5 0.0 3.2 0.4 6.9 0.0 3.2 2.2 31.0 36.8
ジ

問８⑤ 悪臭・騒音、その他環境問題のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 21.1 2.1 9.4 10.4 4.7 33.2 0.8 1.1 13.9 6.8 15.2 2.6 11.6 12.6 11.6
性年代別 男性-18～29歳 45 37.8 2.2 13.3 8.9 17.8 20.0 4.4 0.0 6.7 6.7 20.0 4.4 4.4 20.0 0.0

男性-30～39歳 57 31.6 5.3 7.0 7.0 5.3 26.3 1.8 0.0 5.3 14.0 14.0 3.5 15.8 15.8 3.5

男性-40～49歳 79 29.1 5.1 10.1 20.3 19.0 40.5 1.3 2.5 15.2 5.1 20.3 6.3 19.0 8.9 5.1

男性-50～59歳 113 23.0 1.8 8.0 9.7 6.2 38.1 0.0 0.9 12.4 4.4 21.2 2.7 15.0 9.7 2.7

男性-60～69歳 110 15.5 0.9 7.3 6.4 4.5 47.3 0.9 0.0 13.6 9.1 16.4 3.6 14.5 12.7 3.6

男性-70歳以上 252 9.9 1.6 6.0 7.5 1.2 45.6 0.8 2.4 17.5 6.7 20.2 3.2 7.5 13.1 13.9

女性-18～29歳 64 39.1 3.1 12.5 10.9 12.5 25.0 1.6 0.0 12.5 6.3 21.9 0.0 14.1 9.4 3.1

女性-30～39歳 89 41.6 5.6 15.7 11.2 3.4 32.6 0.0 1.1 5.6 4.5 15.7 2.2 18.0 11.2 2.2

女性-40～49歳 117 37.6 2.6 20.5 11.1 6.0 33.3 0.0 0.0 10.3 5.1 12.8 0.9 11.1 17.9 3.4

女性-50～59歳 134 29.1 2.2 12.7 11.9 6.7 29.9 0.7 0.0 9.7 6.0 9.0 4.5 14.2 20.9 3.7

女性-60～69歳 147 19.0 1.4 10.2 15.6 2.0 36.7 0.7 1.4 10.2 8.2 15.0 0.0 10.2 10.9 12.2

女性-70歳以上 277 8.7 0.7 5.1 9.7 0.4 24.9 0.4 1.1 22.4 8.3 11.2 2.2 6.9 10.5 22.0
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⑥近所づき合い 

＜性年代別＞ 

・ 70 歳以上男性では「近所の人」、70 歳以上女性では「友人・知人」、それ以外は「家族」が最も多くなってい

る。 

 

⑦地震・災害のこと 

＜性年代別＞ 

・ 60 代以上の男性では「区役所」、それ以外は「家族」が最も多くなっている。 

 

  

問８⑥ 近所づき合い

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 33.6 5.1 22.6 18.1 3.3 3.0 0.8 1.3 7.8 1.7 2.2 1.9 8.9 23.3 12.4
性年代別 男性-18～29歳 45 48.9 4.4 17.8 8.9 11.1 0.0 2.2 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 6.7 28.9 2.2

男性-30～39歳 57 38.6 7.0 10.5 15.8 7.0 5.3 0.0 1.8 3.5 7.0 5.3 1.8 12.3 29.8 3.5

男性-40～49歳 79 43.0 11.4 21.5 21.5 10.1 3.8 0.0 1.3 11.4 1.3 8.9 5.1 15.2 25.3 5.1

男性-50～59歳 113 36.3 7.1 23.0 23.9 3.5 6.2 0.0 1.8 12.4 0.9 1.8 2.7 12.4 20.4 2.7

男性-60～69歳 110 33.6 2.7 16.4 20.9 3.6 5.5 2.7 0.9 7.3 0.0 2.7 1.8 6.4 29.1 5.5

男性-70歳以上 252 21.4 3.2 16.3 24.2 0.4 3.2 1.2 1.6 13.9 1.2 2.8 2.4 7.1 21.0 16.7

女性-18～29歳 64 50.0 3.1 28.1 14.1 10.9 1.6 1.6 0.0 4.7 3.1 1.6 0.0 18.8 18.8 6.3

女性-30～39歳 89 56.2 13.5 36.0 12.4 7.9 3.4 0.0 0.0 5.6 4.5 2.2 1.1 15.7 16.9 1.1

女性-40～49歳 117 55.6 6.8 35.0 11.1 6.8 1.7 0.0 0.0 1.7 0.0 0.9 0.0 10.3 29.1 3.4

女性-50～59歳 134 43.3 6.7 24.6 15.7 3.0 1.5 0.0 1.5 6.0 0.7 3.0 0.7 9.0 33.6 5.2

女性-60～69歳 147 34.0 6.8 24.5 19.7 0.7 2.0 0.0 2.0 6.8 1.4 1.4 4.1 6.1 22.4 11.6

女性-70歳以上 277 20.2 1.8 23.5 18.4 0.4 1.1 0.4 1.8 7.9 2.2 0.4 2.5 4.3 21.7 22.4
ジ

問８⑦ 地震・災害のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 38.0 6.9 14.8 9.7 8.9 26.5 1.1 0.7 12.3 7.2 3.1 2.0 11.4 8.6 10.9
性年代別 男性-18～29歳 45 64.4 6.7 20.0 8.9 24.4 17.8 2.2 0.0 2.2 6.7 2.2 2.2 6.7 8.9 2.2

男性-30～39歳 57 43.9 10.5 17.5 3.5 8.8 19.3 0.0 0.0 1.8 7.0 1.8 0.0 14.0 19.3 3.5

男性-40～49歳 79 45.6 12.7 16.5 11.4 21.5 26.6 0.0 0.0 11.4 5.1 2.5 5.1 16.5 10.1 5.1

男性-50～59歳 113 38.9 6.2 17.7 7.1 12.4 33.6 1.8 0.0 11.5 6.2 5.3 1.8 15.0 9.7 2.7

男性-60～69歳 110 30.0 6.4 10.9 6.4 6.4 39.1 1.8 0.0 10.0 11.8 8.2 0.9 10.9 10.0 5.5

男性-70歳以上 252 27.0 6.7 6.7 10.3 4.8 35.3 0.8 1.6 17.1 6.3 5.2 2.8 7.1 8.3 15.5

女性-18～29歳 64 53.1 7.8 21.9 9.4 21.9 18.8 3.1 0.0 9.4 1.6 1.6 0.0 18.8 6.3 6.3

女性-30～39歳 89 55.1 14.6 27.0 10.1 10.1 27.0 0.0 0.0 7.9 5.6 1.1 0.0 18.0 9.0 2.2

女性-40～49歳 117 58.1 9.4 35.0 9.4 12.0 18.8 0.0 0.0 7.7 4.3 3.4 0.0 12.8 13.7 1.7

女性-50～59歳 134 45.5 7.5 20.9 9.7 12.7 18.7 0.7 0.0 10.4 4.5 0.7 6.0 16.4 12.7 3.0

女性-60～69歳 147 39.5 5.4 11.6 12.2 7.5 25.9 0.7 0.7 11.6 8.8 2.0 1.4 11.6 4.8 10.9

女性-70歳以上 277 28.5 4.3 6.5 11.9 3.2 26.0 1.1 0.7 18.1 10.8 2.2 1.4 6.1 5.8 17.0
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⑧治安・防犯のこと 

＜性年代別＞ 

・ 40 代までの男女で「家族」、50 代以上の男女で「警察」が最も多く、世代で傾向が分かれた。 

 

⑨住宅のこと 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「家族」が最も多い。 

 

  

問８⑧ 治安・防犯のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 30.7 4.6 12.7 10.0 5.4 14.4 0.5 0.8 13.1 4.4 42.6 1.2 6.6 8.4 10.7
性年代別 男性-18～29歳 45 57.8 6.7 22.2 8.9 17.8 6.7 2.2 0.0 2.2 2.2 35.6 2.2 4.4 11.1 2.2

男性-30～39歳 57 33.3 8.8 10.5 8.8 8.8 12.3 0.0 0.0 3.5 8.8 29.8 0.0 12.3 24.6 3.5

男性-40～49歳 79 41.8 12.7 16.5 11.4 16.5 24.1 0.0 0.0 8.9 3.8 35.4 2.5 10.1 12.7 5.1

男性-50～59歳 113 32.7 2.7 12.4 10.6 7.1 19.5 0.0 0.9 12.4 2.7 51.3 1.8 8.8 7.1 1.8

男性-60～69歳 110 25.5 1.8 7.3 5.5 3.6 20.0 0.9 0.0 10.0 8.2 60.9 0.9 6.4 6.4 3.6

男性-70歳以上 252 18.7 4.0 7.5 11.1 1.2 17.9 0.8 0.8 21.0 4.4 54.0 1.2 4.0 6.7 13.1

女性-18～29歳 64 53.1 7.8 20.3 7.8 14.1 14.1 1.6 0.0 4.7 1.6 35.9 0.0 6.3 7.8 4.7

女性-30～39歳 89 49.4 10.1 24.7 10.1 9.0 19.1 0.0 0.0 6.7 6.7 25.8 0.0 14.6 9.0 2.2

女性-40～49歳 117 53.0 8.5 32.5 12.8 7.7 12.8 0.0 0.9 9.4 0.9 32.5 0.0 7.7 11.1 3.4

女性-50～59歳 134 37.3 4.5 15.7 9.7 7.5 14.9 0.7 0.0 11.9 3.7 44.8 2.2 9.7 12.7 3.7

女性-60～69歳 147 34.0 2.7 12.9 10.9 2.7 12.2 0.0 1.4 12.2 4.1 43.5 1.4 2.7 7.5 11.6

女性-70歳以上 277 18.4 2.2 6.9 10.5 0.7 7.6 0.7 1.8 20.2 4.7 44.8 1.1 2.2 6.1 17.7

問８⑨ 住宅のこと

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 44.9 8.2 13.2 4.2 6.4 9.2 0.3 0.2 3.7 16.9 1.0 6.3 8.2 14.1 10.7
性年代別 男性-18～29歳 45 64.4 6.7 15.6 4.4 17.8 2.2 0.0 0.0 0.0 15.6 0.0 11.1 2.2 13.3 2.2

男性-30～39歳 57 57.9 7.0 17.5 3.5 8.8 5.3 0.0 0.0 0.0 19.3 1.8 8.8 10.5 10.5 3.5

男性-40～49歳 79 55.7 20.3 27.8 6.3 20.3 11.4 0.0 0.0 0.0 21.5 0.0 15.2 7.6 8.9 3.8

男性-50～59歳 113 43.4 8.0 18.6 7.1 10.6 9.7 0.0 0.0 4.4 15.9 0.9 8.0 10.6 14.2 1.8

男性-60～69歳 110 38.2 8.2 10.9 1.8 6.4 13.6 0.9 0.0 4.5 21.8 2.7 7.3 10.9 13.6 4.5

男性-70歳以上 252 36.5 9.9 6.0 3.6 1.6 18.7 0.4 0.4 8.3 15.1 2.0 5.6 6.0 15.9 13.9

女性-18～29歳 64 56.3 9.4 21.9 3.1 7.8 7.8 3.1 0.0 1.6 15.6 0.0 3.1 10.9 9.4 6.3

女性-30～39歳 89 64.0 13.5 21.3 2.2 10.1 7.9 0.0 0.0 2.2 24.7 0.0 7.9 11.2 9.0 1.1

女性-40～49歳 117 60.7 9.4 27.4 8.5 10.3 3.4 0.0 0.0 0.9 14.5 0.9 3.4 9.4 19.7 2.6

女性-50～59歳 134 52.2 10.4 14.9 6.0 10.4 8.2 0.0 0.0 3.7 14.9 0.7 9.0 9.0 19.4 2.2

女性-60～69歳 147 43.5 4.1 12.2 4.1 4.8 6.8 0.0 0.0 2.7 18.4 0.7 3.4 9.5 11.6 8.8

女性-70歳以上 277 37.9 5.8 6.5 3.6 0.7 5.8 0.0 0.4 4.3 18.4 0.0 4.3 4.3 14.8 21.3
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⑩道路整備・公共交通の利便 

＜性年代別＞ 

・ 10～20 代男性と 40 代までの女性では「家族」、50 代女性では「相談先がどこかわからない」、「相談する

必要を感じない」が同率、それ以外では「区役所」が最も多い。 

 

  

問８⑩ 道路整備・公共交通の利便

合
計

家
族

親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

区
役
所

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
・児
童
委
員

自
治
会
・町
内
会
役
員

専
門
の
相
談
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い

無
回
答

全体 1676 16.5 2.2 7.0 3.6 4.8 31.6 0.4 0.2 4.9 7.8 3.6 3.8 17.4 15.4 12.7
性年代別 男性-18～29歳 45 33.3 0.0 20.0 0.0 15.6 24.4 2.2 0.0 2.2 8.9 2.2 2.2 8.9 15.6 2.2

男性-30～39歳 57 24.6 3.5 7.0 3.5 5.3 28.1 1.8 0.0 1.8 8.8 3.5 7.0 15.8 19.3 1.8

男性-40～49歳 79 25.3 6.3 11.4 6.3 12.7 31.6 0.0 0.0 5.1 2.5 3.8 7.6 27.8 12.7 2.5

男性-50～59歳 113 17.7 0.9 8.0 4.4 9.7 34.5 0.0 0.0 6.2 8.8 5.3 5.3 20.4 12.4 2.7

男性-60～69歳 110 14.5 0.0 2.7 0.9 5.5 41.8 0.9 0.0 4.5 12.7 8.2 1.8 20.0 15.5 5.5

男性-70歳以上 252 7.1 0.0 2.8 2.8 2.8 48.4 0.8 0.0 6.3 8.7 4.4 3.2 9.5 15.9 15.9

女性-18～29歳 64 32.8 3.1 17.2 4.7 6.3 20.3 1.6 0.0 4.7 3.1 1.6 0.0 23.4 12.5 4.7

女性-30～39歳 89 32.6 4.5 13.5 6.7 4.5 25.8 1.1 0.0 3.4 2.2 2.2 3.4 25.8 19.1 2.2

女性-40～49歳 117 29.1 5.1 16.2 8.5 7.7 22.2 0.0 0.0 1.7 6.0 4.3 1.7 21.4 17.1 4.3

女性-50～59歳 134 19.4 5.2 9.7 3.7 3.7 23.1 0.0 0.0 3.0 5.2 3.0 5.2 25.4 25.4 3.0

女性-60～69歳 147 11.6 1.4 3.4 2.7 3.4 32.0 0.0 1.4 4.1 6.1 4.1 3.4 16.3 16.3 13.6

女性-70歳以上 277 7.9 2.2 2.9 2.5 1.8 30.3 0.0 0.7 8.7 11.2 2.2 4.3 11.2 13.0 23.8
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５．情報の入手について 

 

問９ あなたは普段、旭区に関する情報源（区役所からのお知らせ・イベント情報など）として、どのようなもの

を利用されていますか。（○印はそれぞれひとつだけ） 

・ 「新聞・テレビ・ラジオ」、「回覧板、自治会・町内会掲示板」では「よく利用している」、「地域のタウン誌」では

「時々利用している」、「広報よこはま」、「区役所ホームページ」、「区役所以外のホームページ」、「公共施設の

掲示板、チラシ」では「存在は知っているが、今までに利用したことがない」、「区公式 Twitter」、「横浜市公式

LINE」、「区役所以外のＳＮＳ」では「存在自体知らない」が最も多くなっている。従来からある新聞などのメデ

ィアや自治会・町内会掲示板等は利用度（※）が高い一方、各種ＳＮＳは認知度そのものが低くなっている。 

 

 

 

 

  
 

 

 

※ 利用度は、「よく利用している」と「時々利用している」の合計 

 

  
 

  

31.3

19.3

24.6

11.2

8.4

1.7

2.4

3.4

2.9

0.6

1.2

30.5

29.1

23.6

26.6

27.8

20.4

13.9

8.8

6.9

1.3

1.3

7.8

8.0

6.3

10.9

10.6

13.5

8.1

4.9

2.3

2.0

0.3

19.2

29.8

21.0

25.6

31.7

45.0

35.0

28.8

24.3

29.8

2.7

5.8

8.5

15.0

16.5

11.6

9.3

28.4

42.1

50.1

53.9

10.4

5.3

5.3

9.5

9.2

9.9

10.1

12.2

12.1

13.4

12.4

84.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回覧板、自治会・町内会掲示板

広報よこはま

新聞・テレビ・ラジオ

地域のタウン誌

公共施設の掲示板、チラシ

区役所ホームページ

区役所以外のホームページ

横浜市公式LINE

区役所以外のＳＮＳ

区公式Twitter

その他

よく利用している 時々利用している

今までに利用したことがあるが、現在は利用していない 存在は知っているが、今までに利用したことがない

存在自体知らない 無回答

旭区に関する情報源 上位 5 位 利用度 

第 1 位 回覧板、自治会・町内会掲示板 61.9％ 

第 2 位 広報よこはま 48.4％ 

第 3 位 新聞・テレビ・ラジオ 48.2％ 

第 4 位 地域のタウン誌 37.8％ 

第 5 位 公共施設の掲示板、チラシ 36.2％ 
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■ 性年代別 情報の入手元（問９×性年代） 

①広報よこはま 

＜性年代別＞ 

・ 10～20 代男女では「存在自体知らない」、30 代男性では「存在は知っているが、今までに利用したことが

ない」、「存在自体知らない」が同率、40～60 代の男性と 60 代以上の女性では「存在は知っているが、今

までに利用したことがない」、70 歳以上男性と 30～50 代の女性では「時々利用している」が最も多い。 

 

 

②区役所ホームページ 

＜性年代別＞ 

・ 30代女性では「時々利用している」、それ以外は「存在は知っているが、今までに利用したことがない」が最

も多い。 

 

③区役所以外のホームページ 

＜性年代別＞ 

・ 30 代までの男性と 40 代までの女性では「存在自体知らない」、それ以外は「存在は知っているが、今まで

に利用したことがない」が最も多い。 

  

問９① 広報よこはま

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 19.3 29.1 8.0 29.8 8.5 5.3
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 15.6 4.4 31.1 46.7 2.2

男性-30～39歳 57 15.8 24.6 3.5 28.1 28.1 0.0

男性-40～49歳 79 13.9 22.8 6.3 44.3 10.1 2.5

男性-50～59歳 113 14.2 28.3 8.8 34.5 13.3 0.9

男性-60～69歳 110 15.5 30.0 4.5 40.0 6.4 3.6

男性-70歳以上 252 29.0 35.7 5.6 22.2 0.8 6.7

女性-18～29歳 64 6.3 15.6 9.4 32.8 34.4 1.6

女性-30～39歳 89 15.7 31.5 3.4 29.2 15.7 4.5

女性-40～49歳 117 18.8 33.3 8.5 24.8 12.8 1.7

女性-50～59歳 134 20.9 32.8 9.7 29.9 3.7 3.0

女性-60～69歳 147 20.4 30.6 12.9 33.3 0.7 2.0

女性-70歳以上 277 26.4 26.4 9.0 28.9 1.1 8.3

問９② 区役所ホームページ

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 1.7 20.4 13.5 45.0 9.3 10.1
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 24.4 42.2 28.9 0.0

男性-30～39歳 57 1.8 33.3 12.3 40.4 10.5 1.8

男性-40～49歳 79 0.0 22.8 22.8 43.0 7.6 3.8

男性-50～59歳 113 0.0 27.4 18.6 42.5 9.7 1.8

男性-60～69歳 110 0.9 21.8 20.9 47.3 6.4 2.7

男性-70歳以上 252 3.6 22.2 5.6 43.7 10.3 14.7

女性-18～29歳 64 3.1 12.5 14.1 57.8 7.8 4.7

女性-30～39歳 89 2.2 34.8 22.5 30.3 7.9 2.2

女性-40～49歳 117 0.9 23.9 23.1 43.6 5.1 3.4

女性-50～59歳 134 1.5 33.6 13.4 41.8 6.7 3.0

女性-60～69歳 147 0.0 20.4 11.6 55.8 6.1 6.1

女性-70歳以上 277 3.2 7.9 5.8 48.7 11.9 22.4

問９③ 区役所以外のホームページ

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 2.4 13.9 8.1 35.0 28.4 12.2
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 13.3 37.8 42.2 2.2

男性-30～39歳 57 5.3 21.1 7.0 31.6 33.3 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 21.5 8.9 32.9 30.4 5.1

男性-50～59歳 113 1.8 18.6 12.4 36.3 29.2 1.8

男性-60～69歳 110 5.5 18.2 13.6 32.7 24.5 5.5

男性-70歳以上 252 3.6 10.3 4.4 34.1 29.8 17.9

女性-18～29歳 64 0.0 17.2 15.6 23.4 40.6 3.1

女性-30～39歳 89 3.4 19.1 5.6 27.0 39.3 5.6

女性-40～49歳 117 4.3 22.2 13.7 24.8 33.3 1.7

女性-50～59歳 134 2.2 15.7 11.9 38.1 26.9 5.2

女性-60～69歳 147 1.4 14.3 6.1 48.3 22.4 7.5

女性-70歳以上 277 1.1 6.1 2.2 37.2 27.4 26.0
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④区公式 Twitter 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「存在自体知らない」が最も多い。 

9  

⑤横浜市公式 LINE  

＜性年代別＞ 

・ 60 代男性では「存在は知っているが、今までに利用したことがない」、それ以外は「存在自体知らない」が

最も多い。 

 

⑥区役所以外のＳＮＳ 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「存在自体知らない」が最も多い。 

 

  

問９④ 区公式Twitter

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 0.6 1.3 2.0 29.8 53.9 12.4
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 2.2 2.2 20.0 73.3 2.2

男性-30～39歳 57 1.8 0.0 1.8 31.6 63.2 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 1.3 2.5 25.3 65.8 3.8

男性-50～59歳 113 0.9 1.8 2.7 28.3 64.6 1.8

男性-60～69歳 110 0.9 0.0 1.8 40.0 51.8 5.5

男性-70歳以上 252 0.4 1.6 1.6 36.1 41.7 18.7

女性-18～29歳 64 3.1 3.1 7.8 12.5 70.3 3.1

女性-30～39歳 89 0.0 2.2 0.0 15.7 76.4 5.6

女性-40～49歳 117 0.0 0.9 0.9 18.8 76.9 2.6

女性-50～59歳 134 0.7 2.2 1.5 32.1 59.7 3.7

女性-60～69歳 147 0.7 0.7 1.4 39.5 50.3 7.5

女性-70歳以上 277 0.4 1.1 1.8 31.0 40.1 25.6

問９⑤ 横浜市公式LINE

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 3.4 8.8 4.9 28.8 42.1 12.1
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 13.3 22.2 57.8 2.2

男性-30～39歳 57 5.3 8.8 5.3 28.1 49.1 3.5

男性-40～49歳 79 2.5 12.7 6.3 25.3 49.4 3.8

男性-50～59歳 113 0.9 6.2 3.5 37.2 50.4 1.8

男性-60～69歳 110 2.7 10.9 4.5 40.0 38.2 3.6

男性-70歳以上 252 1.6 5.6 2.0 34.5 39.3 17.1

女性-18～29歳 64 3.1 14.1 17.2 20.3 42.2 3.1

女性-30～39歳 89 5.6 18.0 5.6 15.7 50.6 4.5

女性-40～49歳 117 8.5 17.9 10.3 17.9 43.6 1.7

女性-50～59歳 134 6.0 17.2 4.5 23.9 43.3 5.2

女性-60～69歳 147 6.1 8.8 4.8 35.4 38.1 6.8

女性-70歳以上 277 2.5 2.2 2.5 28.2 38.3 26.4

問９⑥ 区役所以外のＳＮＳ

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 2.9 6.9 2.3 24.3 50.1 13.4
性年代別 男性-18～29歳 45 6.7 4.4 6.7 17.8 62.2 2.2

男性-30～39歳 57 5.3 14.0 5.3 19.3 54.4 1.8

男性-40～49歳 79 7.6 11.4 3.8 12.7 59.5 5.1

男性-50～59歳 113 4.4 8.8 3.5 32.7 46.0 4.4

男性-60～69歳 110 3.6 6.4 2.7 31.8 51.8 3.6

男性-70歳以上 252 1.6 2.4 2.4 26.2 46.4 21.0

女性-18～29歳 64 4.7 9.4 1.6 14.1 65.6 4.7

女性-30～39歳 89 7.9 13.5 0.0 12.4 61.8 4.5

女性-40～49歳 117 5.1 12.8 2.6 16.2 60.7 2.6

女性-50～59歳 134 1.5 15.7 4.5 19.4 54.5 4.5

女性-60～69歳 147 2.0 6.1 0.7 38.8 44.2 8.2

女性-70歳以上 277 0.0 1.8 1.1 24.9 45.1 27.1
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⑦新聞・テレビ・ラジオ 

＜性年代別＞ 

・ 60 代以上の男女では「よく利用している」、30 代男性、50 代男性、10～20 代女性、40 代・50 代女性で
は「時々利用している」、40 代男性と 30 代女性では「存在は知っているが、今までに利用したことがない」、
10～20 代男性では「存在自体知らない」が最も多い。 

 
⑧地域のタウン誌 

＜性年代別＞ 

・ 10～20 代男性と 30 代までの女性では「存在自体知らない」、50 代以上の男性と 70 歳以上女性では

「時々利用している」、40 代男性では「存在は知っているが、今までに利用したことがない」、「存在自体知

らない」が同率、それ以外では「存在は知っているが、今までに利用したことがない」が最も多い。 

 

⑨回覧板、自治会・町内会掲示板 

＜性年代別＞ 

・ 70 歳以上男女では「よく利用している」、10～20 代の男女では「存在は知っているが、今までに利用した

ことがない」、それ以外では「時々利用している」が最も多い。 

 

問９⑦ 新聞・テレビ・ラジオ

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 24.6 23.6 6.3 21.0 15.0 9.5
性年代別 男性-18～29歳 45 8.9 24.4 15.6 22.2 26.7 2.2

男性-30～39歳 57 21.1 31.6 5.3 19.3 21.1 1.8

男性-40～49歳 79 13.9 22.8 10.1 26.6 22.8 3.8

男性-50～59歳 113 23.0 29.2 5.3 26.5 14.2 1.8

男性-60～69歳 110 33.6 17.3 4.5 21.8 18.2 4.5

男性-70歳以上 252 38.1 19.8 5.6 11.5 11.5 13.5

女性-18～29歳 64 10.9 31.3 9.4 28.1 17.2 3.1

女性-30～39歳 89 20.2 19.1 5.6 28.1 21.3 5.6

女性-40～49歳 117 17.1 28.2 7.7 19.7 23.9 3.4

女性-50～59歳 134 19.4 31.3 3.7 26.1 16.4 3.0

女性-60～69歳 147 28.6 27.2 5.4 19.0 14.3 5.4

女性-70歳以上 277 28.2 19.9 3.6 21.3 8.3 18.8

問９⑧ 地域のタウン誌

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 11.2 26.6 10.9 25.6 16.5 9.2
性年代別 男性-18～29歳 45 2.2 20.0 8.9 28.9 40.0 0.0

男性-30～39歳 57 3.5 22.8 12.3 29.8 28.1 3.5

男性-40～49歳 79 3.8 22.8 7.6 31.6 31.6 2.5

男性-50～59歳 113 3.5 35.4 10.6 30.1 19.5 0.9

男性-60～69歳 110 11.8 28.2 15.5 27.3 14.5 2.7

男性-70歳以上 252 19.8 30.6 7.9 21.0 9.5 11.1

女性-18～29歳 64 3.1 23.4 9.4 23.4 37.5 3.1

女性-30～39歳 89 5.6 20.2 4.5 25.8 39.3 4.5

女性-40～49歳 117 8.5 23.9 17.1 25.6 22.2 2.6

女性-50～59歳 134 14.2 26.9 9.0 34.3 12.7 3.0

女性-60～69歳 147 12.2 27.2 15.6 29.9 10.2 4.8

女性-70歳以上 277 18.1 26.7 9.7 19.9 6.5 19.1

問９⑨ 回覧板、自治会・町内会掲示板

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 31.3 30.5 7.8 19.2 5.8 5.3
性年代別 男性-18～29歳 45 4.4 22.2 22.2 28.9 20.0 2.2

男性-30～39歳 57 28.1 29.8 7.0 12.3 22.8 0.0

男性-40～49歳 79 15.2 40.5 6.3 27.8 7.6 2.5

男性-50～59歳 113 18.6 34.5 7.1 32.7 5.3 1.8

男性-60～69歳 110 28.2 32.7 12.7 19.1 5.5 1.8

男性-70歳以上 252 47.6 24.2 5.6 13.1 2.0 7.5

女性-18～29歳 64 15.6 23.4 9.4 29.7 20.3 1.6

女性-30～39歳 89 29.2 30.3 1.1 21.3 15.7 2.2

女性-40～49歳 117 28.2 41.0 3.4 18.8 7.7 0.9

女性-50～59歳 134 30.6 35.1 11.9 17.9 2.2 2.2

女性-60～69歳 147 29.9 34.0 11.6 19.7 2.0 2.7

女性-70歳以上 277 41.9 26.7 5.1 15.5 1.1 9.7
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⑩公共施設の掲示板、チラシ 

＜性年代別＞夫婦のみ(主婦・主夫） 

・ 60 代以上の男性と 30 代・40 代女性では「時々利用している」、それ以外は「存在は知っているが、今まで

に利用したことがない」が最も多い。 

 

  

問９⑩ 公共施設の掲示板、チラシ

合計 よく利用し
ている

時々利用し
ている

今までに利
用したこと
があるが、
現在は利用
していない

存在は知っ
ているが、
今までに利
用したこと
がない

存在自体知
らない

無回答

全体 1676 8.4 27.8 10.6 31.7 11.6 9.9
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 22.2 11.1 37.8 26.7 2.2

男性-30～39歳 57 7.0 31.6 5.3 33.3 21.1 1.8

男性-40～49歳 79 3.8 22.8 7.6 44.3 17.7 3.8

男性-50～59歳 113 2.7 32.7 8.8 40.7 14.2 0.9

男性-60～69歳 110 7.3 38.2 6.4 32.7 11.8 3.6

男性-70歳以上 252 13.9 29.4 10.3 25.4 5.2 15.9

女性-18～29歳 64 4.7 23.4 10.9 34.4 23.4 3.1

女性-30～39歳 89 4.5 31.5 11.2 24.7 25.8 2.2

女性-40～49歳 117 6.0 35.9 12.0 35.0 9.4 1.7

女性-50～59歳 134 6.7 29.9 11.9 38.8 10.4 2.2

女性-60～69歳 147 6.1 22.4 20.4 37.4 8.2 5.4

女性-70歳以上 277 15.2 23.1 6.9 25.3 7.9 21.7
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６．地域での活動、交流、支えあいなどについて 

 

問10 あなたは、現在、どのような地域活動に参加していますか。また、現在参加していない活動に今後参加

してみたいですか。（○印はそれぞれひとつだけ） 

・ 「現在参加している（月１回以上）」が最も多いのは「自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイ

ベントも含む）」で 10.2％、その他は 1 割未満となっている。 

・ 「現在参加している（月１回以上）」、「現在参加していないが、参加してみたい」、「参加してみたいが、今はでき

ない」を合わせて参加意向をみると、いずれの地域活動も参加意向は 「現在参加している（月１回以上）」と乖

離がありもっと高い数値となっている。 

・ 「身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保全」、「趣味を楽しむサークル活動（文化・芸術・ス

ポーツの参加等）」で「参加してみたいが、今はできない」が最も多くなっている以外は、「参加してみたいとは

思わない」が最も多い。特に「民生委員・児童委員、スポーツ推進委員など各種委員会の活動」、「地域での小

商い（マルシェでの出店など）」、「老人クラブの活動」、「子ども会、婦人会の活動」では６割以上が「参加してみ

たいとは思わない」と回答している。 

・ 「現在参加している」人（「現在参加している」を 1 つでも選んだ方）は 26.1％となっている。 

※ 参加意向は、「現在参加している（月 1 回以上）」「現在参加していないが、参加してみたい」「参加してみた

いが、今はできない」の合計。【 】内は「現在参加している（月 1 回以上）」の割合。 

 

地域活動への参加意向 上位 5 位                                参加意向           

第 1 位 趣味を楽しむサークル活動（文化・芸術・スポーツの参加等） 61.2％  【 8.0％】 

第 2 位 身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保全 57.3％ 【 6.6％】 

第 3 位 自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイベントも含む） 53.0％ 【10.2％】 

第 4 位 資源回収やごみの分別、リサイクル活動 49.8％ 【 9.7％】 

第 5 位 高齢者や障害者に対するボランティア活動 47.5％ 【 3.4％】 
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・ 過去調査と比較すると、一部選択肢の修正があったため単純に比較とはならないが、「交通安全や防災・防犯

などの地域の安全活動」、「子ども会、婦人会の活動」、「老人クラブの活動」、「登下校見守りや学校ボランティ

ア等の PTA 活動(※8)」は平成 26 年度から一貫して減少傾向である。また、今回調査から「自治会・町内会

の活動」、「お祭りや盆踊り、運動会などのイベント」を統合して「自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動

会などのイベントも含む）(※6)」としたが、統合前の２項目より大きく数値を下げている。 

 

【経年変化】「現在参加している」（※10）と回答した人の割合 

（※10） R5 は「現在参加している(月 1 回以上)」—H26、H30 より変更している 

 

 

※1 「身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保全」（Ｒ５）

　　　→「身近な道路や公園などの清掃活動｣と「公園での花壇づくりや美化活動、身近な水辺の緑地の自然環境の保全」の２項目(H30,26)を統一

※2　「在日外国人や海外との交流・支援などの活動」(H30,H26)より変更

※３　「文化・芸術・スポーツの参加や振興」(H30,H26)より変更

※4　R5より追加

※5　R5より追加

※6 「自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイベントも含む）」(R5)

　　　→「自治会・町内会の活動」「お祭りや盆踊り、運動会などのイベント」の２項目(H30,H26)を統一

※7　H30より追加

※8　「PTA活動」(H30,H26)より変更

※9　H30より廃止
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■ 性年代別 地域活動の参加状況・参加意向（問 10×性年代） 

①高齢者や障害者に対するボランティア活動 

＜性年代別＞ 

・ 70 歳以上男性と 60 代以上の女性では「参加してみたいが、今はできない」、それ以外では「参加してみた

いとは思わない」が最も多い。 

 

②身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保全 

＜性年代別＞ 

・ 10～20代の男女、30代・50代女性では「参加してみたいとは思わない」、それ以外では「参加してみたい

が、今はできない」が最も多い。 

 

問10① 高齢者や障害者に対するボランティア活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

全体 1676 3.4 6.3 37.8 44.2
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 0.0 26.7 68.9

男性-30～39歳 57 0.0 7.0 26.3 64.9

男性-40～49歳 79 0.0 2.5 30.4 65.8

男性-50～59歳 113 4.4 4.4 39.8 49.6

男性-60～69歳 110 1.8 5.5 41.8 45.5

男性-70歳以上 252 6.7 6.7 41.3 35.7

女性-18～29歳 64 1.6 15.6 35.9 46.9

女性-30～39歳 89 0.0 3.4 38.2 55.1

女性-40～49歳 117 1.7 2.6 42.7 53.0

女性-50～59歳 134 2.2 7.5 37.3 51.5

女性-60～69歳 147 2.7 8.8 49.0 36.7

女性-70歳以上 277 6.9 6.1 33.9 32.1

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 6.6 10.7 40.1 33.8 8.9
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 13.3 33.3 48.9 4.4

男性-30～39歳 57 3.5 10.5 45.6 38.6 1.8

男性-40～49歳 79 0.0 10.1 51.9 36.7 1.3

男性-50～59歳 113 4.4 13.3 45.1 34.5 2.7

男性-60～69歳 110 2.7 11.8 46.4 33.6 5.5

男性-70歳以上 252 18.7 9.9 39.3 24.6 7.5

女性-18～29歳 64 1.6 20.3 37.5 40.6 0.0

女性-30～39歳 89 3.4 9.0 33.7 50.6 3.4

女性-40～49歳 117 3.4 8.5 44.4 43.6 0.0

女性-50～59歳 134 2.2 9.7 41.8 44.0 2.2

女性-60～69歳 147 4.8 8.2 49.7 33.3 4.1

女性-70歳以上 277 7.6 9.7 36.5 22.7 23.5

問10② 身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保
全
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③資源回収やごみの分別、リサイクル活動 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

  

 

④保育ボランティアなどの子育て支援活動 

＜性年代別＞ 

・ 30 代の男性、30 代 40 代の女性では「参加してみたいが、今はできない」が最も多く、それ以外では「参

加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

問10③ 資源回収やごみの分別、リサイクル活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 9.7 8.3 31.8 40.9 9.3
性年代別 男性-18～29歳 45 2.2 4.4 37.8 51.1 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 15.8 40.4 42.1 1.8

男性-40～49歳 79 6.3 5.1 38.0 49.4 1.3

男性-50～59歳 113 8.8 8.0 37.2 43.4 2.7

男性-60～69歳 110 8.2 11.8 30.9 43.6 5.5

男性-70歳以上 252 16.3 8.3 32.5 33.3 9.5

女性-18～29歳 64 4.7 20.3 26.6 48.4 0.0

女性-30～39歳 89 13.5 7.9 22.5 51.7 4.5

女性-40～49歳 117 6.8 6.0 35.0 52.1 0.0

女性-50～59歳 134 6.7 8.2 32.1 51.5 1.5

女性-60～69歳 147 11.6 8.2 36.7 38.8 4.8

女性-70歳以上 277 10.8 6.1 28.2 32.1 22.7

問10④ 保育ボランティアなどの子育て支援活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 1.3 9.2 32.7 46.5 10.2
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 28.9 62.2 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 17.5 43.9 36.8 1.8

男性-40～49歳 79 2.5 2.5 30.4 63.3 1.3

男性-50～59歳 113 0.0 9.7 31.0 56.6 2.7

男性-60～69歳 110 0.9 6.4 32.7 53.6 6.4

男性-70歳以上 252 2.4 3.6 29.0 53.2 11.9

女性-18～29歳 64 0.0 20.3 37.5 40.6 1.6

女性-30～39歳 89 0.0 11.2 47.2 38.2 3.4

女性-40～49歳 117 1.7 16.2 41.0 41.0 0.0

女性-50～59歳 134 3.0 13.4 34.3 47.8 1.5

女性-60～69歳 147 1.4 11.6 37.4 46.3 3.4

女性-70歳以上 277 1.4 7.6 25.6 40.8 24.5
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⑤交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

 

⑥国際交流・支援などの活動  

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

  

 

  

問10⑤ 交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 1.7 9.0 35.4 43.9 10.0
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 31.1 60.0 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 8.8 42.1 47.4 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 6.3 43.0 48.1 1.3

男性-50～59歳 113 0.9 15.0 38.9 42.5 2.7

男性-60～69歳 110 1.8 12.7 36.4 43.6 5.5

男性-70歳以上 252 5.2 7.1 38.1 40.1 9.5

女性-18～29歳 64 0.0 17.2 28.1 54.7 0.0

女性-30～39歳 89 0.0 6.7 36.0 51.7 5.6

女性-40～49歳 117 1.7 10.3 40.2 47.0 0.9

女性-50～59歳 134 0.7 9.7 30.6 57.5 1.5

女性-60～69歳 147 2.7 8.2 39.5 46.3 3.4

女性-70歳以上 277 1.4 6.1 30.0 36.5 26.0

問10⑥ 国際交流・支援などの活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 0.4 11.4 27.4 50.7 10.1
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 20.0 26.7 48.9 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 8.8 35.1 54.4 1.8

男性-40～49歳 79 0.0 15.2 34.2 49.4 1.3

男性-50～59歳 113 0.0 15.9 27.4 54.0 2.7

男性-60～69歳 110 0.0 12.7 23.6 59.1 4.5

男性-70歳以上 252 0.8 10.3 26.2 52.8 9.9

女性-18～29歳 64 0.0 25.0 31.3 43.8 0.0

女性-30～39歳 89 0.0 15.7 32.6 47.2 4.5

女性-40～49歳 117 0.0 12.8 37.6 49.6 0.0

女性-50～59歳 134 0.0 13.4 29.9 54.5 2.2

女性-60～69歳 147 0.7 6.8 26.5 61.9 4.1

女性-70歳以上 277 0.4 5.4 21.3 46.2 26.7



 
68

⑦趣味を楽しむサークル活動（文化・芸術・スポーツの参加等） 

＜性年代別＞ 

・ 10～20 代・50 代男性では「参加してみたいとは思わない」、それ以外では「参加してみたいが、今はでき

ない」が最も多い。 

   

 

⑧地域住民の交流の場づくり（住民が運営するサロンでの茶話会など） 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

  

 

  

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 8.0 17.8 35.4 30.5 8.3
性年代別 男性-18～29歳 45 4.4 15.6 33.3 42.2 4.4

男性-30～39歳 57 3.5 17.5 49.1 28.1 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 12.7 48.1 36.7 1.3

男性-50～59歳 113 3.5 10.6 39.8 43.4 2.7

男性-60～69歳 110 0.9 19.1 39.1 35.5 5.5

男性-70歳以上 252 15.9 17.5 29.8 28.2 8.7

女性-18～29歳 64 0.0 34.4 40.6 25.0 0.0

女性-30～39歳 89 2.2 22.5 39.3 32.6 3.4

女性-40～49歳 117 3.4 18.8 42.7 35.0 0.0

女性-50～59歳 134 5.2 21.6 37.3 34.3 1.5

女性-60～69歳 147 8.2 20.4 39.5 29.3 2.7

女性-70歳以上 277 17.3 13.4 27.4 21.7 20.2

問10⑦ 趣味を楽しむサークル活動（文化・芸術・スポーツの参加
等）

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 2.2 11.3 27.1 50.1 9.2
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 4.4 13.3 77.8 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 5.3 29.8 63.2 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 3.8 20.3 73.4 1.3

男性-50～59歳 113 2.7 4.4 23.9 65.5 3.5

男性-60～69歳 110 0.0 9.1 28.2 57.3 5.5

男性-70歳以上 252 4.0 14.3 28.2 43.7 9.9

女性-18～29歳 64 1.6 15.6 34.4 48.4 0.0

女性-30～39歳 89 0.0 6.7 28.1 60.7 4.5

女性-40～49歳 117 0.0 7.7 29.9 61.5 0.9

女性-50～59歳 134 0.7 9.7 29.9 58.2 1.5

女性-60～69歳 147 2.0 15.0 36.1 44.2 2.7

女性-70歳以上 277 5.1 18.4 23.5 30.3 22.7

問10⑧ 地域住民の交流の場づくり（住民が運営するサロンでの茶
話会など）
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⑨地域での小商い（マルシェでの出店など） 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

⑩自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイベントも含む） 

＜性年代別＞ 

・ 30 代までの女性では「現在参加していないが、参加してみたい」、30 代男性では「参加してみたいが、今

はできない」、40 代女性では「参加してみたいが、今はできない」、「参加してみたいとは思わない」が同率、

それ以外では「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

  

問10⑨ 地域での小商い（マルシェでの出店など）

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 0.3 7.8 18.2 63.7 10.0
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 8.9 17.8 68.9 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 15.8 19.3 64.9 0.0

男性-40～49歳 79 0.0 7.6 21.5 69.6 1.3

男性-50～59歳 113 0.0 7.1 23.0 66.4 3.5

男性-60～69歳 110 0.0 2.7 15.5 75.5 6.4

男性-70歳以上 252 0.4 6.0 11.1 71.4 11.1

女性-18～29歳 64 1.6 20.3 20.3 56.3 1.6

女性-30～39歳 89 0.0 9.0 24.7 62.9 3.4

女性-40～49歳 117 0.0 8.5 27.4 64.1 0.0

女性-50～59歳 134 0.0 10.4 21.6 65.7 2.2

女性-60～69歳 147 1.4 9.5 19.7 66.7 2.7

女性-70歳以上 277 0.4 6.1 13.0 54.5 26.0

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 10.2 15.5 27.3 39.1 7.9
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 15.6 22.2 57.8 4.4

男性-30～39歳 57 3.5 33.3 36.8 26.3 0.0

男性-40～49歳 79 2.5 16.5 34.2 45.6 1.3

男性-50～59歳 113 9.7 8.8 27.4 51.3 2.7

男性-60～69歳 110 8.2 15.5 26.4 43.6 6.4

男性-70歳以上 252 14.7 12.3 25.4 38.1 9.5

女性-18～29歳 64 1.6 43.8 21.9 32.8 0.0

女性-30～39歳 89 11.2 32.6 22.5 31.5 2.2

女性-40～49歳 117 13.7 23.1 31.6 31.6 0.0

女性-50～59歳 134 9.7 11.9 27.6 48.5 2.2

女性-60～69歳 147 12.9 11.6 25.2 46.9 3.4

女性-70歳以上 277 13.4 9.4 26.4 33.2 17.7

問10⑩ 自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイ
ベントも含む）
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⑪子ども会、婦人会の活動 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

⑫民生委員・児童委員、スポーツ推進委員など各種委員会の活動  

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

⑬老人クラブの活動 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

 

 

  

問10⑪ 子ども会、婦人会の活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 3.6 6.2 19.4 60.8 10.0
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 2.2 17.8 75.6 4.4

男性-30～39歳 57 1.8 19.3 29.8 47.4 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 12.7 20.3 64.6 1.3

男性-50～59歳 113 2.7 4.4 19.5 70.8 2.7

男性-60～69歳 110 0.9 5.5 15.5 71.8 6.4

男性-70歳以上 252 3.2 3.2 16.7 64.7 12.3

女性-18～29歳 64 0.0 14.1 26.6 59.4 0.0

女性-30～39歳 89 7.9 14.6 20.2 55.1 2.2

女性-40～49歳 117 12.0 8.5 19.7 59.8 0.0

女性-50～59歳 134 0.7 4.5 17.9 75.4 1.5

女性-60～69歳 147 4.1 2.0 21.1 68.7 4.1

女性-70歳以上 277 5.4 6.1 17.0 46.6 24.9

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 1.5 4.8 18.9 65.3 9.5
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 2.2 15.6 77.8 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 5.3 26.3 64.9 3.5

男性-40～49歳 79 0.0 6.3 24.1 68.4 1.3

男性-50～59歳 113 2.7 5.3 21.2 67.3 3.5

男性-60～69歳 110 1.8 6.4 19.1 67.3 5.5

男性-70歳以上 252 3.2 5.2 21.8 59.9 9.9

女性-18～29歳 64 1.6 12.5 17.2 68.8 0.0

女性-30～39歳 89 0.0 9.0 15.7 70.8 4.5

女性-40～49歳 117 0.0 6.8 18.8 74.4 0.0

女性-50～59歳 134 0.7 4.5 14.9 78.4 1.5

女性-60～69歳 147 2.7 1.4 19.7 72.8 3.4

女性-70歳以上 277 1.4 2.9 16.6 54.5 24.5

問10⑫ 民生委員・児童委員、スポーツ推進委員など各種委員会の
活動

問10⑬ 老人クラブの活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 3.4 4.2 21.0 62.7 8.7
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 0.0 8.9 86.7 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 1.8 15.8 80.7 1.8

男性-40～49歳 79 0.0 1.3 19.0 78.5 1.3

男性-50～59歳 113 1.8 2.7 24.8 69.0 1.8

男性-60～69歳 110 0.9 2.7 27.3 63.6 5.5

男性-70歳以上 252 9.1 7.5 26.2 49.2 7.9

女性-18～29歳 64 1.6 9.4 7.8 81.3 0.0

女性-30～39歳 89 0.0 0.0 10.1 85.4 4.5

女性-40～49歳 117 0.0 3.4 17.9 78.6 0.0

女性-50～59歳 134 0.0 1.5 20.9 76.1 1.5

女性-60～69歳 147 0.7 2.7 26.5 66.0 4.1

女性-70歳以上 277 7.9 6.5 23.5 39.7 22.4
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⑭登下校見守りや学校ボランティア等の PTA 活動 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

 

⑮建物の用途や高さなど建物についてのルールや美しいまちなみづくり 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「参加してみたいとは思わない」が最も多い。 

  

 

  

問10⑭ 登下校見守りや学校ボランティア等のPTA活動

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 3.2 6.6 26.6 54.5 9.1
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 0.0 15.6 80.0 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 10.5 33.3 54.4 1.8

男性-40～49歳 79 2.5 6.3 26.6 63.3 1.3

男性-50～59歳 113 0.0 5.3 30.1 62.8 1.8

男性-60～69歳 110 0.9 7.3 30.9 55.5 5.5

男性-70歳以上 252 5.6 7.1 29.8 47.6 9.9

女性-18～29歳 64 0.0 10.9 17.2 71.9 0.0

女性-30～39歳 89 10.1 4.5 27.0 55.1 3.4

女性-40～49歳 117 13.7 8.5 25.6 52.1 0.0

女性-50～59歳 134 1.5 6.0 25.4 65.7 1.5

女性-60～69歳 147 1.4 5.4 29.3 60.5 3.4

女性-70歳以上 277 1.8 6.9 23.1 45.8 22.4

合計 現在参加し
ている（月１
回以上）

現在参加し
ていない
が、参加し
てみたい

参加してみ
たいが、今
はできない

参加してみ
たいとは思
わない

無回答

全体 1676 0.5 7.6 23.5 57.8 10.5
性年代別 男性-18～29歳 45 0.0 8.9 28.9 57.8 4.4

男性-30～39歳 57 0.0 5.3 33.3 59.6 1.8

男性-40～49歳 79 1.3 11.4 24.1 62.0 1.3

男性-50～59歳 113 0.0 9.7 26.5 61.1 2.7

男性-60～69歳 110 0.9 12.7 26.4 53.6 6.4

男性-70歳以上 252 1.2 9.9 27.0 50.8 11.1

女性-18～29歳 64 0.0 9.4 20.3 68.8 1.6

女性-30～39歳 89 1.1 10.1 20.2 65.2 3.4

女性-40～49歳 117 0.0 7.7 21.4 70.9 0.0

女性-50～59歳 134 0.0 6.7 19.4 72.4 1.5

女性-60～69歳 147 1.4 3.4 25.9 66.0 3.4

女性-70歳以上 277 0.4 4.0 18.1 49.1 28.5

問10⑮ 建物の用途や高さなど建物についてのルールや美しいま
ちなみづくり
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【参考】市民意識調査(令和 5 年度) 1 年前と比べた生活の変化(18 区比較) 

問 12 新型コロナウイルス感染症の取扱いが変更されましたが、一年前の今ごろとくらべて、あなたの生

活で次のことが増えましたか。それとも減りましたか。 

問 12（キ）地域の人とのつながり 

 

 

 

  

5.4

6.8

2.2

5.2

3.6

2.9

6.9

4.6

5.6

7.7

11.5

4.3

3.6

4.7

4.7

6.0

3.9

9.5

3.6

70.4

69.3

79.9

75.9

71.1

61.0

69.5

70.6

66.1

70.3

68.5

71.7

74.5

76.5

76.4

69.9

70.1

58.9

77.1

21.7

22.2

17.2

15.5

21.7

30.5

22.1

23.9

26.6

20.9

17.7

21.7

21.8

17.1

17.9

20.8

23.4

26.3

19.3

2.6

1.7

0.7

3.4

3.6

5.7

1.5

0.9

1.6

1.1

2.3

2.2

1.8

0.9

3.3

2.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横浜市(n=2203）

鶴見区(n=176）

神奈川区(n=134）

西区(n=58）

中区(n=83）

南区(n=105）

港南区(n=131）

保土ケ谷区(n=109）

旭区(n=124）

磯子区(n=91）

金沢区(n=130）

港北区(n=184）

緑区(n=110）

青葉区(n=170）

都筑区(n=106）

戸塚区(n=183）

栄区(n=77）

泉区(n=95）

瀬谷区(n=83）

増えた 変わらない 減った 無回答
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問10-1 参加する（した）きっかけは何ですか。（問10で「1現在参加している」を１つでも選んだ方、○印はい

くつでも） 

・ 「当番制で役割が回ってきたから」が 31.1％で最も多い。次いで「地域のためにできることをしたいと思った

から」が 29.1％､「地域住民として当然だと思ったから」が 28.1％、「交友の幅を広げたかったから」が

20.4％などと続く。 

 

 

 

問10-2 参加できない/しない理由はなんですか（問10で「３参加してみたいが今はできない」、「４参加して

みたいとは思わない」を１つでも選んだ方、○印はいくつでも） 

・ 「仕事や家事などで時間がとれないから」が 54.9％で、突出して多くなっている。以下「興味・関心がないから」

（23.4％）、「きっかけがないから」（18.7％）、「趣味や余暇などの自分の時間がなくなるから」（16.5％）など

となっている。 
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■ 性年代別 参加できない/しない理由（問 10-2×性年代別） 

・ 70歳以上女性のみ「その他」、それ以外では「仕事や家事などで時間がとれないから」が最も多くなっている。

また、50 代までの男女で「仕事や家事などで時間がとれないから」、30 代までの男女で「興味・関心がないか

ら」、10～20 代男性で「どうしたら活動に参加できるか分からないから」、「きっかけがないから」、10～20 代

と 40 代の男性で「趣味や余暇などの自分の時間がなくなるから」が、それぞれ全体値を 10 ポイント以上上回

っている。若い男性では参加できない／しない理由が多岐にわたっている。 

 

 

■ 居住地区別 参加できない/しない理由（問 10-2×Ｆ３） 

・ いずれも「仕事や家事などで時間がとれないから」が最も多くなっている。また鶴ケ峰と希望が丘南では「仕事

や家事などで時間がとれないから」、旭中央では「どうしたら活動に参加できるか分からないから」、二俣川で

は「趣味や余暇などの自分の時間がなくなるから」、左近山では「その他」が全体値を 10 ポイント以上上回っ

ている。 

 

 

  

 

  

合計 仕
事
や
家
事
な
ど
で
時
間
が

と
れ
な
い
か
ら

ど
う
し
た
ら
活
動
に
参
加
で

き
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

き

っ
か
け
が
な
い
か
ら

興
味
・
関
心
が
な
い
か
ら

趣
味
や
余
暇
な
ど
の
自
分
の

時
間
が
な
く
な
る
か
ら

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が
い

な
い
か
ら

活
動
す
る
場
所

（
拠
点

）
が

な
い
か
ら

自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

す
機
会
が
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 1547 54.9 12.2 18.7 23.4 16.5 8.3 2.7 4.5 14.7 3.8 7.8

男性-18～29歳 43 65.1 25.6 32.6 46.5 30.2 9.3 2.3 7.0 2.3 0.0 4.7

男性-30～39歳 56 73.2 12.5 21.4 33.9 23.2 8.9 1.8 3.6 3.6 1.8 7.1

男性-40～49歳 78 87.2 16.7 24.4 29.5 30.8 6.4 2.6 6.4 9.0 0.0 1.3

男性-50～59歳 110 70.9 11.8 17.3 20.9 15.5 9.1 4.5 4.5 5.5 5.5 6.4

男性-60～69歳 104 57.7 13.5 22.1 26.0 16.3 5.8 1.0 7.7 5.8 3.8 5.8

男性-70歳以上 231 29.0 10.0 16.9 19.9 11.7 9.1 4.3 6.9 22.9 7.4 11.7

女性-18～29歳 61 72.1 21.3 23.0 36.1 19.7 8.2 6.6 4.9 3.3 1.6 3.3

女性-30～39歳 88 75.0 12.5 14.8 36.4 23.9 10.2 1.1 0.0 5.7 1.1 8.0

女性-40～49歳 116 77.6 10.3 23.3 27.6 18.1 5.2 2.6 0.9 4.3 0.0 6.9

女性-50～59歳 131 69.5 8.4 13.7 32.1 18.3 3.8 0.8 2.3 11.5 2.3 3.1

女性-60～69歳 143 62.2 17.5 22.4 17.5 13.3 10.5 3.5 2.1 10.5 3.5 5.6

女性-70歳以上 226 21.7 7.5 16.8 11.1 11.5 6.6 2.7 4.4 39.8 5.3 10.2

性年代別

問10-2 参加できない/しない理由

合計 仕
事
や
家
事
な
ど
で
時
間
が

と
れ
な
い
か
ら

ど
う
し
た
ら
活
動
に
参
加
で

き
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

き
っ
か
け
が
な
い
か
ら

興
味
・
関
心
が
な
い
か
ら

趣
味
や
余
暇
な
ど
の
自
分
の

時
間
が
な
く
な
る
か
ら

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が
い

な
い
か
ら

活
動
す
る
場
所

（
拠
点

）
が

な
い
か
ら

自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

す
機
会
が
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 1547 54.9 12.2 18.7 23.4 16.5 8.3 2.7 4.5 14.7 3.8 7.8

鶴ケ峰地区 169 66.9 15.4 25.4 25.4 16.0 10.1 1.8 5.3 9.5 3.6 5.3

白根地区 103 55.3 8.7 16.5 25.2 12.6 4.9 1.0 1.0 9.7 7.8 7.8

旭北地区 107 53.3 16.8 21.5 15.9 17.8 8.4 0.0 4.7 20.6 3.7 8.4

上白根地区 38 47.4 15.8 18.4 15.8 18.4 10.5 0.0 7.9 15.8 2.6 10.5

今宿地区 89 50.6 10.1 15.7 20.2 14.6 5.6 3.4 3.4 20.2 3.4 9.0

川井地区 75 49.3 13.3 17.3 20.0 9.3 9.3 8.0 2.7 13.3 6.7 12.0

若葉台地区 90 43.3 7.8 20.0 26.7 8.9 8.9 1.1 5.6 21.1 5.6 6.7

笹野台地区 72 47.2 11.1 9.7 23.6 18.1 13.9 4.2 4.2 13.9 1.4 9.7

希望が丘地区 72 63.9 16.7 20.8 29.2 9.7 5.6 2.8 1.4 19.4 1.4 6.9

希望が丘東地区 99 51.5 12.1 23.2 22.2 18.2 6.1 1.0 6.1 15.2 5.1 7.1

希望が丘南地区 60 65.0 11.7 16.7 28.3 25.0 1.7 5.0 10.0 13.3 0.0 3.3

さちが丘地区 65 64.6 12.3 13.8 24.6 13.8 6.2 3.1 1.5 15.4 1.5 1.5

万騎が原地区 63 54.0 7.9 17.5 20.6 19.0 6.3 11.1 9.5 12.7 4.8 6.3

二俣川地区 87 60.9 10.3 21.8 31.0 28.7 6.9 3.4 3.4 10.3 4.6 5.7

二俣川ニュータウン地区 85 43.5 10.6 22.4 29.4 15.3 10.6 1.2 3.5 16.5 3.5 10.6

旭中央地区 41 63.4 24.4 19.5 17.1 19.5 17.1 2.4 2.4 7.3 2.4 7.3

旭南部地区 64 59.4 7.8 17.2 28.1 23.4 4.7 3.1 3.1 12.5 3.1 6.3

左近山地区 56 50.0 14.3 14.3 16.1 17.9 3.6 0.0 1.8 28.6 1.8 3.6

市沢地区 54 55.6 11.1 20.4 24.1 16.7 16.7 5.6 7.4 13.0 1.9 14.8

地区別

問10-2 参加できない/しない理由
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７．自治会・町内会活動について 

 

問11 自治会・町内会に加入していますか。 （○印はひとつだけ） 

・ 「はい」が 79.1％と８割近くを占め、「いいえ」の 18.1％を 61 ポイント上回っている。 

・ 過去調査と比べてみると、加入割合は漸減している。 

 

 

 

 

※平成30年度、26年度調査では「加入している」、「以前は加入していたが今は加入していない」、「加入していない」、「わからな

い」 

 「加入している」を「はい」、「以前は加入していたが今は加入していない」、「加入していない」、「わからない」の合算を「いいえ」と

した 

  

はい

1,325人

79.1%

いいえ

303人

18.1%

無回答

48人

2.9%

n=1,676人

79.1

82.8

83.0

18.1

16.6

15.5

2.9

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

平成26年度

（n=1,687)

はい いいえ 無回答
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■ 性年代別 自治会・町内会への加入（問 11×性年代別） 

・ いずれも「はい」の方が多くなっているが、30 代までの男女では「いいえ」が全体値より 10 ポイント以上高く、

若い世代での加入率が低くなっている。 

 

 

■ 居住地区別 自治会・町内会への加入（問 11×Ｆ３） 

・ いずれも「はい」の方が多い。特に笹野台、万騎が原、旭中央では数値が全体値より 10 ポイント以上高く、９

割を超えている。 

 

 

  

合計 はい いいえ 無回答

全体 1676 79.1 18.1 2.9

男性-18～29歳 45 55.6 37.8 6.7

男性-30～39歳 57 63.2 36.8 0.0

男性-40～49歳 79 72.2 27.8 0.0

男性-50～59歳 113 77.0 22.1 0.9

男性-60～69歳 110 77.3 20.9 1.8

男性-70歳以上 252 85.3 11.5 3.2

女性-18～29歳 64 62.5 37.5 0.0

女性-30～39歳 89 70.8 29.2 0.0

女性-40～49歳 117 77.8 22.2 0.0

女性-50～59歳 134 87.3 11.2 1.5

女性-60～69歳 147 85.7 13.6 0.7

女性-70歳以上 277 84.5 9.4 6.1

性年代別

問11 自治会・町内会に加入

合計 はい いいえ 無回答

全体 1676 79.1 18.1 2.9

鶴ケ峰地区 184 84.8 13.0 2.2

白根地区 111 82.9 13.5 3.6

旭北地区 115 82.6 14.8 2.6

上白根地区 48 56.3 37.5 6.3

今宿地区 98 73.5 24.5 2.0

川井地区 77 67.5 28.6 3.9

若葉台地区 102 80.4 13.7 5.9

笹野台地区 75 90.7 8.0 1.3

希望が丘地区 76 73.7 22.4 3.9

希望が丘東地区 103 77.7 21.4 1.0

希望が丘南地区 65 78.5 20.0 1.5

さちが丘地区 67 82.1 16.4 1.5

万騎が原地区 68 92.6 5.9 1.5

二俣川地区 92 71.7 27.2 1.1

二俣川ニュータウン地区 91 89.0 9.9 1.1

旭中央地区 41 90.2 9.8 0.0

旭南部地区 69 69.6 24.6 5.8

左近山地区 61 77.0 19.7 3.3

市沢地区 59 79.7 20.3 0.0

地区別

問11 自治会・町内会に加入
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■ 居住年数・居住形態別 自治会・町内会への加入（問 11×Ｆ8,9） 

□ 居住年数別 

・ 居住年数では、３年未満のみ「いいえ」、それ以上では「はい」の方が多くなっている。居住年数が３年未満、3

年～5 年未満では「いいえ」が全体値より 10 ポイント以上高く、居住年数が浅いほど加入率も低い。 

□ 居住形態別 

・ 居住形態では、借家（マンション･共同住宅,社宅,公務員住宅,寮）では「いいえ」、それ以外では「はい」の方が

多い。持家（一戸建て）の加入率は９割を超えている一方、借家（一戸建て）、借家（マンション･共同住宅,社宅,

公務員住宅,寮）、その他では「いいえ」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 はい いいえ 無回答

全体 1676 79.1 18.1 2.9

３年未満 115 47.8 48.7 3.5

3年～5年未満 61 63.9 36.1 0.0

5年～10年未満 105 69.5 26.7 3.8

10年～20年未満 225 73.8 21.8 4.4

20年以上 1106 86.0 12.0 2.0

持家（一戸建て） 944 90.9 7.2 1.9

持家（マンション・共同住宅） 329 81.8 15.2 3.0

借家（一戸建て） 30 56.7 40.0 3.3

借家（ﾏﾝｼｮﾝ･共同住宅,社宅,公務員住宅,寮） 292 45.9 51.7 2.4

その他 21 42.9 42.9 14.3

Ｆ８ 旭区
の居住年
数

Ｆ９ お住
まいにつ
いて

問11 自治会・町内会に加入
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問11-1 自治会・町内会に加入していない理由は何ですか。（問11で「２ いいえ」を選んだ方、○印はいくつで

も） 

・ 「ほとんど家にいない、活動に参加できないから」が最も多く 30.7％、次いで「人づきあいが面倒、おっくうだ

から」、「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」が 29.0％で並ぶ。以下「班長や役員

になりたくないから」（25.7％）、「加入の方法がわからない、きっかけがない」（20.1％）を２割以上の人が挙

げている。 

・ 過去調査と比べてみると、「人づきあいが面倒、おっくうだから」、「班長や役員になりたくないから」、「会費を

払いたくない、負担が大きいから」の３項目が平成 26 年度調査から継続して増加している。 
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■ 性年代別 自治会・町内会に加入していない理由（問 11-1×性年代） 

・ 30 代男性では「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」、40 代男性では「人づきあい

が面倒、おっくうだから」、50 代・60 代男性と 30 代・50 代女性では「ほとんど家にいない、活動に参加でき

ないから」、70 歳以上男性では「その他」、10～20 代・40 代女性では「加入の方法がわからない、きっかけ

がない」が最も多く、10～20 代男性では「人づきあいが面倒、おっくうだから」、「ほとんど家にいない、活動

に参加できないから」、「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」、「加入の方法がわか

らない、きっかけがない」、60 代女性では「ほとんど家にいない、活動に参加できないから」、「班長や役員に

なりたくないから」、70 歳以上女性では「人づきあいが面倒、おっくうだから」、「その他」が同率となっており、

回答は分散した。 

・ また、「人づきあいが面倒、おっくうだから」は 40 代男性、「ほとんど家にいない、活動に参加できないから」は

50 代男性と 30 代女性、「班長や役員になりたくないから」は 40 代・50 代男性、「会費を払いたくない、負担

が大きいから」は 30 代・40 代男性、「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」は 30

代・50 代男性、「引っ越す予定があるから、学生又は単身者だから」は 10～20 代男性、「マンション（アパー

ト）で、他に誰も加入していないから」は 10～20 代・30 代男性と 60 代女性、「加入の方法がわからない、き

っかけがない」は 10～20 代男女と 30 代・40 代女性で、それぞれ数値が全体値を 10 ポイント以上上回っ

ている。 

 
 

  

合計 人
づ
き
あ
い
が
面
倒

、
お

っ

く
う
だ
か
ら

ほ
と
ん
ど
家
に
い
な
い

、
活

動
に
参
加
で
き
な
い
か
ら

班
長
や
役
員
に
な
り
た
く
な

い
か
ら

会
費
を
払
い
た
く
な
い

、
負

担
が
大
き
い
か
ら

情
報
伝
達
の
方
法
が
回
覧
板

等
ア
ナ
ロ
グ
で
面
倒

、
わ
か

り
づ
ら
い

何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
、
加
入
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な

い
か
ら

引
っ
越
す
予
定
が
あ
る
か

ら

、
学
生
又
は
単
身
者
だ
か

ら マ
ン
シ
ョ
ン

（
ア
パ
ー
ト

）

で

、
他
に
誰
も
加
入
し
て
い

な
い
か
ら

加
入
の
方
法
が
わ
か
ら
な

い

、
き

っ
か
け
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 303 29.0 30.7 25.7 16.2 9.2 29.0 7.6 17.8 20.1 13.9 3.0

男性-18～29歳 17 35.3 35.3 23.5 23.5 5.9 35.3 23.5 29.4 35.3 5.9 5.9

男性-30～39歳 21 38.1 19.0 23.8 33.3 14.3 57.1 4.8 28.6 19.0 9.5 0.0

男性-40～49歳 22 54.5 31.8 36.4 27.3 9.1 22.7 4.5 27.3 18.2 9.1 0.0

男性-50～59歳 25 28.0 52.0 36.0 16.0 16.0 44.0 12.0 16.0 8.0 16.0 0.0

男性-60～69歳 23 26.1 39.1 30.4 17.4 8.7 30.4 8.7 26.1 8.7 8.7 0.0

男性-70歳以上 29 34.5 13.8 17.2 0.0 10.3 20.7 0.0 13.8 6.9 41.4 0.0

女性-18～29歳 24 20.8 33.3 12.5 16.7 8.3 29.2 12.5 4.2 37.5 0.0 0.0

女性-30～39歳 26 19.2 46.2 15.4 15.4 11.5 38.5 7.7 7.7 42.3 7.7 3.8

女性-40～49歳 26 26.9 30.8 30.8 15.4 11.5 30.8 7.7 15.4 34.6 11.5 0.0

女性-50～59歳 15 13.3 40.0 33.3 6.7 6.7 33.3 0.0 13.3 20.0 13.3 0.0

女性-60～69歳 20 25.0 35.0 35.0 5.0 10.0 5.0 15.0 30.0 20.0 10.0 0.0

女性-70歳以上 26 26.9 3.8 19.2 0.0 0.0 7.7 0.0 15.4 3.8 26.9 15.4

性年代別

問11-1 自治会・町内会に加入していない理由
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■ 居住年数・居住形態別 自治会・町内会に加入していない理由（問 11-1×Ｆ8,9） 

□ 居住年数別 

・ 居住年数では、３年未満では「ほとんど家にいない、活動に参加できないから」、3 年～5 年未満では「加入の

方法がわからない、きっかけがない」、5 年～10 年未満では「何をしているのかわからない、加入メリットがわ

からないから」、10 年～20 年未満では「人づきあいが面倒、おっくうだから」が最も多く、20 年以上では「ほ

とんど家にいない、活動に参加できないから」、「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」

が同率となっている。 

・ 居住年数 3 年～5 年未満では「加入の方法がわからない、きっかけがない」、5 年～10 年未満では「何をし

ているのかわからない、加入メリットがわからないから」、10 年～20 年未満では「人づきあいが面倒、おっく

うだから」、「班長や役員になりたくないから」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

□ 居住形態別 

・ 居住形態では、持家（一戸建て）で「何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから」、持家（マ

ンション・共同住宅）、借家（一戸建て）では「人づきあいが面倒、おっくうだから」、借家（マンション･共同住宅,

社宅,公務員住宅,寮）では「ほとんど家にいない、活動に参加できないから」が最も多くなっている。 

 

  

合計 人
づ
き
あ
い
が
面
倒

、
お

っ

く
う
だ
か
ら

ほ
と
ん
ど
家
に
い
な
い

、
活

動
に
参
加
で
き
な
い
か
ら

班
長
や
役
員
に
な
り
た
く
な

い
か
ら

会
費
を
払
い
た
く
な
い

、
負

担
が
大
き
い
か
ら

情
報
伝
達
の
方
法
が
回
覧
板

等
ア
ナ
ロ
グ
で
面
倒

、
わ
か

り
づ
ら
い

何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
、
加
入
メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な

い
か
ら

引

っ
越
す
予
定
が
あ
る
か

ら

、
学
生
又
は
単
身
者
だ
か

ら マ
ン
シ
ョ
ン

（
ア
パ
ー
ト

）

で

、
他
に
誰
も
加
入
し
て
い

な
い
か
ら

加
入
の
方
法
が
わ
か
ら
な

い

、
き

っ
か
け
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 303 29.0 30.7 25.7 16.2 9.2 29.0 7.6 17.8 20.1 13.9 3.0

３年未満 56 26.8 39.3 23.2 25.0 10.7 30.4 16.1 17.9 37.5 3.6 3.6

3年～5年未満 22 36.4 31.8 18.2 9.1 4.5 27.3 4.5 22.7 40.9 4.5 0.0

5年～10年未満 28 25.0 32.1 32.1 21.4 7.1 42.9 3.6 17.9 21.4 7.1 0.0

10年～20年未満 49 42.9 28.6 36.7 18.4 10.2 26.5 4.1 22.4 14.3 16.3 4.1

20年以上 133 26.3 27.8 24.8 11.3 9.8 27.8 7.5 15.0 11.3 21.1 2.3

持家（一戸建て） 68 33.8 23.5 30.9 14.7 13.2 35.3 4.4 0.0 23.5 16.2 2.9

持家（マンション・共同住宅） 50 30.0 20.0 22.0 14.0 8.0 28.0 8.0 24.0 18.0 22.0 0.0

借家（一戸建て） 12 50.0 33.3 25.0 8.3 16.7 41.7 16.7 8.3 33.3 16.7 0.0

借家（ﾏﾝｼｮﾝ･共同住宅,社宅,公務員住宅,寮） 151 26.5 38.4 26.5 18.5 7.9 28.5 9.3 25.2 18.5 8.6 2.6

その他 9 22.2 11.1 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 44.4 22.2

Ｆ９ お住
まいにつ
いて

Ｆ８ 旭区
の居住年
数

問11-1 自治会・町内会に加入していない理由
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問12 自治会・町内会が実施している取組で、知っているものをお選びください。 （○印はいくつでも） 

・ 「回覧板・掲示板による情報の周知」が最も多く 88.5％で、９割近く人が知っているとしている。次いで「お祭

り・イベントの実施」が 74.6％である。以下、５割以上の人が挙げている項目は「防犯パトロール、見守り活動、

防犯灯の維持管理など防犯・交通安全活動」（62.7％）、「防災訓練の実施や防災資機材の備蓄など防災活動」

（54.5％）、「ごみ集積所の管理や資源物回収」（63.6％）、「清掃・美化活動」（52.7％）と、多岐にわたる活動

が認知されている。 

 

■ 性年代別 自治会・町内会が実施している取組で知っているもの（問 12×性年代） 

・ いずれも「回覧板・掲示板による情報の周知」が最も多い。 

・ また、70 歳以上男性と 60 代女性で「お祭り・イベントの実施」、60 代女性で「防犯パトロール、見守り活動、

防犯灯の維持管理など防犯・交通安全活動」、50代以上の女性で「防災訓練の実施や防災資機材の備蓄など

防災活動」、50・60 代女性で「ごみ集積所の管理や資源物回収」、「高齢者や障害者支援、子育て支援など福

祉活動」、「会員への慶弔事業」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

  

合計 回
覧
板
・
掲
示
板
に
よ
る
情

報
の
周
知

お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

、
見
守
り

活
動

、
防
犯
灯
の
維
持
管
理

な
ど
防
犯
・
交
通
安
全
活
動

防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
資

機
材
の
備
蓄
な
ど
防
災
活
動

ご
み
集
積
所
の
管
理
や
資
源

物
回
収

清
掃
・
美
化
活
動

高
齢
者
や
障
害
者
支
援

、
子

育
て
支
援
な
ど
福
祉
活
動

会
員
へ
の
慶
弔
事
業

無
回
答

全体 1676 88.5 74.6 62.7 54.5 63.6 52.7 28.6 39.6 5.8

男性-18～29歳 45 75.6 55.6 35.6 20.0 37.8 22.2 6.7 6.7 13.3

男性-30～39歳 57 86.0 57.9 36.8 31.6 54.4 38.6 17.5 21.1 3.5

男性-40～49歳 79 89.9 72.2 55.7 40.5 55.7 44.3 12.7 29.1 1.3

男性-50～59歳 113 83.2 69.0 50.4 32.7 55.8 37.2 22.1 30.1 4.4

男性-60～69歳 110 88.2 75.5 69.1 60.0 63.6 60.0 32.7 36.4 3.6

男性-70歳以上 252 94.4 86.1 68.3 61.9 70.6 59.5 32.1 44.0 3.2

女性-18～29歳 64 67.2 54.7 48.4 25.0 40.6 40.6 17.2 17.2 9.4

女性-30～39歳 89 83.1 62.9 51.7 37.1 53.9 41.6 15.7 28.1 11.2

女性-40～49歳 117 88.9 76.9 64.1 55.6 58.1 56.4 28.2 38.5 5.1

女性-50～59歳 134 94.8 79.9 72.4 67.2 76.9 61.9 40.3 58.2 4.5

女性-60～69歳 147 95.2 87.8 79.6 73.5 74.1 62.6 41.5 54.4 1.4

女性-70歳以上 277 91.3 75.1 66.4 65.3 69.7 56.7 31.0 46.9 6.1

性年代別

問12 自治会・町内会が実施している取組で知っているもの
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問 13 あなたは、隣近所とどの程度のつき合いを望んでいますか。最もあてはまるものをお選びください。

（○印はひとつだけ） 

・ 「顔をあわせたら挨拶する程度」が 35.8％で最も多い。次いで「助け合うまではしなくても、立ち話や世間話

ができる」が 30.4％、「困った時に相談や助け合いができる」が 18.4％などとなっている。 

・ 過去調査と比較すると、平成 30 年度から令和５年度にかけて「顔をあわせたら挨拶する程度」が増加してい

る一方、「助け合うまではしなくても、立ち話や世間話ができる」は減少している。「困った時に相談や助け合い

ができる」、「常から簡単な頼みごとができる」は平成 26 年度から一貫して減少傾向である。 

・ 横浜市民意識調査(令和 5 年度)では、「一緒に買い物に行ったり、気の合った人と親しくしている」と「困った

時に相談や助け合いができる」を合わせた『比較的親密なつきあい方』の割合が 15.3％と旭区は 18 区中最

も高い。 

 

 

 

 

  

35.8

27.5

28.2

30.4

37.2

33.1

18.4

21.6

23.9

5.6

7.2

12.1

1.2

0.6

1.3

1.3

1.4

7.3

4.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

平成26年度

（n=1,687)

顔をあわせたら挨拶する程度 助け合うまではしなくても、立ち話や世間話ができる

困った時に相談や助け合いができる 常から簡単な頼みごとができる

その他 隣近所でのつき合いは必要ない

無回答
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【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度)  隣近所と普段のつき合い方(18 区比較) 

問５ あなたは、隣近所と普段どのようなつき合い方をしていますか。 

 

【参考】横浜市民意識調査(令和 5 年度)  隣近所とのつき合いをどのように感じているか (18 区比較) 

問６ あなたは、隣近所とのつき合いをどのように感じていますか。 

  

9.0

9.1

8.2

1.7

10.8

7.6

7.6

8.3

15.3

6.6

12.3

8.2

5.5

5.3

8.5

9.8

11.7

13.7

10.8

比較的親
密なつき
合い方
（計）

14.1

20.5

17.2

20.7

18.1

19.0

11.5

14.7

10.5

17.6

6.9

13.6

15.5

12.9

16.0

10.9

13.0

6.3

13.3

48.2

49.4

50.0

44.8

45.8

45.7

45.0

45.0

50.0

47.3

52.3

51.1

46.4

46.5

46.2

52.5

50.6

42.1

50.6

27.9

20.5

23.9

31.0

25.3

26.7

35.1

31.2

23.4

28.6

27.7

27.2

31.8

33.5

28.3

26.2

23.4

37.9

25.3

4.7

4.0

2.2

0.0

7.2

3.8

5.3

4.6

5.6

2.2

9.2

4.9

3.6

2.4

3.8

6.6

2.6

6.3

6.0

4.4

5.1

6.0

1.7

3.6

3.8

2.3

3.7

9.7

4.4

3.1

3.3

1.8

2.9

4.7

3.3

9.1

7.4

4.8

0.7

0.6

0.7

1.7

0.0

1.0

0.8

0.9

0.8

0.0

0.8

0.0

0.9

1.8

0.9

0.5

1.3

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

横浜市(n=2203）

鶴見区(n=176）

神奈川区(n=134）

西区(n=58）

中区(n=83）

南区(n=105）

港南区(n=131）

保土ケ谷区(n=109）

旭区(n=124）

磯子区(n=91）

金沢区(n=130）

港北区(n=184）

緑区(n=110）

青葉区(n=170）

都筑区(n=106）

戸塚区(n=183）

栄区(n=77）

泉区(n=95）

瀬谷区(n=83）

顔もよく知らない 道で会えば挨拶ぐらいする

たまに立ち話をする 一緒に買い物に行ったり、気の合った人と親しくしている

困ったとき、相談したり助け合ったりする 無回答

78.8

76.7

76.1

81.0

78.3

81.0

78.6

84.4

74.2

83.5

82.3

81.5

84.5

80.0

78.3

78.1

75.3

66.3

77.1

8.7

10.8

8.2

3.4

15.7

7.6

6.9

8.3

11.3

5.5

8.5

7.1

1.8

8.2

9.4

9.3

14.3

8.4

10.8

10.6

10.2

13.4

10.3

6.0

10.5

11.5

7.3

11.3

7.7

9.2

10.3

10.0

10.6

10.4

9.8

10.4

24.2

9.6

1.1

1.1

0.7

3.4

0.0

1.0

2.3

0.0

0.8

3.3

0.0

0.5

3.6

0.6

0.0

1.1

0.0

0.0

1.2

0.9

1.1

1.5

1.7

0.0

0.0

0.8

0.0

2.4

0.0

0.0

0.5

0.0

0.6

1.9

1.6

0.0

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

横浜市(n=2203）

鶴見区(n=176）

神奈川区(n=134）

西区(n=58）

中区(n=83）

南区(n=105）

港南区(n=131）

保土ケ谷区(n=109）

旭区(n=124）

磯子区(n=91）

金沢区(n=130）

港北区(n=184）

緑区(n=110）

青葉区(n=170）

都筑区(n=106）

戸塚区(n=183）

栄区(n=77）

泉区(n=95）

瀬谷区(n=83）

互いに干渉しあわず、さばさばしていて暮らしやすい 人間関係が薄く、みながばらばらな感じでさびしい

親密な人間関係があって、暮らしやすい 人間関係が濃密で、わずらわしい

無回答
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■ 性年代別 望ましい隣近所とのつき合い方（問 13×性年代） 

・ 70 歳以上男性と 50 代以上の女性では「助け合うまではしなくても、立ち話や世間話ができる」、それ以外で

「顔をあわせたら挨拶する程度」が最も多い。 

・ また、30 代女性で「困った時に相談や助け合いができる」、10～20 代男女で「顔をあわせたら挨拶する程度」

が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

■ 居住地区別 望ましい隣近所とのつき合い方（問 13×Ｆ３） 

・ 笹野台で「困った時に相談や助け合いができる」、若葉台、希望が丘東、さちが丘、二俣川ニュータウンで「助

け合うまではしなくても、立ち話や世間話ができる」、左近山で「助け合うまではしなくても、立ち話や世間話が

できる」、「顔をあわせたら挨拶する程度」が同率、それ以外は「顔をあわせたら挨拶する程度」が最も多い。 

・ また、笹野台で「困った時に相談や助け合いができる」、希望が丘で「顔をあわせたら挨拶する程度」が全体値

より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 困った時に相
談や助け合い
ができる

常から簡単な
頼みごとがで
きる

助け合うまで
はしなくても、
立ち話や世間
話ができる

顔をあわせた
ら挨拶する程
度

その他 隣近所でのつ
き合いは必要
ない

無回答

全体 1676 18.4 5.6 30.4 35.8 1.2 1.3 7.3

男性-18～29歳 45 13.3 6.7 8.9 66.7 0.0 0.0 4.4

男性-30～39歳 57 19.3 1.8 36.8 42.1 0.0 0.0 0.0

男性-40～49歳 79 10.1 3.8 32.9 45.6 2.5 3.8 1.3

男性-50～59歳 113 14.2 8.8 23.0 43.4 0.9 2.7 7.1

男性-60～69歳 110 14.5 4.5 30.0 44.5 0.0 0.0 6.4

男性-70歳以上 252 14.7 5.2 38.9 29.8 1.6 1.6 8.3

女性-18～29歳 64 18.8 1.6 20.3 54.7 0.0 3.1 1.6

女性-30～39歳 89 30.3 2.2 27.0 36.0 1.1 2.2 1.1

女性-40～49歳 117 23.1 3.4 22.2 45.3 0.9 0.9 4.3

女性-50～59歳 134 23.9 2.2 35.1 34.3 0.0 0.7 3.7

女性-60～69歳 147 19.7 8.2 32.0 31.3 0.7 0.0 8.2

女性-70歳以上 277 19.9 8.7 33.9 24.2 1.8 0.4 11.2

性年代別

問13 望ましい隣近所とのつき合い方

合計 困った時に相
談や助け合い
ができる

常から簡単な
頼みごとがで
きる

助け合うまで
はしなくても、
立ち話や世間
話ができる

顔をあわせた
ら挨拶する程
度

その他 隣近所でのつ
き合いは必要
ない

無回答

全体 1676 18.4 5.6 30.4 35.8 1.2 1.3 7.3

鶴ケ峰地区 184 15.8 3.3 31.5 39.1 3.3 0.5 6.5

白根地区 111 22.5 9.0 27.9 29.7 2.7 0.0 8.1

旭北地区 115 19.1 7.8 28.7 40.0 0.0 0.0 4.3

上白根地区 48 12.5 8.3 29.2 39.6 2.1 0.0 8.3

今宿地区 98 15.3 3.1 32.7 40.8 1.0 1.0 6.1

川井地区 77 23.4 5.2 20.8 42.9 0.0 0.0 7.8

若葉台地区 102 13.7 7.8 39.2 27.5 0.0 2.9 8.8

笹野台地区 75 38.7 2.7 28.0 24.0 1.3 0.0 5.3

希望が丘地区 76 13.2 5.3 23.7 47.4 2.6 1.3 6.6

希望が丘東地区 103 16.5 5.8 35.9 34.0 0.0 2.9 4.9

希望が丘南地区 65 15.4 6.2 21.5 41.5 1.5 3.1 10.8

さちが丘地区 67 11.9 7.5 37.3 32.8 1.5 3.0 6.0

万騎が原地区 68 27.9 1.5 30.9 32.4 0.0 0.0 7.4

二俣川地区 92 16.3 4.3 29.3 41.3 1.1 4.3 3.3

二俣川ニュータウン地区 91 22.0 6.6 37.4 26.4 1.1 0.0 6.6

旭中央地区 41 22.0 4.9 29.3 34.1 0.0 2.4 7.3

旭南部地区 69 18.8 7.2 24.6 43.5 2.9 0.0 2.9

左近山地区 61 13.1 8.2 32.8 32.8 0.0 0.0 13.1

市沢地区 59 18.6 6.8 33.9 35.6 0.0 0.0 5.1

地区別

問13 望ましい隣近所とのつき合い方
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問14 あなたのお住まいの地域で、地域の住民同士が取り組むべきものには、どのようなものがあると思い

ますか。（○印はいくつでも） 

・ 「防災・減災や災害時への備え」が 46.7％で最も多い。次いで「交通安全や防犯」が 42.5％である。以下「高

齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人への支援」（39.9％）、「住民同士の交流や助け

合いの促進」（39.0％）、「子どもの見守りや子育て中の人への支援」（36.9％）を３割り以上の人が挙げてお

り、安全安心に関わる項目、高齢者・障害者・子育てなどの支援に関わる項目が上位となっている。 

・ 過去調査と比較すると、平成 30 年度から令和５年度にかけて「交通安全や防犯」、「花壇づくりなどの緑化や

身近な自然環境の保全」が増加している。「高齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人へ

の支援」、「住民同士の交流や助け合いの促進」、「子どもの見守りや子育て中の人への支援」は平成 26 年度

から一貫して減少傾向である。 
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■ 性年代別 地域の住民同士が取り組むべきもの（問 14×性年代） 

・ 70 歳以上男性で「住民同士の交流や助け合いの促進」、30 代・40 代女性で「子どもの見守りや子育て中の

人への支援」、30 代までの男性で「交通安全や防犯」、10～20 代女性で「交通安全や防犯」、「防災・減災や

災害時への備え」が同率、それ以外では「防災・減災や災害時への備え」が最も多い。 

・ また、70 歳以上男性で「住民同士の交流や助け合いの促進」、「スポーツや健康づくりなどを楽しむ場やイベ

ントの開催など」、40代までの女性で「子どもの見守りや子育て中の人への支援」、10～20代女性で「交通安

全や防犯」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

■ 居住地区別 地域の住民同士が取り組むべきもの（問 14×F3） 

・ 今宿、旭中央で「高齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人への支援」、鶴ケ峰、希望が丘

南、旭南部で「交通安全や防犯」、若葉台で「高齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人へ

の支援」、「防災・減災や災害時への備え」が同率、それ以外では「防災・減災や災害時への備え」が最も多い。 

・ 若葉台で「高齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人への支援」、「文化・芸術などを楽し

む場やイベントの開催など」、「スポーツや健康づくりなどを楽しむ場やイベントの開催など」、「花壇づくりなど

の緑化や身近な自然環境の保全」、万騎が原で「交通安全や防犯」、「防災・減災や災害時への備え」、「身近な

道路や公園の清掃などの美化」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

  

合計 住
民
同
士
の
交
流
や
助
け
合

い
の
促
進

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
見
守
り
、
介
護
を
し
て

い
る
人
へ
の
支
援

子
ど
も
の
見
守
り
や
子
育
て

中
の
人
へ
の
支
援

青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
や

健
全
育
成

文
化
・
芸
術
な
ど
を
楽
し
む

場
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
な

ど
を
楽
し
む
場
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど

交
通
安
全
や
防
犯

防
災
・
減
災
や
災
害
時
へ
の

備
え

身
近
な
道
路
や
公
園
の
清
掃

な
ど
の
美
化

花
壇
づ
く
り
な
ど
の
緑
化
や

身
近
な
自
然
環
境
の
保
全

ま
ち
な
み
や
景
観
の
創
出
や

維
持

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 39.0 39.9 36.9 12.4 13.6 16.4 42.5 46.7 26.0 17.0 9.1 1.5 14.1 2.9

男性-18～29歳 45 33.3 17.8 35.6 13.3 17.8 13.3 46.7 40.0 24.4 13.3 8.9 2.2 22.2 0.0

男性-30～39歳 57 31.6 15.8 43.9 10.5 8.8 14.0 49.1 40.4 15.8 10.5 7.0 1.8 12.3 1.8

男性-40～49歳 79 31.6 27.8 39.2 12.7 13.9 16.5 38.0 40.5 16.5 16.5 6.3 3.8 22.8 1.3

男性-50～59歳 113 35.4 35.4 31.0 14.2 10.6 8.8 48.7 51.3 22.1 15.9 11.5 1.8 13.3 2.7

男性-60～69歳 110 43.6 41.8 38.2 10.0 13.6 10.0 49.1 52.7 26.4 14.5 10.9 0.0 9.1 1.8

男性-70歳以上 252 50.4 47.6 34.1 14.3 22.2 27.8 43.3 47.2 34.9 24.2 10.7 1.2 13.1 2.0

女性-18～29歳 64 40.6 31.3 51.6 18.8 14.1 18.8 56.3 56.3 29.7 15.6 12.5 0.0 7.8 0.0

女性-30～39歳 89 38.2 33.7 53.9 15.7 13.5 15.7 48.3 37.1 20.2 16.9 11.2 1.1 15.7 0.0

女性-40～49歳 117 34.2 41.9 52.1 14.5 7.7 12.0 49.6 44.4 22.2 10.3 10.3 0.9 13.7 0.0

女性-50～59歳 134 36.6 40.3 36.6 11.2 7.5 11.2 40.3 55.2 21.6 11.2 5.2 1.5 18.7 0.0

女性-60～69歳 147 34.0 45.6 38.1 10.9 3.4 10.9 38.8 49.7 25.9 15.6 7.5 0.7 14.3 2.7

女性-70歳以上 277 43.0 46.2 28.2 10.5 19.1 20.9 35.0 46.6 29.2 23.1 9.4 2.5 11.9 4.3

性年代別

問14 お住まいの地域で、地域の住民同士が取り組むべきこと

合計 住
民
同
士
の
交
流
や
助
け
合

い
の
促
進

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
見
守
り
、
介
護
を
し
て
い

る
人
へ
の
支
援

子
ど
も
の
見
守
り
や
子
育
て

中
の
人
へ
の
支
援

青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
や

健
全
育
成

文
化
・
芸
術
な
ど
を
楽
し
む

場
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
づ
く
り
な

ど
を
楽
し
む
場
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど

交
通
安
全
や
防
犯

防
災
・
減
災
や
災
害
時
へ
の

備
え

身
近
な
道
路
や
公
園
の
清
掃

な
ど
の
美
化

花
壇
づ
く
り
な
ど
の
緑
化
や

身
近
な
自
然
環
境
の
保
全

ま
ち
な
み
や
景
観
の
創
出
や

維
持

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 39.0 39.9 36.9 12.4 13.6 16.4 42.5 46.7 26.0 17.0 9.1 1.5 14.1 2.9

鶴ケ峰地区 184 41.3 38.0 37.5 13.0 12.0 16.8 47.8 47.3 26.6 15.2 11.4 1.6 14.7 2.7

白根地区 111 44.1 38.7 34.2 13.5 9.9 15.3 44.1 51.4 24.3 16.2 8.1 0.9 12.6 2.7

旭北地区 115 40.0 47.0 40.0 7.0 15.7 19.1 43.5 49.6 28.7 21.7 6.1 1.7 6.1 1.7

上白根地区 48 37.5 37.5 27.1 8.3 10.4 12.5 31.3 41.7 20.8 14.6 6.3 4.2 16.7 6.3

今宿地区 98 37.8 41.8 34.7 14.3 7.1 13.3 34.7 36.7 21.4 11.2 5.1 4.1 17.3 3.1

川井地区 77 39.0 32.5 35.1 13.0 15.6 16.9 40.3 45.5 23.4 13.0 7.8 1.3 23.4 2.6

若葉台地区 102 47.1 52.0 43.1 16.7 29.4 31.4 36.3 52.0 33.3 31.4 11.8 1.0 11.8 2.0

笹野台地区 75 41.3 32.0 30.7 10.7 10.7 14.7 38.7 53.3 26.7 14.7 6.7 1.3 12.0 1.3

希望が丘地区 76 32.9 34.2 43.4 10.5 10.5 14.5 39.5 52.6 22.4 18.4 6.6 2.6 18.4 1.3

希望が丘東地区 103 35.9 42.7 40.8 18.4 8.7 10.7 49.5 50.5 30.1 15.5 6.8 1.9 9.7 1.9

希望が丘南地区 65 38.5 44.6 44.6 15.4 16.9 15.4 50.8 46.2 27.7 20.0 18.5 0.0 15.4 0.0

さちが丘地区 67 29.9 34.3 31.3 7.5 7.5 4.5 29.9 38.8 17.9 9.0 10.4 1.5 22.4 3.0

万騎が原地区 68 44.1 45.6 41.2 10.3 20.6 22.1 54.4 58.8 41.2 25.0 16.2 1.5 8.8 1.5

二俣川地区 92 39.1 40.2 39.1 16.3 12.0 16.3 41.3 46.7 21.7 14.1 8.7 0.0 15.2 3.3

二俣川ニュータウン地区 91 40.7 40.7 39.6 14.3 15.4 22.0 45.1 52.7 30.8 20.9 14.3 3.3 9.9 0.0

旭中央地区 41 46.3 48.8 39.0 17.1 22.0 17.1 43.9 29.3 26.8 19.5 12.2 0.0 17.1 0.0

旭南部地区 69 31.9 23.2 36.2 8.7 8.7 13.0 52.2 42.0 20.3 13.0 8.7 0.0 14.5 4.3

左近山地区 61 32.8 36.1 26.2 4.9 14.8 14.8 34.4 37.7 11.5 14.8 4.9 0.0 16.4 3.3

市沢地区 59 40.7 40.7 35.6 10.2 13.6 11.9 40.7 42.4 25.4 8.5 5.1 1.7 18.6 3.4

地区別

問14 お住まいの地域で、地域の住民同士が取り組むべきこと
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問 15 地域で孤立している高齢者などに対して、どのような見守りが必要だと思いますか。（○印はいくつで

も） 

・ 「区役所・地域ケアプラザ・民生委員等の公的な訪問による見守り」が 51.5％、次いで「ご近所の顔見知り関

係による声掛け見守り」が 49.9％で、この２つがほぼ並んでいる。以下「地域住民による定期的な訪問見守り」

（34.5％）、「ライフライン事業者（水道、電気、ガス）や食品等の配達による見守り」（31.2％）を３割以上の人

が挙げている。 

・ 過去調査と比較すると、令和５年度にかけて最も大きく増加した項目は「特にない／わからない」で、「区役所・

地域ケアプラザ・民生委員等の公的な訪問による見守り」、「ご近所の顔見知り関係による声掛け見守り」、「ラ

イフライン事業者（水道、電気、ガス）や食品等の配達による見守り」は平成 26 年度から一貫して減少傾向で

ある。 
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■ 性年代別 地域で孤立している高齢者などに対して必要な見守り（問 15×性年代） 

・ 70 歳以上男性、10～20 代女性、60 代以上の女性で「ご近所の顔見知り関係による声掛け見守り」それ以

外では「区役所・地域ケアプラザ・民生委員等の公的な訪問による見守り」が最も多い。 

・ また、10～20 代・40 代女性で「ライフライン事業者（水道、電気、ガス）や食品等の配達による見守り」、10～

20 代女性で「定期的な電話連絡による見守り」、40 代女性で「区役所・地域ケアプラザ・民生委員等の公的な

訪問による見守り」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

■ 居住地区別 地域で孤立している高齢者などに対して必要な見守り（問 15×Ｆ３） 

・ 鶴ケ峰、旭北、川井、若葉台、希望が丘東、二俣川ニュータウン、旭南部、左近山で「ご近所の顔見知り関係に

よる声掛け見守り」、旭中央で「ご近所の顔見知り関係による声掛け見守り」、「区役所・地域ケアプラザ・民生

委員等の公的な訪問による見守り」が同率、それ以外では「区役所・地域ケアプラザ・民生委員等の公的な訪

問による見守り」が最も多い。 

・ また、旭中央で「地域住民による定期的な訪問見守り」、「ライフライン事業者（水道、電気、ガス）や食品等の配

達による見守り」、旭北で「ご近所の顔見知り関係による声掛け見守り」、万騎が原、市沢で「区役所・地域ケア

プラザ・民生委員等の公的な訪問による見守り」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 地
域
住
民
に
よ
る
定
期
的
な

訪
問
見
守
り

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者

（
水

道

、
電
気

、
ガ
ス

）
や
食
品

等
の
配
達
に
よ
る
見
守
り

ご
近
所
の
顔
見
知
り
関
係
に

よ
る
声
掛
け
見
守
り

定
期
的
な
電
話
連
絡
に
よ
る

見
守
り

セ
ン
サ
ー
な
ど
機
器
装
置
を

設
置
し
て
の
見
守
り

区
役
所
・
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
・
民
生
委
員
等
の
公
的
な

訪
問
に
よ
る
見
守
り

定
期
的
に
地
域
で
開
催
さ
れ

る
行
事

（
サ
ロ
ン
な
ど

）
に

参
加
し
た
人
を
見
守
る

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 34.5 31.2 49.9 14.6 20.9 51.5 8.6 1.3 9.4 2.8

男性-18～29歳 45 35.6 15.6 40.0 13.3 22.2 53.3 8.9 0.0 13.3 0.0

男性-30～39歳 57 19.3 28.1 42.1 17.5 28.1 47.4 12.3 1.8 12.3 1.8

男性-40～49歳 79 21.5 34.2 36.7 10.1 29.1 41.8 13.9 1.3 22.8 0.0

男性-50～59歳 113 37.2 34.5 44.2 17.7 27.4 57.5 8.0 0.0 9.7 1.8

男性-60～69歳 110 41.8 34.5 50.9 18.2 21.8 59.1 5.5 0.0 7.3 1.8

男性-70歳以上 252 41.7 29.8 54.8 14.7 20.2 53.6 9.1 2.4 9.9 2.8

女性-18～29歳 64 34.4 42.2 53.1 29.7 23.4 42.2 15.6 0.0 4.7 0.0

女性-30～39歳 89 31.5 38.2 47.2 18.0 24.7 56.2 9.0 1.1 5.6 0.0

女性-40～49歳 117 37.6 47.0 46.2 12.8 25.6 64.1 6.8 0.9 5.1 0.0

女性-50～59歳 134 33.6 38.1 50.7 11.9 20.9 61.2 10.4 0.7 9.0 0.0

女性-60～69歳 147 34.7 29.3 53.1 14.3 18.4 51.7 4.1 0.0 7.5 0.7

女性-70歳以上 277 32.5 21.7 57.8 14.8 12.6 46.9 7.2 1.8 9.0 5.1

問15 地域で孤立している高齢者などに対して必要な見守り

性年代別

合計 地
域
住
民
に
よ
る
定
期
的
な

訪
問
見
守
り

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者

（
水

道

、
電
気

、
ガ
ス

）
や
食
品

等
の
配
達
に
よ
る
見
守
り

ご
近
所
の
顔
見
知
り
関
係
に

よ
る
声
掛
け
見
守
り

定
期
的
な
電
話
連
絡
に
よ
る

見
守
り

セ
ン
サ
ー

な
ど
機
器
装
置
を

設
置
し
て
の
見
守
り

区
役
所
・
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
・
民
生
委
員
等
の
公
的
な

訪
問
に
よ
る
見
守
り

定
期
的
に
地
域
で
開
催
さ
れ

る
行
事

（
サ
ロ
ン
な
ど

）
に

参
加
し
た
人
を
見
守
る

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 34.5 31.2 49.9 14.6 20.9 51.5 8.6 1.3 9.4 2.8

鶴ケ峰地区 184 31.0 33.7 52.2 12.0 17.4 47.3 9.2 0.0 11.4 3.8

白根地区 111 36.9 35.1 51.4 12.6 21.6 52.3 6.3 0.0 4.5 0.9

旭北地区 115 36.5 26.1 63.5 13.9 20.9 55.7 8.7 3.5 6.1 2.6

上白根地区 48 37.5 18.8 41.7 18.8 22.9 54.2 6.3 4.2 8.3 6.3

今宿地区 98 38.8 32.7 50.0 15.3 15.3 54.1 7.1 0.0 14.3 3.1

川井地区 77 39.0 31.2 49.4 15.6 19.5 45.5 5.2 1.3 15.6 2.6

若葉台地区 102 35.3 35.3 53.9 23.5 28.4 49.0 13.7 0.0 7.8 1.0

笹野台地区 75 26.7 26.7 50.7 13.3 16.0 54.7 5.3 0.0 8.0 1.3

希望が丘地区 76 36.8 28.9 42.1 18.4 30.3 52.6 7.9 2.6 11.8 2.6

希望が丘東地区 103 29.1 36.9 55.3 12.6 23.3 51.5 6.8 0.0 6.8 1.9

希望が丘南地区 65 41.5 30.8 44.6 9.2 23.1 56.9 6.2 1.5 12.3 1.5

さちが丘地区 67 32.8 25.4 35.8 9.0 20.9 49.3 10.4 1.5 14.9 3.0

万騎が原地区 68 36.8 23.5 51.5 14.7 27.9 67.6 11.8 0.0 4.4 0.0

二俣川地区 92 30.4 37.0 48.9 18.5 22.8 60.9 14.1 0.0 4.3 2.2

二俣川ニュータウン地区 91 26.4 34.1 50.5 15.4 19.8 47.3 9.9 2.2 8.8 1.1

旭中央地区 41 46.3 46.3 48.8 4.9 22.0 48.8 7.3 4.9 2.4 0.0

旭南部地区 69 31.9 30.4 46.4 18.8 20.3 44.9 8.7 5.8 10.1 5.8

左近山地区 61 44.3 21.3 54.1 16.4 9.8 36.1 3.3 0.0 11.5 3.3

市沢地区 59 35.6 35.6 42.4 11.9 16.9 62.7 8.5 1.7 11.9 3.4

地区別

問15 地域で孤立している高齢者などに対して必要な見守り
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問 16 あなたは、支援が必要な方にどのようなサポートをしたことがありますか。(1)高齢者、(2)障害のあ

る人、(3)子ども、それぞれについてあてはまる内容をお選びください。（○印はそれぞれいくつでも） 

・ 高齢者に対しては、「バスや電車など公共交通において席をゆずった」が 71.5％で最も多い。次いで「一緒に

遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ」が 24.9％となっている。以下「階段の昇降や歩行、車いすな

ど移動時の補助」（22.6％）、「家事や買い物、入浴、着替え、迷子の対応などの日常生活における支援」

（11.0％）などの順で、「今までにサポートをしたことはない」は 10.2％となっている。 

・ 障害のある人に対しては、「バスや電車など公共交通において席をゆずった」が 34.4％で最も多い。次いで

「階段の昇降や歩行、車いすなど移動時の補助」が 19.2％、「今までにサポートをしたことはない」が 17.8％

となっている。 

・ 子どもに対しては、「一緒に遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ」が 22.7％で最も多く、次に「今ま

でにサポートをしたことはない」が 16.9％となっている。次いで「バスや電車など公共交通において席をゆず

った」が 15.1％である。 

・  (1)高齢者、（２）障害のある人、(3)子どものいずれか１つでもサポートしたことがある人は 77.3％、いずれ

も「今までにサポートしたことはない」を選んだ方は、22.7％となっている。 

 

支援が必要な方へのサポートの有無 

 

24.9

71.5

22.6

11.0

2.9
6.3

7.8

2.2

10.2
11.9

10.0 

34.4 

19.2 

4.8 5.5 6.9 
9.8 

1.3 

17.8 

31.9 

22.7

15.1

5.6
8.2

1.1

6.6
8.9

1.8

16.9

43.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

一
緒
に
遊
ん
だ
、
相
談
相
手
、
話
し
相
手
な
ど
、
交
流
を

持
つ

バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通
に
お
い
て
席
を
ゆ
ず
っ
た

階
段
の
昇
降
や
歩
行
、
車
い
す
な
ど
移
動
時
の
補
助

家
事
や
買
い
物
、
入
浴
、
着
替
え
、
迷
子
の
対
応
な
ど
の

日
常
生
活
に
お
け
る
支
援

手
話
、
点
訳
、
音
読
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
時
の
支
援

寄
附
等
の
金
銭
的
な
援
助

募
金
活
動

そ
の
他

今
ま
で
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

高齢者（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

障害のある人（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

子ども（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

サポートした

ことはない

380人

22.7%

「サポートした

ことはない」

以外

1,296人

77.3%

n=1,676人
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■ 性年代別 支援が必要な方にしたサポート 

(1)高齢者 

＜性年代別＞ 

・ いずれも「バスや電車など公共交通において席をゆずった」が最も多い。 

・「一緒に遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ」、「階段の昇降や歩行、車いすなど移動時の補助」で

は 10～20 代女性、「バスや電車など公共交通において席をゆずった」では 60 代までの女性で全体値を

10 ポイント以上上回っており、女性の方が高齢者へのサポートを行っている様子がうかがえる。 

 

(２)障害のある人 

＜性年代別＞ 

・ 30 代までの男性では「今までにサポートをしたことはない」、「バスや電車など公共交通において席をゆず

った」」が同率、30 代女性では「今までにサポートをしたことはない」、それ以外は「バスや電車など公共交

通において席をゆずった」が最も多い。 

・ 「バスや電車など公共交通において席をゆずった」は 70 歳以上男性、「手話、点訳、音読などコミュニケー

ションがうまくいっていなかった時の支援」は１０～20 代女性、「今までにサポートをしたことはない」は 30

代までと 50 代の男性、30 代女性が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

  

問16(1) 高齢者（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

合
計

一
緒
に
遊
ん
だ
、
相
談
相
手
、
話
し
相
手
な

ど
、
交
流
を
持
つ

バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通
に
お
い
て
席

を
ゆ
ず
っ
た

階
段
の
昇
降
や
歩
行
、
車
い
す
な
ど
移
動

時
の
補
助

家
事
や
買
い
物
、
入
浴
、
着
替
え
、
迷
子
の

対
応
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援

手
話
、
点
訳
、
音
読
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
時
の

支
援

寄
附
等
の
金
銭
的
な
援
助

募
金
活
動

そ
の
他

今
ま
で
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 1676 24.9 71.5 22.6 11.0 2.9 6.3 7.8 2.2 10.2 11.9
性年代別 男性-18～29歳 45 24.4 62.2 17.8 15.6 2.2 11.1 6.7 2.2 20.0 11.1

男性-30～39歳 57 28.1 78.9 29.8 14.0 8.8 7.0 10.5 5.3 12.3 8.8

男性-40～49歳 79 17.7 72.2 19.0 8.9 6.3 6.3 6.3 5.1 12.7 10.1

男性-50～59歳 113 23.9 73.5 23.9 14.2 2.7 4.4 7.1 3.5 17.7 8.0

男性-60～69歳 110 20.0 66.4 24.5 9.1 1.8 3.6 5.5 1.8 13.6 12.7

男性-70歳以上 252 23.8 59.1 20.2 9.5 2.8 9.1 9.9 1.2 13.9 15.1

女性-18～29歳 64 35.9 90.6 34.4 15.6 6.3 3.1 6.3 3.1 4.7 0.0

女性-30～39歳 89 23.6 82.0 21.3 5.6 3.4 1.1 3.4 0.0 12.4 5.6

女性-40～49歳 117 22.2 87.2 29.1 8.5 4.3 4.3 5.1 0.9 6.0 4.3

女性-50～59歳 134 23.1 86.6 25.4 14.9 2.2 4.5 5.2 2.2 7.5 5.2

女性-60～69歳 147 30.6 83.0 24.5 12.9 2.7 6.1 7.5 1.4 6.8 6.8

女性-70歳以上 277 26.7 63.2 19.9 10.8 1.8 9.0 11.9 2.5 6.9 19.1

問16(2) 障害のある人（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

合
計

一
緒
に
遊
ん
だ
、
相
談
相
手
、
話
し
相
手
な

ど
、
交
流
を
持
つ

バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通
に
お
い
て
席

を
ゆ
ず
っ
た

階
段
の
昇
降
や
歩
行
、
車
い
す
な
ど
移
動

時
の
補
助

家
事
や
買
い
物
、
入
浴
、
着
替
え
、
迷
子
の

対
応
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援

手
話
、
点
訳
、
音
読
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
時
の

支
援

寄
附
等
の
金
銭
的
な
援
助

募
金
活
動

そ
の
他

今
ま
で
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 1676 10.0 34.4 19.2 4.8 5.5 6.9 9.8 1.3 17.8 31.9
性年代別 男性-18～29歳 45 8.9 31.1 8.9 4.4 11.1 2.2 4.4 0.0 31.1 35.6

男性-30～39歳 57 10.5 28.1 12.3 5.3 7.0 1.8 7.0 8.8 28.1 28.1

男性-40～49歳 79 12.7 31.6 24.1 3.8 5.1 7.6 8.9 2.5 25.3 24.1

男性-50～59歳 113 8.8 31.9 20.4 2.7 2.7 6.2 10.6 1.8 29.2 25.7

男性-60～69歳 110 8.2 39.1 23.6 5.5 6.4 6.4 6.4 1.8 20.9 23.6

男性-70歳以上 252 7.5 45.2 25.0 5.2 5.2 9.9 10.7 0.4 12.3 32.1

女性-18～29歳 64 18.8 39.1 17.2 6.3 17.2 9.4 10.9 3.1 23.4 14.1

女性-30～39歳 89 9.0 29.2 12.4 3.4 4.5 1.1 6.7 1.1 32.6 22.5

女性-40～49歳 117 11.1 31.6 27.4 4.3 10.3 4.3 11.1 0.9 17.9 27.4

女性-50～59歳 134 16.4 28.4 21.6 8.2 6.0 7.5 12.7 0.7 22.4 25.4

女性-60～69歳 147 10.9 30.6 18.4 8.2 6.1 7.5 10.2 1.4 16.3 33.3

女性-70歳以上 277 7.6 32.5 14.1 2.9 2.2 9.7 12.6 0.0 9.0 44.4
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(３) 子ども 

＜性年代別＞ 

・ 40 代までの男性と 60 代までの女性で「一緒に遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ」、それ以外

は「今までにサポートをしたことはない」が最も多い。 

・ 「一緒に遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ」は 10～20 代・40 代男性と 50 代までの女性、「バ

スや電車など公共交通において席をゆずった」は 40 代までの女性、「家事や買い物、入浴、着替え、迷子

の対応などの日常生活における支援」は 40 代女性、「今までにサポートをしたことはない」は 30 代・40 代

男性で全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

 

  

問16(3) 子ども（支援が必要な方にしたことがあるサポート）

合
計

一
緒
に
遊
ん
だ
、
相
談
相
手
、
話
し
相
手
な

ど
、
交
流
を
持
つ

バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通
に
お
い
て
席

を
ゆ
ず
っ
た

階
段
の
昇
降
や
歩
行
、
車
い
す
な
ど
移
動

時
の
補
助

家
事
や
買
い
物
、
入
浴
、
着
替
え
、
迷
子
の

対
応
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援

手
話
、
点
訳
、
音
読
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
時
の

支
援

寄
附
等
の
金
銭
的
な
援
助

募
金
活
動

そ
の
他

今
ま
で
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 1676 22.7 15.1 5.6 8.2 1.1 6.6 8.9 1.8 16.9 43.8
性年代別 男性-18～29歳 45 33.3 17.8 4.4 6.7 2.2 6.7 13.3 2.2 26.7 28.9

男性-30～39歳 57 31.6 19.3 7.0 10.5 7.0 1.8 7.0 5.3 29.8 26.3

男性-40～49歳 79 38.0 24.1 10.1 11.4 3.8 8.9 12.7 2.5 27.8 17.7

男性-50～59歳 113 22.1 9.7 5.3 4.4 1.8 7.1 13.3 4.4 24.8 41.6

男性-60～69歳 110 14.5 13.6 0.0 1.8 0.9 7.3 4.5 2.7 20.0 44.5

男性-70歳以上 252 8.3 7.5 2.8 4.0 0.4 4.8 5.6 0.4 16.3 61.1

女性-18～29歳 64 42.2 28.1 7.8 15.6 1.6 7.8 12.5 6.3 18.8 20.3

女性-30～39歳 89 44.9 32.6 10.1 18.0 0.0 4.5 10.1 2.2 25.8 15.7

女性-40～49歳 117 49.6 27.4 14.5 23.9 1.7 8.5 14.5 3.4 14.5 14.5

女性-50～59歳 134 34.3 20.9 11.2 11.9 1.5 9.7 10.4 1.5 14.9 27.6

女性-60～69歳 147 17.0 10.9 4.8 9.5 0.0 9.5 12.2 1.4 14.3 46.3

女性-70歳以上 277 10.1 6.5 2.2 3.6 0.4 5.8 5.1 0.0 11.2 65.3
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問16-1 サポートをできなかった理由はなんですか。 （問16で(1)高齢者、（２）障害のある人、(3)子ども

のいずれかで、「9 今までにサポートしたことはない」を選んだ方、○印はいくつでも） 

・ 「たまたま機会がなかったから」が 55.5％で突出して多い。以下「どのように接するかわからなかったから」

（21.8％）、「素人がお手伝いをするより、専門のボランティア等に任せたほうがよいと思ったから」（17.4％）、

「お手伝いをすることが、おせっかいになる気がして、遠慮したから」（16.1％）などと続く。 

 

 

■ 性年代別 サポートをできなかった理由（問 16-1×性年代） 

・ いずれも「たまたま機会がなかったから」が最も多い。50 代男性で「お手伝いをすることが、おせっかいにな

る気がして、遠慮したから」、30 代以下の男女と 50 代女性で「たまたま機会がなかったから」、40 代男性で

「特に理由はない」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 ど
の
よ
う
に
接
す
る
か
わ
か

ら
な
か

っ
た
か
ら

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が

、

お
せ

っ
か
い
に
な
る
気
が
し

て

、
遠
慮
し
た
か
ら

素
人
が
お
手
伝
い
を
す
る
よ
り
、

専
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
任
せ

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
た
か
ら

自
分
に
負
担
に
な
る
よ
う
な

気
が
し
た
か
ら

た
ま
た
ま
機
会
が
な
か

っ
た

か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

全体 380 21.8 16.1 17.4 4.7 55.5 6.3 7.4 3.4

男性-18～29歳 15 26.7 20.0 26.7 0.0 66.7 0.0 6.7 0.0

男性-30～39歳 22 22.7 18.2 9.1 0.0 72.7 4.5 0.0 0.0

男性-40～49歳 27 18.5 22.2 22.2 3.7 44.4 7.4 25.9 0.0

男性-50～59歳 37 18.9 27.0 21.6 10.8 35.1 8.1 16.2 0.0

男性-60～69歳 31 29.0 22.6 22.6 6.5 45.2 3.2 0.0 0.0

男性-70歳以上 52 15.4 7.7 15.4 1.9 53.8 15.4 7.7 9.6

女性-18～29歳 17 23.5 5.9 5.9 0.0 82.4 5.9 5.9 0.0

女性-30～39歳 35 20.0 17.1 2.9 5.7 68.6 2.9 5.7 0.0

女性-40～49歳 25 16.0 16.0 24.0 4.0 56.0 0.0 4.0 4.0

女性-50～59歳 32 18.8 12.5 9.4 3.1 65.6 6.3 0.0 9.4

女性-60～69歳 29 31.0 10.3 24.1 10.3 58.6 0.0 6.9 3.4

女性-70歳以上 36 22.2 11.1 16.7 2.8 50.0 8.3 8.3 5.6

性年代別

問16-1 サポートをできなかった理由
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問17 あなたは、お住まいの地域で行われている支えあいや見守りの活動を知っていますか。知っている活

動を教えてください。 （あてはまる番号すべてに○） 

・ 「知らない」が 42.3％で最も多く、支え合いや見守り活動が地域で行われてことはあまり知られていない。 

・ 認知されている活動としては、「小学生の登下校の見守り」が 38.7％で最も多く、以下「ゴミ出し、買い物、草

むしり、電球の交換」（18.2％）、「高齢者や障害児者への安否確認の声かけ」（17.3％）、「高齢者の通院や買

い物の送迎・付き添い」（10.8％）などとなっている。 

 

 

■ 性年代別 支えあいや見守りの活動で知っているもの（問 17×性年代） 

・ 60 代女性と 70 歳以上の男女で「小学生の登下校の見守り」、それ以外は「知らない」が最も多い。また、70

歳以上女性で「ゴミ出し、買い物、草むしり、電球の交換」、60 代女性で「小学生の登下校の見守り」、50 代以

下の男性と 30 代・50 代女性で「知らない」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合
計

高
齢
者
や
障
害
児
者
へ
の
安

否
確
認
の
声
か
け

話
し
相
手
・相
談
相
手

ゴ
ミ
出
し
、
買
い
物
、
草
む
し

り
、
電
球
の
交
換

掃
除
、
洗
濯

食
事
づ
く
り

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り

障
害
児
者
の
外
出
の
手
助
け

高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
の

送
迎
・付
き
添
い

子
ど
も
の
学
習
支
援

「食
」を
介
し
て
地
域
で
集
い
、

交
流
す
る
場
（地
域
食
堂
）

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 17.3 8.0 18.2 5.7 7.8 7.1 38.7 5.0 10.8 4.5 9.9 0.9 42.3 4.8
性年代別 男性-18～29歳 45 11.1 8.9 8.9 2.2 0.0 13.3 35.6 2.2 6.7 11.1 4.4 0.0 53.3 2.2

男性-30～39歳 57 17.5 5.3 15.8 7.0 7.0 7.0 35.1 5.3 7.0 1.8 7.0 0.0 52.6 0.0

男性-40～49歳 79 13.9 7.6 6.3 5.1 3.8 2.5 19.0 3.8 3.8 5.1 3.8 1.3 69.6 1.3

男性-50～59歳 113 13.3 8.8 14.2 5.3 4.4 5.3 23.9 0.9 10.6 6.2 6.2 0.9 57.5 2.7

男性-60～69歳 110 18.2 6.4 17.3 4.5 4.5 4.5 36.4 4.5 6.4 0.0 6.4 0.0 50.9 0.9

男性-70歳以上 252 25.8 11.1 23.4 4.8 7.9 3.6 38.1 3.2 11.5 4.4 9.1 2.0 36.1 7.1

女性-18～29歳 64 12.5 6.3 14.1 4.7 1.6 14.1 34.4 9.4 6.3 4.7 4.7 0.0 50.0 0.0

女性-30～39歳 89 5.6 1.1 4.5 2.2 3.4 12.4 36.0 1.1 2.2 2.2 7.9 0.0 57.3 2.2

女性-40～49歳 117 11.1 5.1 11.1 5.1 2.6 12.0 42.7 6.8 9.4 6.8 5.1 0.9 49.6 1.7

女性-50～59歳 134 10.4 4.5 14.2 3.0 8.2 11.9 38.1 7.5 9.7 6.0 12.7 0.0 54.5 0.7

女性-60～69歳 147 19.0 5.4 20.4 6.1 13.6 6.1 50.3 8.2 13.6 4.1 13.6 0.0 32.7 2.0

女性-70歳以上 277 23.5 11.9 28.9 10.8 13.4 6.9 47.3 5.8 19.5 4.0 17.7 0.7 26.7 7.2

問17 知っているお住まいの地域で行われている支えあいや見守りの活動
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■ 居住地区別 支えあいや見守りの活動で知っているもの（問 17×Ｆ３） 

・ 白根、若葉台、希望が丘南、万騎が原で「小学生の登下校の見守り」、旭北、希望が丘で「小学生の登下校の

見守り」、「知らない」が同率、それ以外は「知らない」が最も多い。 

・ また、若葉台で「高齢者や障害児者への安否確認の声かけ」、「高齢者の通院や買い物の送迎・付き添い」、上

白根で「ゴミ出し、買い物、草むしり、電球の交換」、若葉台、希望が丘南で「小学生の登下校の見守り」、白根、

笹野台で「『食』を介して地域で集い、交流する場（地域食堂）」、旭南部で「知らない」が全体値より 10 ポイン

ト以上高い。 

 

  

合
計

高
齢
者
や
障
害
児
者
へ
の
安

否
確
認
の
声
か
け

話
し
相
手
・相
談
相
手

ゴ
ミ
出
し
、
買
い
物
、
草
む
し

り
、
電
球
の
交
換

掃
除
、
洗
濯

食
事
づ
く
り

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り

障
害
児
者
の
外
出
の
手
助
け

高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
の

送
迎
・付
き
添
い

子
ど
も
の
学
習
支
援

「食
」を
介
し
て
地
域
で
集
い
、

交
流
す
る
場
（地
域
食
堂
）

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 17.3 8.0 18.2 5.7 7.8 7.1 38.7 5.0 10.8 4.5 9.9 0.9 42.3 4.8

鶴ケ峰地区 184 13.6 7.6 17.4 5.4 4.9 7.1 33.7 8.2 12.0 3.3 5.4 0.0 51.1 4.3

白根地区 111 17.1 7.2 16.2 5.4 9.9 5.4 41.4 9.0 8.1 4.5 20.7 0.0 38.7 3.6

旭北地区 115 20.0 6.1 19.1 3.5 3.5 4.3 40.9 3.5 11.3 3.5 6.1 1.7 40.9 4.3

上白根地区 48 20.8 6.3 31.3 2.1 8.3 4.2 18.8 2.1 12.5 2.1 8.3 2.1 41.7 12.5

今宿地区 98 21.4 10.2 15.3 7.1 9.2 9.2 41.8 5.1 17.3 9.2 12.2 3.1 43.9 3.1

川井地区 77 14.3 6.5 23.4 6.5 6.5 3.9 39.0 2.6 7.8 6.5 6.5 0.0 49.4 2.6

若葉台地区 102 27.5 15.7 26.5 8.8 10.8 11.8 57.8 9.8 25.5 10.8 13.7 1.0 24.5 4.9

笹野台地区 75 14.7 8.0 25.3 5.3 8.0 10.7 37.3 2.7 17.3 4.0 30.7 1.3 42.7 1.3

希望が丘地区 76 13.2 7.9 15.8 6.6 13.2 9.2 44.7 6.6 6.6 5.3 11.8 2.6 44.7 1.3

希望が丘東地区 103 16.5 9.7 16.5 2.9 5.8 8.7 34.0 3.9 8.7 2.9 6.8 0.0 42.7 6.8

希望が丘南地区 65 24.6 6.2 18.5 6.2 6.2 10.8 49.2 4.6 9.2 4.6 6.2 0.0 38.5 4.6

さちが丘地区 67 6.0 7.5 13.4 4.5 6.0 10.4 40.3 3.0 7.5 4.5 4.5 0.0 50.7 4.5

万騎が原地区 68 17.6 8.8 13.2 1.5 7.4 7.4 39.7 5.9 1.5 2.9 7.4 2.9 38.2 2.9

二俣川地区 92 20.7 10.9 17.4 7.6 6.5 15.2 38.0 4.3 13.0 4.3 9.8 0.0 39.1 4.3

二俣川ニュータウン地区 91 14.3 5.5 23.1 6.6 12.1 3.3 35.2 4.4 5.5 2.2 7.7 1.1 42.9 1.1

旭中央地区 41 22.0 7.3 12.2 0.0 12.2 4.9 39.0 2.4 0.0 2.4 12.2 0.0 41.5 0.0

旭南部地区 69 13.0 4.3 8.7 5.8 1.4 2.9 31.9 0.0 2.9 2.9 2.9 0.0 53.6 5.8

左近山地区 61 19.7 3.3 13.1 13.1 11.5 0.0 32.8 1.6 19.7 4.9 11.5 0.0 45.9 3.3

市沢地区 59 13.6 6.8 13.6 5.1 6.8 1.7 35.6 5.1 5.1 1.7 6.8 0.0 49.2 8.5

地区別

問17 知っているお住まいの地域で行われている支えあいや見守りの活動
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問 18 きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画）は、区全域計画と地区別計画で構成されており、現在

令和３年度から令和７年度までの第４期計画が推進されています。 

あなたは、きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画）を知っていますか。（○印はひとつだけ） 

・ 「知らない」が76.5％で全体の４分の３以上を占めており、最も多く、「自分の住む地区ごとの計画も含め知っ

ている」、「名前は聞いたことがある」、「細かくは知らないが概要は知っている」を合わせた『少しでも知ってい

る』という人は 20.5％にとどまっている。 

・ 過去調査と比較すると、平成 30 年度から令和５年度にかけて「知らない」が 3.8 ポイント減少、「自分の住む

地区ごとの計画も含め知っている」、「名前は聞いたことがある」、「細かくは知らないが概要は知っている」を

合わせた『少しでも知っている』割合は 5.5 ポイント増加している。 

 

 
 

 

  

自分の住む地区

ごとの計画も含

め知っている

22人

1.3%

名前は聞いた

ことがある

215人

12.8%

細かくは知らな

いが概要は知っ

ている

107人

6.4%

知らない

1,282人

76.5%

無回答 50人 3.0%

n=1,676人

1.3

1.1

12.8

10.2

6.4

3.7

76.5

80.3

3.0

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

（n=1,676)

平成30年度

（n=1,694)

自分の住む地区ごとの計画も含め知っている 名前は聞いたことがある

細かくは知らないが概要は知っている 知らない

無回答

『知っている』 20.5％

『知っている』 15.0％
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■ 性年代別 きらっとあさひプランを知っているか（問 18×性年代） 

・ いずれも「知らない」が最も多い。また、10～20 代男女、40 代・５０代男性、30 代女性で「知らない」が全体

値より 10 ポイント以上高い。 

・ 『少しでも知っている』（「自分の住む地区ごとの計画も含め知っている」、「名前は聞いたことがある」、「細か

くは知らないが概要は知っている」の合計）は、70 歳以上の男女で 27.8～31.8％と 3 割前後であり、若年

層に比べて高齢者層で高い。 

 

  

問18 きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画）を知っているか

合計

自分の住む地
区ごとの計画
も含め知って
いる

名前は聞いた
ことがある

細かくは知ら
ないが概要は
知っている

知らない 無回答

全体 1676 1.3 12.8 6.4 76.5 3.0 20.5
性年齢別 男性-18～29歳 45 2.2 2.2 6.7 88.9 0.0 11.1

男性-30～39歳 57 1.8 8.8 3.5 86.0 0.0 14.0

男性-40～49歳 79 1.3 5.1 1.3 92.4 0.0 7.6

男性-50～59歳 113 1.8 8.0 1.8 86.7 1.8 11.5

男性-60～69歳 110 0.0 9.1 3.6 86.4 0.9 12.7

男性-70歳以上 252 2.8 12.7 12.3 68.3 4.0 27.8

女性-18～29歳 64 0.0 9.4 3.1 87.5 0.0 12.5

女性-30～39歳 89 0.0 5.6 1.1 93.3 0.0 6.7

女性-40～49歳 117 0.0 11.1 4.3 84.6 0.0 15.4

女性-50～59歳 134 1.5 14.2 4.5 79.9 0.0 20.1

女性-60～69歳 147 0.7 19.0 6.8 73.5 0.0 26.5

女性-70歳以上 277 1.8 19.1 10.8 62.8 5.4 31.8

少しでも
知っている

割合
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８．健康について 

 

問19 普段、自分の健康づくりのために取り組んでいることはありますか。（○印はいくつでも） 

・ 「朝食を食べている」が 75.1％で最も多い。次いで「定期的に健康診断を受ける」が 58.9％となっている。以

下「タバコを吸わない」（53.0％）、「休養や睡眠を十分にとる」（46.3％）、「日頃から体重や血圧などをチェッ

クする」（44.2％）を４割以上の人が挙げている。「取り組んでいることはない」は 2.9％にとどまっている。 

・ 過去調査と比較すると、「定期的に健康診断を受ける」、「タバコを吸わない」は平成 26 年度から令和５年度

にかけて一貫して増加している。「日頃から体重や血圧などをチェックする」は平成 30 年度にいったん減少し

たものの、令和５年度にかけて大きく増加している。 
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■ 性年代別 健康づくりのために取り組んでいること（問 19×性年代） 

・ 40 代男性と 30 代女性で「タバコを吸わない」、30 代男性で「朝食を食べている」、「タバコを吸わない」が同

率、50 代男性で「朝食を食べている」、「定期的に健康診断を受ける」が同率となっている以外は「朝食を食べ

ている」が最も多い。 

・ また、40 代男性で「お酒を飲み過ぎない」、70 歳以上男性で「ウォーキングをする」、「日頃から体重や血圧な

どをチェックする」、10～20 代女性で「お酒を飲み過ぎない」、「休養や睡眠を十分にとる」、「ストレス解消を

心がける」、30 代女性で「タバコを吸わない」、「お酒を飲み過ぎない」、「休養や睡眠を十分にとる」、「ストレス

解消を心がける」、40 代女性で「定期的に歯科検診を受ける」、50 代女性で「定期的に健康診断を受ける」、

「定期的に歯科検診を受ける」、70 歳以上女性で「朝食を食べている」、「体操をする」、「日頃から体重や血圧

などをチェックする」、「健康や病気に関するテレビ・新聞等を見て、知識を身につける」が、それぞれ数値が全

体値より 10 ポイント以上高い。 

 
 

  

合計 朝
食
を
食
べ
て
い
る

１
年
継
続
し
て

、
１
日
3
0

分

、
週
２
回
以
上
の
運
動
を

し
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

体
操
を
す
る

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る 定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

る 日
頃
か
ら
体
重
や
血
圧
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
な
い

休
養
や
睡
眠
を
十
分
に
と
る

ス
ト
レ
ス
解
消
を
心
が
け
る

健
康
や
病
気
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
を
見
て
、
知
識
を
身
に
つ

け
る

そ
の
他

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
な

い 無
回
答

全体 1676 75.1 24.0 34.7 22.7 58.9 37.6 44.2 53.0 31.1 46.3 30.7 33.8 2.7 2.9 1.1

男性-18～29歳 45 57.8 22.2 26.7 20.0 33.3 4.4 11.1 51.1 37.8 37.8 35.6 15.6 4.4 8.9 0.0

男性-30～39歳 57 54.4 17.5 21.1 8.8 49.1 17.5 14.0 54.4 38.6 36.8 26.3 17.5 0.0 10.5 0.0

男性-40～49歳 79 55.7 22.8 26.6 16.5 54.4 30.4 27.8 58.2 41.8 45.6 36.7 19.0 7.6 7.6 0.0

男性-50～59歳 113 63.7 19.5 34.5 13.3 63.7 22.1 35.4 50.4 28.3 35.4 31.9 20.4 4.4 4.4 0.9

男性-60～69歳 110 78.2 19.1 37.3 26.4 67.3 29.1 48.2 53.6 33.6 41.8 34.5 24.5 1.8 1.8 0.0

男性-70歳以上 252 83.7 33.7 49.6 22.2 62.7 40.5 62.7 61.1 40.5 51.6 26.6 40.1 4.4 0.8 0.8

女性-18～29歳 64 76.6 12.5 32.8 17.2 35.9 25.0 34.4 62.5 42.2 65.6 51.6 26.6 3.1 1.6 0.0

女性-30～39歳 89 69.7 16.9 21.3 11.2 55.1 40.4 24.7 70.8 44.9 57.3 42.7 18.0 3.4 2.2 0.0

女性-40～49歳 117 71.8 12.0 15.4 15.4 65.8 48.7 26.5 61.5 38.5 41.9 29.1 17.9 0.0 1.7 0.0

女性-50～59歳 134 73.9 17.9 26.9 25.4 70.9 50.0 38.8 55.2 35.1 36.6 32.8 37.3 2.2 2.2 0.0

女性-60～69歳 147 80.3 29.3 38.1 24.5 61.2 43.5 53.7 44.2 21.1 36.7 35.4 40.8 1.4 2.0 0.0

女性-70歳以上 277 87.0 33.9 40.1 35.7 61.0 46.6 60.6 45.1 18.1 54.9 21.7 54.9 2.9 1.8 1.8

問19 普段、自分の健康づくりのために取り組んでいること

性年代別
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■ ライフステージ別 健康づくりのために取り組んでいること 

・ 夫婦のみ 65 歳未満と家族成長中期で「定期的に健康診断を受ける」、それ以外では「朝食を食べている」が

最も多い。 

・ 夫婦のみ 65 歳未満では「お酒を飲み過ぎない」、「ストレス解消を心がける」、高齢者夫婦のみ世帯では「朝

食を食べている」、「１年継続して、１日 30 分、週２回以上の運動をしている」、「体操をする」、「日頃から体重

や血圧などをチェックする」、「休養や睡眠を十分にとる」、「健康や病気に関するテレビ・新聞等を見て、知識を

身につける」、家族成長前期では「タバコを吸わない」、「お酒を飲み過ぎない」、家族成長中期では「定期的に

健康診断を受ける」、家族成長後期では「お酒を飲み過ぎない」、家族成熟期(一人暮らし）では「朝食を食べ

ている」、「体操をする」「日頃から体重や血圧などをチェックする」、「健康や病気に関するテレビ・新聞等を見

て、知識を身につける」、家族成熟期(夫婦のみ)では「朝食を食べている」、「１年継続して、１日 30 分、週２回

以上の運動をしている」、「ウォーキングをする」、「定期的に歯科検診を受ける」、「日頃から体重や血圧などを

チェックする」、「健康や病気に関するテレビ・新聞等を見て、知識を身につける」が、全体値より 10 ポイント以

上高い。 

 

 
  

問19 普段、自分の健康づくりのために取り組んでいること

合
計

朝
食
を
食
べ
て
い
る

１
年
継
続
し
て
、
１
日3

0

分
、
週
２
回

以
上
の
運
動
を
し
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

体
操
を
す
る

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る

日
頃
か
ら
体
重
や
血
圧
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
な
い

休
養
や
睡
眠
を
十
分
に
と
る

ス
ト
レ
ス
解
消
を
心
が
け
る

健
康
や
病
気
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・新
聞

等
を
見
て
、
知
識
を
身
に
つ
け
る

そ
の
他

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 1676 75.1 24.0 34.7 22.7 58.9 37.6 44.2 53.0 31.1 46.3 30.7 33.8 2.7 2.9 1.1
ライフステージ 単身65歳未満 75 60.0 21.3 36.0 13.3 50.7 29.3 36.0 50.7 30.7 37.3 40.0 25.3 5.3 4.0 0.0

夫婦のみ65歳未満 76 61.8 22.4 34.2 17.1 64.5 35.5 27.6 53.9 42.1 48.7 44.7 19.7 3.9 3.9 0.0

親同居65歳未満 149 64.4 14.1 28.2 12.8 36.9 22.1 24.2 61.1 38.3 41.6 32.2 21.5 4.7 7.4 0.0

高齢者ひとり暮らし 44 65.9 29.5 34.1 20.5 54.5 25.0 43.2 22.7 15.9 36.4 27.3 40.9 4.5 0.0 4.5

高齢者夫婦のみ世帯 45 91.1 35.6 42.2 40.0 60.0 40.0 64.4 55.6 35.6 60.0 28.9 51.1 2.2 0.0 2.2

家族形成期 128 72.7 14.1 14.8 14.1 55.5 33.6 23.4 60.2 39.8 50.0 31.3 24.2 0.0 6.3 0.0

家族成長前期 79 79.7 15.2 22.8 15.2 62.0 45.6 27.8 64.6 48.1 51.9 31.6 16.5 2.5 0.0 0.0

家族成長中期 93 66.7 21.5 31.2 17.2 72.0 44.1 31.2 57.0 38.7 45.2 29.0 20.4 3.2 2.2 1.1

家族成長後期 50 76.0 18.0 26.0 26.0 66.0 44.0 40.0 60.0 42.0 44.0 40.0 34.0 0.0 2.0 0.0

家族成熟期 461 78.7 25.2 36.7 25.6 62.5 38.4 51.6 50.1 27.1 44.7 31.0 37.3 2.2 2.2 0.9

家族成熟期(一人暮らし） 67 86.6 29.9 41.8 34.3 67.2 44.8 59.7 49.3 22.4 55.2 22.4 52.2 4.5 1.5 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 85.6 36.7 52.0 31.0 62.9 48.9 64.6 60.3 29.7 53.3 27.9 45.9 2.6 1.3 0.0
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問20 あなたは一日平均何歩歩きますか。近いものをお選びください。（○印はひとつだけ） 

・ 「2,000 歩～5,000 歩未満」が 31.1％で最も多い。次いで「5,000 歩～8,000 歩未満」が 22.0％、「わか

らない／測定したことがない」が 14.1％などとなっている。 

 

 

 

■ 性年代別 １日平均の歩数（問 20×性年代） 

・ 10～20 代男性では「わからない／測定したことがない」、30 代・40 代男性と 10～20 代女性で「5,000 歩

～8,000 歩未満」、それ以外では「2,000 歩～5,000 歩未満」が最も多い。 

・ また、30 代以下の男性では「10,000 歩以上」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

2,000歩未満

230人

13.7%

2,000歩～

5,000歩未満

522人

31.1%

5,000歩～

8,000歩未満

369人

22.0%

8,000歩～

10,000歩未満

163人

9.7%

10,000歩以上

126人 7.5%

わからない／測定した

ことがない 236人

14.1%

無回答 30人 1.8%

n=1,676人

合計 2,000歩
未満

2,000歩
～5,000
歩未満

5,000歩
～8,000
歩未満

8,000歩
～10,000
歩未満

10,000歩
以上

わからない
／測定した
ことがない

無回答

全体 1676 13.7 31.1 22.0 9.7 7.5 14.1 1.8

男性-18～29歳 45 8.9 15.6 17.8 17.8 17.8 22.2 0.0

男性-30～39歳 57 7.0 21.1 26.3 10.5 19.3 15.8 0.0

男性-40～49歳 79 7.6 21.5 27.8 8.9 13.9 20.3 0.0

男性-50～59歳 113 6.2 24.8 23.9 14.2 15.9 14.2 0.9

男性-60～69歳 110 15.5 30.0 22.7 12.7 5.5 13.6 0.0

男性-70歳以上 252 22.2 34.5 19.0 6.7 7.9 7.5 2.0

女性-18～29歳 64 9.4 21.9 28.1 18.8 10.9 9.4 1.6

女性-30～39歳 89 7.9 34.8 28.1 9.0 3.4 16.9 0.0

女性-40～49歳 117 18.8 23.9 23.1 12.0 5.1 16.2 0.9

女性-50～59歳 134 7.5 28.4 26.1 14.9 8.2 12.7 2.2

女性-60～69歳 147 8.8 38.8 26.5 10.2 4.8 10.9 0.0

女性-70歳以上 277 21.7 39.4 15.9 3.6 2.2 15.5 1.8

問20 一日平均何歩歩く歩数

性年代別
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■ ライフステージ別 １日平均の歩数 

・ 単身 65 歳未満で「2,000 歩～5,000 歩未満」、「わからない／測定したことがない」が同率、夫婦のみ 65

歳未満では「8,000 歩～10,000 歩未満」、親同居 65 歳未満、家族成長中期、家族成長後期では「5,000

歩～8,000 歩未満」、それ以外では「2,000 歩～5,000 歩未満」が最も多い。 

・ 単身 65 歳未満では「10,000 歩以上」、夫婦のみ 65 歳未満では「8,000 歩～10,000 歩未満」、高齢者ひ

とり暮らし、家族成熟期(一人暮らし）では「2,000 歩～5,000 歩未満」、高齢者夫婦のみ世帯では「2,000

歩未満」と「2,000 歩～5,000 歩未満」、家族成長後期では「5,000 歩～8,000 歩未満」が、全体値より 10

ポイント以上高い。 

 

問20 一日平均何歩歩く歩数

合計 2,000歩
未満

2,000歩
～5,000

歩未満

5,000歩
～8,000

歩未満

8,000歩
～10,000

歩未満

10,000歩
以上

わからない
／測定した
ことがない

無回答

全体 1676 13.7 31.1 22.0 9.7 7.5 14.1 1.8
ライフステージ 単身65歳未満 75 13.3 24.0 13.3 6.7 18.7 24.0 0.0

夫婦のみ65歳未満 76 7.9 22.4 21.1 25.0 13.2 10.5 0.0

親同居65歳未満 149 8.1 21.5 26.8 12.1 12.8 18.8 0.0

高齢者ひとり暮らし 44 18.2 45.5 13.6 0.0 6.8 11.4 4.5

高齢者夫婦のみ世帯 45 26.7 42.2 13.3 8.9 2.2 2.2 4.4

家族形成期 128 8.6 28.9 26.6 7.0 7.8 20.3 0.8

家族成長前期 79 16.5 27.8 20.3 16.5 7.6 10.1 1.3

家族成長中期 93 10.8 25.8 30.1 15.1 6.5 10.8 1.1

家族成長後期 50 6.0 24.0 40.0 10.0 10.0 10.0 0.0

家族成熟期 461 13.7 32.1 23.4 9.3 6.3 14.1 1.1

家族成熟期(一人暮らし） 67 13.4 43.3 16.4 4.5 3.0 16.4 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 17.5 40.6 21.0 7.4 5.2 7.4 0.9
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問21 主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上あるのが週に何日ありますか。（○印はひと

つだけ） 

・ 「ほとんど毎日」が 48.1％で最も多く、全体の半数近くを占める。以下「週に４～５日」が 21.4％、「週に２～３

日」が 18.8％で、「ほとんどない」は 10.3％と全体の約１割である。 

 

 

 

■ 性年代別 週に主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日数（問 21×性年代） 

・ 30 代男性では「週に２～３日」、それ以外では「ほとんど毎日」が最も多い。 

・ また、10～20 代男性では「ほとんどない」、30・４０代男性と 10～20 代女性では「週に２～３日」、70 歳以上

女性では「ほとんど毎日」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

ほとんど

毎日

806人

48.1%

週に４～５日

359人

21.4%

週に２～３日

315人

18.8%

ほとんどない

172人

10.3%

無回答 24人 1.4%

n=1,676人

合計 ほとんど毎
日

週に４～５
日

週に２～３
日

ほとんどな
い

無回答

全体 1676 48.1 21.4 18.8 10.3 1.4

男性-18～29歳 45 35.6 26.7 13.3 24.4 0.0

男性-30～39歳 57 29.8 22.8 35.1 12.3 0.0

男性-40～49歳 79 35.4 19.0 30.4 15.2 0.0

男性-50～59歳 113 38.9 18.6 25.7 15.0 1.8

男性-60～69歳 110 43.6 21.8 23.6 10.9 0.0

男性-70歳以上 252 52.8 24.2 13.1 8.7 1.2

女性-18～29歳 64 32.8 21.9 31.3 12.5 1.6

女性-30～39歳 89 31.5 23.6 24.7 20.2 0.0

女性-40～49歳 117 36.8 29.9 19.7 13.7 0.0

女性-50～59歳 134 44.0 23.9 21.6 10.4 0.0

女性-60～69歳 147 57.8 19.7 17.0 4.8 0.7

女性-70歳以上 277 67.9 17.3 8.3 4.0 2.5

問21 主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回
以上あるのが週に何日あるか

性年代別
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■ ライフステージ別 週に主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上ある日数 

・ 単身 65 歳未満で「週に２～３日」、それ以外では「ほとんど毎日」が最も多い。 

・ 単身 65 歳未満では「週に２～３日」、「ほとんどない」、夫婦のみ 65 歳未満は「ほとんどない」、高齢者夫婦の

み世帯、家族成熟期(夫婦のみ)では「ほとんど毎日」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

  

  

問21 主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上あるのが週に

合計 ほとんど毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんどない 無回答

全体 1676 48.1 21.4 18.8 10.3 1.4
ライフステージ 単身65歳未満 75 21.3 18.7 33.3 26.7 0.0

夫婦のみ65歳未満 76 35.5 15.8 26.3 22.4 0.0

親同居65歳未満 149 39.6 23.5 20.1 16.8 0.0

高齢者ひとり暮らし 44 47.7 15.9 20.5 9.1 6.8

高齢者夫婦のみ世帯 45 60.0 20.0 15.6 4.4 0.0

家族形成期 128 34.4 26.6 22.7 14.1 2.3

家族成長前期 79 40.5 26.6 22.8 8.9 1.3

家族成長中期 93 48.4 21.5 21.5 7.5 1.1

家族成長後期 50 44.0 22.0 16.0 18.0 0.0

家族成熟期 461 53.1 21.7 18.2 6.3 0.7

家族成熟期(一人暮らし） 67 55.2 28.4 11.9 1.5 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 64.6 22.7 7.0 5.7 0.0
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問22 この一か月間の健康状態はいかがですか。最も近いと思うものをお選びください。（○印はひとつだ

け） 

・ 「どちらかというと健康である」が 50.7％で約半数となっている。次いで「健康である」が 31.9％で、これらを

合わせると全体の８割以上が健康であるとしている。「どちらかというと健康ではない」は 11.8％、「健康では

ない」は 4.8％である。 

 

 

■ 性年代別 この一か月間の健康状態（問 22×性年代） 

・ いずれも「どちらかというと健康である」が最も多い。 

・ また、10～20 代女性では「健康である」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

  

健康である

534人

31.9%

どちらかと

いうと健康

である

849人

50.7%

どちらかというと

健康ではない

197人

11.8%

健康ではない 80人 4.8%

無回答 16人 1.0%

n=1,676人

問22 この一か月間の健康状態

合計

健康である どちらかと
いうと健康
である

どちらかと
いうと健康
ではない

健康ではな
い

無回答

全体 1676 31.9 50.7 11.8 4.8 1.0
性年齢別 男性-18～29歳 45 28.9 60.0 8.9 2.2 0.0

男性-30～39歳 57 35.1 50.9 12.3 1.8 0.0

男性-40～49歳 79 39.2 41.8 10.1 7.6 1.3

男性-50～59歳 113 31.9 52.2 8.8 6.2 0.9

男性-60～69歳 110 31.8 55.5 9.1 3.6 0.0

男性-70歳以上 252 29.0 50.4 11.9 7.9 0.8

女性-18～29歳 64 43.8 46.9 7.8 1.6 0.0

女性-30～39歳 89 39.3 40.4 16.9 3.4 0.0

女性-40～49歳 117 33.3 49.6 14.5 2.6 0.0

女性-50～59歳 134 32.8 50.0 13.4 3.7 0.0

女性-60～69歳 147 34.0 56.5 6.8 2.7 0.0

女性-70歳以上 277 29.2 51.6 13.0 5.1 1.1
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■ ライフステージ別 この一か月間の健康状態 

・ いずれも「どちらかというと健康である」が最も多い。 

・ 高齢者ひとり暮らしで「どちらかというと健康ではない」、高齢者夫婦のみ世帯で「どちらかというと健康であ

る」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

問22 この一か月間の健康状態

合計 健康である どちらかとい
うと健康であ

る

どちらかとい
うと健康では

ない

健康ではない 無回答

全体 1676 31.9 50.7 11.8 4.8 1.0
ライフステージ 単身65歳未満 75 28.0 53.3 12.0 6.7 0.0

夫婦のみ65歳未満 76 39.5 46.1 10.5 3.9 0.0

親同居65歳未満 149 31.5 50.3 13.4 4.0 0.7

高齢者ひとり暮らし 44 18.2 50.0 22.7 4.5 4.5

高齢者夫婦のみ世帯 45 20.0 64.4 11.1 2.2 2.2

家族形成期 128 35.2 44.5 17.2 3.1 0.0

家族成長前期 79 36.7 53.2 8.9 1.3 0.0

家族成長中期 93 36.6 44.1 12.9 5.4 1.1

家族成長後期 50 38.0 44.0 10.0 8.0 0.0

家族成熟期 461 33.6 51.0 9.8 5.4 0.2

家族成熟期(一人暮らし） 67 28.4 53.7 11.9 4.5 1.5

家族成熟期(夫婦のみ) 229 33.2 53.7 9.2 3.9 0.0
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問23 社会参加（※）が介護予防に効果的と知っていますか。（○印はひとつだけ） 

・ 「知っている」が 52.7％で、「知らない」の 45.3％を 7.4 ポイント上回っている。 

 

（※）就労・ボランティア・町内活動・運動や趣味のグループ等への参加を指します。 

 

■ 性年代別 社会参加が介護予防に効果的であることの認知度（問 23×性年代） 

・ 70 歳以上男性と 10～20 代、50 代以上の女性では「知っている」、60 代までの男性と 30・４０代女性では

「知らない」の方が多く、女性の方が認知度は高い傾向にある。 

・ また、70 歳以上女性で「知っている」、10～20 代、40 代・５０代男性、40 代女性では「知らない」が、全体値

より 10 ポイント以上高い。 

 

  

知っている

884人

52.7%

知らない

760人

45.3%

無回答

32人

1.9%

n=1,676人

合計 知っている 知らない 無回答

全体 1676 52.7 45.3 1.9

男性-18～29歳 45 40.0 60.0 0.0

男性-30～39歳 57 45.6 54.4 0.0

男性-40～49歳 79 32.9 67.1 0.0

男性-50～59歳 113 33.6 64.6 1.8

男性-60～69歳 110 45.5 54.5 0.0

男性-70歳以上 252 56.7 41.7 1.6

女性-18～29歳 64 51.6 46.9 1.6

女性-30～39歳 89 49.4 50.6 0.0

女性-40～49歳 117 41.9 58.1 0.0

女性-50～59歳 134 59.0 41.0 0.0

女性-60～69歳 147 61.2 37.4 1.4

女性-70歳以上 277 69.7 26.7 3.6

問23 社会参加が介護予防に効果
的と知っているか

性年代別



 
108

■ ライフステージ別 社会参加が介護予防に効果的であることの認知度 

・ 単身 65 歳未満、夫婦のみ 65 歳未満、親同居 65 歳未満、高齢者ひとり暮らし、家族形成期、家族成長後期

では「知らない」、それ以外では「知っている」の方が多い。 

・ 家族成熟期(一人暮らし）で「知っている」、単身 65 歳未満、親同居 65 歳未満、家族成長後期では「知らない」

が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

  

問23 社会参加が介護予防に効果的と知って

合計 知っている 知らない 無回答

全体 1676 52.7 45.3 1.9
ライフステージ 単身65歳未満 75 36.0 62.7 1.3

夫婦のみ65歳未満 76 47.4 52.6 0.0

親同居65歳未満 149 42.3 57.0 0.7

高齢者ひとり暮らし 44 38.6 52.3 9.1

高齢者夫婦のみ世帯 45 53.3 42.2 4.4

家族形成期 128 46.1 53.9 0.0

家族成長前期 79 51.9 48.1 0.0

家族成長中期 93 53.8 45.2 1.1

家族成長後期 50 44.0 56.0 0.0

家族成熟期 461 58.6 39.9 1.5

家族成熟期(一人暮らし） 67 67.2 29.9 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 62.4 37.1 0.4
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問24 認知症の人とそのご家族を地域で支えるために、どのような手助けができますか。（○印はいくつでも） 

・ 「日常的な挨拶などのご近所付き合い」が54.5％、「本人が困っている様子を見たら、声をかけるなど助ける」

が 54.2％で拮抗している。次いで「相談機関（地域ケアプラザ、医療機関など）を紹介する」が 21.3％、「ご家

族の話を聞くなど相談相手となる」が 19.1％などとなっている。 

 

■ 性年代別 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け（問 24×性年代） 

・ 30・40 代男性、30 代以下と 70 歳以上女性では「日常的な挨拶などのご近所付き合い」、それ以外では「本

人が困っている様子を見たら、声をかけるなど助ける」のが最も多い。 

・ また、10～20 代男性では「認知症の理解や対応を学ぶ（認知症サポーター養成講座の参加など）」、「分から

ない」、40 代男性では「分からない」、10～20 代女性では「日常的な挨拶などのご近所付き合い」、「認知症

の理解や対応を学ぶ（認知症サポーター養成講座の参加など）」、「ボランティアをする（認知症カフェの手伝い

など）」、60 代女性では「日常的な挨拶などのご近所付き合い」、「本人が困っている様子を見たら、声をかけ

るなど助ける」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  合計 日
常
的
な
挨
拶
な
ど
の
ご
近

所
付
き
合
い

本
人
が
困
っ
て
い
る
様
子
を

見
た
ら

、
声
を
か
け
る
な
ど

助
け
る

ご
家
族
の
話
を
聞
く
な
ど
相

談
相
手
と
な
る

相
談
機
関

（
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ

、
医
療
機
関
な
ど

）
を
紹

介
す
る

認
知
症
の
理
解
や
対
応
を
学
ぶ

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
参
加
な
ど
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

（
認

知
症
カ
フ
ェ
の
手
伝
い
な

ど

）

そ
の
他

分
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 54.5 54.2 19.1 21.3 13.1 5.5 1.6 17.1 3.5

男性-18～29歳 45 37.8 40.0 26.7 13.3 24.4 6.7 2.2 28.9 0.0

男性-30～39歳 57 47.4 35.1 22.8 22.8 10.5 3.5 0.0 22.8 0.0

男性-40～49歳 79 41.8 30.4 21.5 15.2 10.1 5.1 2.5 36.7 0.0

男性-50～59歳 113 41.6 47.8 12.4 24.8 8.8 3.5 1.8 22.1 0.0

男性-60～69歳 110 51.8 55.5 10.0 14.5 9.1 2.7 0.9 19.1 0.0

男性-70歳以上 252 52.0 55.2 11.9 18.3 12.3 4.4 1.6 21.8 4.4

女性-18～29歳 64 67.2 62.5 28.1 21.9 26.6 18.8 0.0 7.8 0.0

女性-30～39歳 89 48.3 43.8 22.5 24.7 19.1 7.9 2.2 27.0 1.1

女性-40～49歳 117 55.6 57.3 25.6 22.2 12.0 8.5 0.9 19.7 0.0

女性-50～59歳 134 58.2 61.2 24.6 26.1 14.9 7.5 0.0 11.9 0.7

女性-60～69歳 147 66.7 68.0 27.9 25.2 10.9 2.7 0.7 5.4 0.7

女性-70歳以上 277 63.9 60.6 20.2 22.7 13.0 4.7 2.5 10.8 7.2

問24 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け

性年代別
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■ 居住地区別 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け（問 24×Ｆ３） 

・ 上白根、今宿、若葉台、希望が丘東、万騎が原、二俣川、二俣川ニュータウン、旭南部、市沢では「本人が困っ

ている様子を見たら、声をかけるなど助ける」、希望が丘、さちが丘では「日常的な挨拶などのご近所付き合

い」、「本人が困っている様子を見たら、声をかけるなど助ける」が同率、それ以外では「日常的な挨拶などの

ご近所付き合い」が最も多い。 

・ また、旭中央では「日常的な挨拶などのご近所付き合い」、「認知症の理解や対応を学ぶ（認知症サポーター養

成講座の参加など）」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 日
常
的
な
挨
拶
な
ど
の
ご
近

所
付
き
合
い

本
人
が
困
っ
て
い
る
様
子
を

見
た
ら

、
声
を
か
け
る
な
ど

助
け
る

ご
家
族
の
話
を
聞
く
な
ど
相

談
相
手
と
な
る

相
談
機
関

（
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ

、
医
療
機
関
な
ど

）
を
紹

介
す
る

認
知
症
の
理
解
や
対
応
を
学
ぶ

（認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

参
加
な
ど
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

（
認

知
症
カ
フ
ェ
の
手
伝
い
な

ど

）

そ
の
他

分
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 54.5 54.2 19.1 21.3 13.1 5.5 1.6 17.1 3.5

鶴ケ峰地区 184 57.1 52.7 22.3 21.2 13.6 2.7 1.1 20.7 3.8

白根地区 111 63.1 53.2 18.9 16.2 12.6 6.3 0.9 12.6 1.8

旭北地区 115 59.1 56.5 15.7 25.2 13.9 4.3 2.6 13.0 2.6

上白根地区 48 58.3 62.5 6.3 25.0 4.2 4.2 2.1 10.4 6.3

今宿地区 98 51.0 52.0 19.4 24.5 9.2 5.1 3.1 16.3 2.0

川井地区 77 50.6 49.4 10.4 14.3 9.1 5.2 1.3 19.5 5.2

若葉台地区 102 54.9 56.9 23.5 21.6 10.8 6.9 2.0 14.7 2.9

笹野台地区 75 54.7 50.7 17.3 22.7 16.0 2.7 1.3 21.3 2.7

希望が丘地区 76 48.7 48.7 26.3 23.7 15.8 6.6 1.3 25.0 3.9

希望が丘東地区 103 56.3 59.2 21.4 22.3 12.6 8.7 0.0 14.6 3.9

希望が丘南地区 65 60.0 52.3 18.5 24.6 10.8 10.8 0.0 12.3 0.0

さちが丘地区 67 55.2 55.2 23.9 23.9 17.9 9.0 0.0 19.4 1.5

万騎が原地区 68 51.5 57.4 16.2 25.0 20.6 5.9 0.0 19.1 1.5

二俣川地区 92 48.9 59.8 21.7 21.7 16.3 6.5 2.2 13.0 1.1

二俣川ニュータウン地区 91 49.5 50.5 18.7 13.2 11.0 7.7 4.4 18.7 2.2

旭中央地区 41 68.3 58.5 26.8 29.3 24.4 7.3 2.4 12.2 0.0

旭南部地区 69 50.7 55.1 18.8 15.9 5.8 2.9 2.9 21.7 2.9

左近山地区 61 54.1 52.5 18.0 19.7 9.8 4.9 1.6 21.3 3.3

市沢地区 59 54.2 57.6 22.0 25.4 18.6 1.7 1.7 20.3 1.7

地区別

問24 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け
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■ ライフステージ別 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け 

・ 夫婦のみ 65 歳未満、高齢者ひとり暮らし、家族成熟期(一人暮らし）で「日常的な挨拶などのご近所付き合い」

と「本人が困っている様子を見たら、声をかけるなど助ける」が同率、家族形成期、家族成長前期、家族成長後

期、家族成熟期(夫婦のみ)で「日常的な挨拶などのご近所付き合い」が最も多く、それ以外では「本人が困っ

ている様子を見たら、声をかけるなど助ける」が最も多い。 

・ 単身 65 歳未満、高齢者ひとり暮らしでは「分からない」、家族成長前期では「ご家族の話を聞くなど相談相手

となる」、家族成熟期(一人暮らし）は「日常的な挨拶などのご近所付き合い」、「本人が困っている様子を見た

ら、声をかけるなど助ける」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

問24 認知症の人とそのご家族を地域で支えるためにできる手助け

合
計

日
常
的
な
挨
拶
な
ど
の
ご
近
所
付
き
合

い 本
人
が
困
っ
て
い
る
様
子
を
見
た
ら
、
声

を
か
け
る
な
ど
助
け
る

ご
家
族
の
話
を
聞
く
な
ど
相
談
相
手
と

な
る

相
談
機
関
（地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
医
療
機

関
な
ど
）を
紹
介
す
る

認
知
症
の
理
解
や
対
応
を
学
ぶ
（認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
参
加
な
ど
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
（認
知
症
カ
フ
ェ

の
手
伝
い
な
ど
）

そ
の
他

分
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 54.5 54.2 19.1 21.3 13.1 5.5 1.6 17.1 3.5
ライフステージ 単身65歳未満 75 40.0 46.7 12.0 16.0 18.7 8.0 0.0 37.3 1.3

夫婦のみ65歳未満 76 48.7 48.7 18.4 19.7 13.2 5.3 0.0 19.7 1.3

親同居65歳未満 149 48.3 49.7 23.5 24.8 19.5 9.4 1.3 18.1 0.0

高齢者ひとり暮らし 44 40.9 40.9 6.8 11.4 11.4 4.5 2.3 31.8 11.4

高齢者夫婦のみ世帯 45 48.9 51.1 13.3 15.6 8.9 4.4 6.7 17.8 4.4

家族形成期 128 50.8 44.5 22.7 21.9 16.4 9.4 2.3 24.2 0.0

家族成長前期 79 62.0 54.4 34.2 19.0 12.7 6.3 3.8 13.9 0.0

家族成長中期 93 52.7 53.8 25.8 21.5 16.1 6.5 1.1 15.1 1.1

家族成長後期 50 50.0 44.0 18.0 18.0 10.0 10.0 2.0 24.0 0.0

家族成熟期 461 57.5 61.6 19.1 22.3 11.3 4.3 1.3 13.2 2.2

家族成熟期(一人暮らし） 67 67.2 67.2 20.9 22.4 13.4 6.0 0.0 13.4 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 63.3 59.8 17.0 24.0 13.1 2.6 1.3 11.8 3.9
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問25 あなたは、認知症のどのようなことに関心がありますか。 （○印はいくつでも） 

・ 「認知症を早めに気づく方法」が 57.7％で最も多い。次いで「予防や進行を遅らせる方法」が 49.6％となっ

ている。以下「認知症の症状」（42.2％）、「利用できるサービス・制度」（42.2％）、「認知症の人への接し方や

介護の方法」（34.4％）、「相談するタイミングや相談先」（32.2％）などとなっており、早期発見や進行抑制に

関する項目が上位に挙がっている。 
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■ 性年代別 認知症について関心があること（問 25×性年代） 

・ 10～20 代男性では「認知症の症状」、「認知症を早めに気づく方法」が同率、10～20 代女性では「認知症の

症状」、「予防や進行を遅らせる方法」が同率、30 代・50 代女性では「予防や進行を遅らせる方法」、それ以

外では「認知症を早めに気づく方法」が最も多い。 

・ また、10～20 代女性では「認知症の症状」、「認知症の人への接し方や介護の方法」、30 代～50 代の女性

では「認知症の人や家族を支える地域の活動」、４０代～60 代女性では「利用できるサービス・制度」が、全体

値より 10 ポイント以上高い。 

 

■ ライフステージ別 認知症について関心があること 

・ 夫婦のみ 65 歳未満、で「予防や進行を遅らせる方法」、家族成長後期で「認知症を早めに気づく方法」、「予

防や進行を遅らせる方法」、「利用できるサービス・制度」が同率、それ以外では「認知症を早めに気づく方法」

が最も多い。 

・ 家族成長前期で「認知症の人や家族を支える地域の活動」、家族成熟期(一人暮らし）で「医療機関情報（認知

症の検査や診断、治療など）」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

  

問25 認知症について関心があること

合
計

認
知
症
の
症
状

相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
相

談
先

認
知
症
を
早
め
に
気
づ
く
方

法 予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
方

法 認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
や

介
護
の
方
法

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・制
度

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え

る
地
域
の
活
動

認
知
症
の
人
の
権
利
や
財
産

を
守
る
方
法

医
療
機
関
情
報
（認
知
症
の

検
査
や
診
断
、
治
療
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 42.2 32.2 57.7 49.6 34.4 42.2 22.9 14.0 29.6 2.1 4.7
性年代別 男性-18～29歳 45 51.1 28.9 51.1 44.4 28.9 35.6 15.6 13.3 24.4 0.0 6.7

男性-30～39歳 57 40.4 31.6 54.4 47.4 38.6 43.9 15.8 10.5 21.1 1.8 3.5

男性-40～49歳 79 40.5 41.8 67.1 48.1 27.8 35.4 15.2 20.3 27.8 5.1 2.5

男性-50～59歳 113 46.0 27.4 49.6 46.9 33.6 43.4 23.9 10.6 22.1 2.7 0.9

男性-60～69歳 110 39.1 33.6 64.5 48.2 29.1 42.7 14.5 15.5 29.1 0.9 0.9

男性-70歳以上 252 48.0 28.6 64.7 47.6 27.8 37.3 17.1 11.1 30.2 3.2 4.4

女性-18～29歳 64 53.1 31.3 50.0 53.1 45.3 28.1 26.6 14.1 21.9 1.6 1.6

女性-30～39歳 89 44.9 39.3 48.3 53.9 42.7 42.7 33.7 22.5 34.8 1.1 1.1

女性-40～49歳 117 44.4 41.9 57.3 47.0 38.5 58.1 40.2 14.5 25.6 1.7 0.9

女性-50～59歳 134 35.1 36.6 49.3 56.0 38.1 52.2 34.3 15.7 35.1 0.7 4.5

女性-60～69歳 147 35.4 32.0 52.4 50.3 42.9 53.1 25.9 14.3 36.7 2.0 2.0

女性-70歳以上 277 45.8 28.9 65.7 55.6 36.5 42.6 17.3 12.3 34.7 1.8 7.2

問25 認知症について関心があること

合
計

認
知
症
の
症
状

相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
相
談
先

認
知
症
を
早
め
に
気
づ
く
方
法

予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
方
法

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
や
介
護

の
方
法

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・制
度

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
地

域
の
活
動

認
知
症
の
人
の
権
利
や
財
産
を
守

る
方
法

医
療
機
関
情
報
（認
知
症
の
検
査

や
診
断
、
治
療
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

全体 1676 42.2 32.2 57.7 49.6 34.4 42.2 22.9 14.0 29.6 2.1 4.7
ライフステージ 単身65歳未満 75 46.7 37.3 56.0 54.7 33.3 40.0 18.7 21.3 18.7 2.7 1.3

夫婦のみ65歳未満 76 43.4 34.2 51.3 52.6 42.1 50.0 28.9 19.7 31.6 1.3 5.3

親同居65歳未満 149 51.7 36.9 52.3 47.0 38.3 41.6 26.8 15.4 33.6 2.7 0.7

高齢者ひとり暮らし 44 29.5 15.9 61.4 40.9 27.3 27.3 2.3 9.1 15.9 2.3 18.2

高齢者夫婦のみ世帯 45 31.1 24.4 57.8 46.7 22.2 31.1 13.3 6.7 28.9 4.4 6.7

家族形成期 128 38.3 34.4 48.4 45.3 37.5 43.8 25.8 15.6 26.6 1.6 3.9

家族成長前期 79 39.2 38.0 64.6 57.0 35.4 50.6 38.0 17.7 26.6 1.3 1.3

家族成長中期 93 35.5 31.2 55.9 49.5 38.7 44.1 29.0 10.8 21.5 1.1 2.2

家族成長後期 50 44.0 38.0 48.0 48.0 40.0 48.0 30.0 20.0 30.0 2.0 2.0

家族成熟期 461 41.9 35.4 59.4 51.6 35.1 46.9 24.1 13.2 32.1 1.3 2.4

家族成熟期(一人暮らし） 67 37.3 28.4 62.7 46.3 31.3 46.3 19.4 7.5 41.8 6.0 3.0

家族成熟期(夫婦のみ) 229 51.5 31.0 67.2 55.5 34.9 42.8 17.9 15.7 36.2 1.7 3.5
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９．防災について 

 

問26 あなたのご家庭では、災害に備えて何日分の食料、飲料水（１人１日あたり３リットル以上）を準備してい

ますか。（○印はひとつだけ） 

・ 「３日分」が 31.2％で最も多い。次いで「準備していない」が 22.3％である。以下「２日分」（19.0％）、「４日分

以上 」（14.7％）、「１日分 」（11.6％）と続く。 

 

 

■ 性年代別 家庭で準備している災害に備えた食料、飲料水（問 26×性年代） 

・ 30 代までの男性と 30 代・40 代女性では「準備していない」、10～20 代女性では「３日分」、「準備していな

い」が同率、それ以外では「３日分」が最も多い。 

 

  

準備していない

373人

22.3%

１日分

194人

11.6%

２日分

318人

19.0%

３日分

523人

31.2%

４日分以上

247人

14.7%

無回答 21人 1.3%

n=1,676人

合計 １日分 ２日分 ３日分 ４日分以上 準備してい
ない

無回答

全体 1676 11.6 19.0 31.2 14.7 22.3 1.3

男性-18～29歳 45 20.0 22.2 22.2 11.1 24.4 0.0

男性-30～39歳 57 17.5 19.3 21.1 12.3 29.8 0.0

男性-40～49歳 79 21.5 19.0 27.8 12.7 19.0 0.0

男性-50～59歳 113 15.9 19.5 28.3 10.6 25.7 0.0

男性-60～69歳 110 5.5 20.0 30.9 15.5 28.2 0.0

男性-70歳以上 252 7.1 18.7 36.1 20.2 17.1 0.8

女性-18～29歳 64 14.1 23.4 25.0 12.5 25.0 0.0

女性-30～39歳 89 14.6 19.1 27.0 6.7 31.5 1.1

女性-40～49歳 117 21.4 23.9 22.2 6.0 26.5 0.0

女性-50～59歳 134 10.4 21.6 29.1 15.7 23.1 0.0

女性-60～69歳 147 8.2 15.6 30.6 22.4 23.1 0.0

女性-70歳以上 277 7.2 16.2 40.4 15.9 17.7 2.5

問26 家庭で準備している災害に備えた食料、飲料水

性年代別
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問26-1 準備していない理由は何ですか。 （問26で「5 準備していない」を選んだ方、○印はいくつでも） 

・ 「保管する場所がないから」が 34.0％で最も多い。次いで「何を準備すれば良いかわからないから」が

21.4％、「特になし」が 21.2％となっている。 

 

■ 性年代別 準備していない理由（問 26-1×性年代） 

・ 10～20代男性では「何を準備すれば良いかわからないから」、「特になし」、60 代男性では「急いで準備する

必要はないと思うから」、「特になし」、70 歳以上男性では「保管する場所がないから」、「急いで準備する必要

はないと思うから」、70 歳以上女性では「何を準備すれば良いかわからないから」、「急いで準備する必要は

ないと思うから」がそれぞれ同率、10～20 代女性では「何を準備すれば良いかわからないから」、それ以外

では「保管する場所がないから」が最も多い。 

 

  合計 何
を
準
備
す
れ
ば
良
い
か
わ

か
ら
な
い
か
ら

保
管
す
る
場
所
が
な
い
か
ら

急
い
で
準
備
す
る
必
要
は
な

い
と
思
う
か
ら

容
易
に
購
入
で
き
る
と
思
う

か
ら

行
政
が
準
備
し
て
い
る
と
思

う
か
ら

費
用
が
か
か
る
か
ら

面
倒
だ
か
ら

特
に
な
し

そ
の
他

無
回
答

全体 373 21.4 34.0 16.6 7.5 2.9 13.9 12.3 21.2 11.3 0.8

男性-18～29歳 11 36.4 27.3 27.3 0.0 9.1 0.0 18.2 36.4 18.2 0.0

男性-30～39歳 17 23.5 47.1 23.5 5.9 5.9 17.6 11.8 17.6 11.8 0.0

男性-40～49歳 15 13.3 46.7 6.7 6.7 6.7 20.0 13.3 20.0 13.3 0.0

男性-50～59歳 29 20.7 37.9 3.4 0.0 0.0 20.7 13.8 24.1 6.9 0.0

男性-60～69歳 31 12.9 19.4 29.0 16.1 0.0 3.2 19.4 29.0 6.5 0.0

男性-70歳以上 43 4.7 27.9 27.9 11.6 2.3 23.3 16.3 25.6 11.6 2.3

女性-18～29歳 16 50.0 43.8 0.0 6.3 0.0 12.5 25.0 18.8 6.3 0.0

女性-30～39歳 28 17.9 42.9 3.6 3.6 0.0 21.4 14.3 14.3 17.9 0.0

女性-40～49歳 31 32.3 41.9 9.7 6.5 6.5 9.7 3.2 16.1 6.5 0.0

女性-50～59歳 31 16.1 45.2 6.5 6.5 0.0 16.1 6.5 19.4 16.1 0.0

女性-60～69歳 34 23.5 44.1 20.6 2.9 2.9 5.9 5.9 20.6 5.9 0.0

女性-70歳以上 49 24.5 12.2 24.5 10.2 8.2 10.2 10.2 16.3 20.4 4.1

問26-1 準備していない理由

性年代別
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問27 あなたは、次の研修や訓練等に参加したことがありますか。 （該当するもの全て選択） 

・ 「連合や自治会・町内会等の防災訓練」が 43.9％で最も多いが、これに「何も参加していない」（43.3％）が

僅差で続いている。次いで多い「地域防災拠点の訓練」は 10.8％にとどまっている。 

  

■ 性年代別 参加したことがある研修や訓練（問 27×性年代） 

・ 70 歳以上男性と 50 代以上の女性は「連合や自治会・町内会等の防災訓練」、それ以外では「何も参加して

いない」が最も多く、それぞれ数値も全体値より 10 ポイント以上高い。また 10～20 代男性は「参加したこと

はあるが何かわからない」も全体値を 10 ポイント以上上回っている。 

 

  

合計 連
合
や
自
治
会
・
町
内
会
等

の
防
災
訓
練

地
域
防
災
拠
点
の
訓
練

家
庭
防
災
員
研
修

横
浜
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
講
習

会 防
災
・
減
災
推
進
研
修

旭
区
ご
近
助
マ
ニ
ュ
ア
ル
研

修
会

消
防
団
活
動

上
記
以
外
の
区
役
所
・
消
防

署
主
催
の
講
習
会
や
訓
練

そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
が
何

か
わ
か
ら
な
い

何
も
参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

全体 1676 43.9 10.8 5.6 2.0 1.7 0.4 3.2 6.1 2.0 3.8 43.3 2.0

男性-18～29歳 45 20.0 2.2 4.4 2.2 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 15.6 62.2 0.0

男性-30～39歳 57 10.5 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 8.8 1.8 1.8 71.9 0.0

男性-40～49歳 79 22.8 7.6 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 7.6 1.3 1.3 69.6 0.0

男性-50～59歳 113 25.7 10.6 4.4 3.5 1.8 0.0 8.0 7.1 0.9 3.5 54.0 1.8

男性-60～69歳 110 32.7 7.3 1.8 4.5 0.9 0.0 2.7 7.3 3.6 3.6 53.6 0.9

男性-70歳以上 252 57.1 19.0 4.8 3.6 3.6 2.0 5.2 10.3 1.6 2.0 35.7 0.8

女性-18～29歳 64 20.3 4.7 3.1 0.0 0.0 0.0 6.3 4.7 4.7 9.4 57.8 0.0

女性-30～39歳 89 12.4 2.2 0.0 1.1 0.0 0.0 1.1 1.1 2.2 4.5 79.8 0.0

女性-40～49歳 117 35.9 4.3 3.4 1.7 0.9 0.0 1.7 2.6 0.0 3.4 53.8 0.0

女性-50～59歳 134 56.0 12.7 7.5 2.2 2.2 0.7 1.5 5.2 2.2 2.2 33.6 0.0

女性-60～69歳 147 59.9 12.2 8.2 1.4 2.0 0.0 1.4 7.5 2.0 2.7 29.3 0.7

女性-70歳以上 277 61.7 13.0 13.0 0.7 2.2 0.0 2.9 7.2 1.8 4.0 25.6 3.6

問27 参加したことがある研修や訓練

性年代別
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問27-1 参加していない理由は何ですか。（問27で「11 何も参加していない」を選んだ方○印はいくつでも） 

・ 「時間がないから」が 42.2％で最も多い。次いで「参加したかったが、いつどこで開催されているかわからな

いから」が 19.6％、「面倒だから」が 18.9％となっている。 

 

 

■ 性年代別 参加していない理由（問 27-1×性年代） 

・ 70 歳以上男性では「時間がないから」、「参加したかったが、いつどこで開催されているかわからないから」が

同率、70 歳以上女性では「その他」、それ以外では「時間がないから」が最も多く、10～20代の男女、40代・

５０代の男女では、数値も全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 面
倒
だ
か
ら

時
間
が
な
い
か
ら

必
要
が
な
い
と
思
う
か
ら

家
族
が
参
加
し
て
い
る
か
ら

参
加
し
た
か
っ
た
が

、
い
つ

ど
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

参
加
し
た
か
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
恐
れ
、
行

か
な
か
っ
た

参
加
し
た
か
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

そ
の
他

無
回
答

全体 725 18.9 42.2 6.9 8.8 19.6 4.3 3.0 11.3 3.0

男性-18～29歳 28 25.0 60.7 0.0 3.6 7.1 0.0 0.0 17.9 0.0

男性-30～39歳 41 17.1 36.6 2.4 12.2 19.5 7.3 7.3 9.8 0.0

男性-40～49歳 55 12.7 56.4 9.1 14.5 10.9 1.8 3.6 10.9 3.6

男性-50～59歳 61 24.6 54.1 4.9 1.6 21.3 6.6 0.0 8.2 0.0

男性-60～69歳 59 25.4 47.5 10.2 6.8 18.6 0.0 1.7 10.2 0.0

男性-70歳以上 90 18.9 21.1 15.6 17.8 21.1 5.6 1.1 15.6 2.2

女性-18～29歳 37 18.9 56.8 5.4 2.7 24.3 2.7 0.0 2.7 5.4

女性-30～39歳 71 21.1 50.7 8.5 5.6 18.3 0.0 4.2 9.9 0.0

女性-40～49歳 63 17.5 58.7 3.2 7.9 22.2 1.6 6.3 4.8 0.0

女性-50～59歳 45 8.9 53.3 8.9 6.7 20.0 4.4 2.2 6.7 0.0

女性-60～69歳 43 25.6 30.2 7.0 4.7 25.6 2.3 4.7 18.6 2.3

女性-70歳以上 71 14.1 11.3 2.8 12.7 14.1 7.0 4.2 21.1 18.3

問27-1 参加していない理由

性年代別



 
118

 

１０．子育て支援・青少年育成について 

 

問28 子どもたちの成長を見守るためには、地域と学校がともに歩むことが大切と考えています。 

普段の生活の中で、地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力ができそうだと感じるものはありま

すか。（○印はいくつでも） 

・ 「地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする」が 42.6％で最も多いが、次いで「特に

ない／わからない」が 35.9％となっている。協力ができそうなこととしては、以下「気になる子どもがいた時、

その情報を学校に提供する」（18.0％）、「学校が行う地域向け行事に参加する」（12.2％）などである。 

 

■ 性年代別 地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力ができそうなこと（問 28×性年代） 

・ 年代を問わず男性では「特にない／わからない」女性では「地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声

かけなど）をする」が最も多い。また、10～20 代、40 代、60 代男性は「特にない／わからない」、10～20 代

女性は「地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする」、30 代女性は「地域の子どもを見

かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする」、「学校が行う地域向け行事に参加する」、40 代女性は「学

校ボランティアとして、学校の活動に参加する」、「気になる子どもがいた時、その情報を学校に提供する」が全

体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  合計 地
域
の
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ

（
声

か
け
な
ど

）
を
す
る

学
校
が
行
う
地
域
向
け
行
事

に
参
加
す
る

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て

、
学
校
の
活
動
に
参
加
す

る 気
に
な
る
子
ど
も
が
い
た

時

、
そ
の
情
報
を
学
校
に
提

供
す
る

地
域
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
学
校

と
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
考
え

た
り
す
る

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 42.6 12.2 10.3 18.0 4.2 2.0 35.9 6.0

男性-18～29歳 45 26.7 17.8 11.1 13.3 6.7 0.0 55.6 0.0

男性-30～39歳 57 35.1 19.3 21.1 21.1 8.8 0.0 42.1 1.8

男性-40～49歳 79 27.8 16.5 15.2 15.2 5.1 2.5 48.1 0.0

男性-50～59歳 113 35.4 9.7 8.8 21.2 7.1 0.9 44.2 2.7

男性-60～69歳 110 32.7 5.5 3.6 15.5 0.0 1.8 46.4 2.7

男性-70歳以上 252 38.9 9.9 6.3 9.5 3.6 3.6 44.0 6.3

女性-18～29歳 64 48.4 25.0 18.8 12.5 3.1 0.0 26.6 1.6

女性-30～39歳 89 61.8 28.1 20.2 24.7 6.7 2.2 22.5 1.1

女性-40～49歳 117 49.6 22.2 25.6 29.1 10.3 0.0 27.4 0.9

女性-50～59歳 134 40.3 11.9 17.9 23.9 4.5 0.0 38.8 1.5

女性-60～69歳 147 51.7 8.2 8.2 21.8 2.7 0.7 30.6 2.0

女性-70歳以上 277 50.9 7.2 4.7 14.8 2.5 4.0 26.7 13.0

問28 普段の生活の中で、地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力が
できそうなこと

性年代別
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■ 居住地区別 地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力ができそうなこと（問 28×F3） 

・ 鶴ケ峰、上白根、川井、希望が丘南、二俣川ニュータウン、左近山では「特にない／わからない」、それ以外で

は「地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする」が最も多い。また、希望が丘南は「特に

ない／わからない」、万騎が原は「地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする」、市沢

は「気になる子どもがいた時、その情報を学校に提供する」が全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 地
域
の
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ

（
声

か
け
な
ど

）
を
す
る

学
校
が
行
う
地
域
向
け
行
事

に
参
加
す
る

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て

、
学
校
の
活
動
に
参
加
す

る 気
に
な
る
子
ど
も
が
い
た

時

、
そ
の
情
報
を
学
校
に
提

供
す
る

地
域
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
学
校

と
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
考
え

た
り
す
る

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 42.6 12.2 10.3 18.0 4.2 2.0 35.9 6.0

鶴ケ峰地区 184 37.0 13.6 9.2 15.8 2.2 1.1 42.9 4.3

白根地区 111 44.1 9.9 10.8 20.7 2.7 1.8 33.3 4.5

旭北地区 115 42.6 8.7 12.2 21.7 5.2 1.7 29.6 5.2

上白根地区 48 31.3 10.4 10.4 12.5 4.2 2.1 39.6 10.4

今宿地区 98 45.9 13.3 9.2 14.3 3.1 2.0 34.7 8.2

川井地区 77 39.0 7.8 9.1 15.6 2.6 1.3 41.6 13.0

若葉台地区 102 49.0 12.7 9.8 15.7 3.9 1.0 30.4 7.8

笹野台地区 75 42.7 18.7 6.7 17.3 6.7 2.7 32.0 2.7

希望が丘地区 76 47.4 15.8 11.8 13.2 5.3 2.6 34.2 3.9

希望が丘東地区 103 49.5 17.5 12.6 21.4 5.8 1.0 33.0 1.9

希望が丘南地区 65 38.5 4.6 12.3 13.8 1.5 0.0 49.2 3.1

さちが丘地区 67 46.3 9.0 10.4 20.9 9.0 0.0 41.8 1.5

万騎が原地区 68 54.4 11.8 8.8 25.0 2.9 2.9 19.1 5.9

二俣川地区 92 42.4 20.7 9.8 16.3 6.5 5.4 40.2 3.3

二俣川ニュータウン地区 91 37.4 15.4 13.2 13.2 4.4 5.5 39.6 2.2

旭中央地区 41 43.9 14.6 19.5 19.5 7.3 0.0 39.0 2.4

旭南部地区 69 40.6 13.0 14.5 27.5 4.3 2.9 34.8 7.2

左近山地区 61 42.6 4.9 4.9 11.5 1.6 0.0 45.9 4.9

市沢地区 59 37.3 8.5 11.9 28.8 6.8 3.4 30.5 6.8

地区別

問28 普段の生活の中で、地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力ができそうなこと
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問29 不登校やひきこもりなどの課題を抱え、困っている子どもや若者、そのご家族等に対して相談や支援

を行っている機関等で知っているものはありますか。（○印はいくつでも） 

・ 「知らない」が 45.8％で最も多く４割以上の人が挙げており、相談・支援機関の認知度は低い。知っている機

関としては「区役所」が 30.3％で最も多く、次いで「横浜市青少年相談センター（ひきこもり地域支援センタ

ー）」が 19.5％、「民生委員児童委員、主任児童委員」が 17.5％などとなっている。 

 

■ 性年代別 相談や支援を行っている機関等の認知度（問 29×性年代） 

・ 10～20 代女性では「区役所」、それ以外では「知らない」が最も多い。また、10～20 代、40 代・50 代男性、

30 代女性では「知らない」、10～20 代女性は「横浜市青少年相談センター（ひきこもり地域支援センター）」

が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

  

合計 区
役
所

地
域
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

横
浜
市
青
少
年
相
談
セ
ン

タ
ー

（
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー

）

区
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

民
生
委
員
児
童
委
員

、
主
任

児
童
委
員

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

全体 1676 30.3 0.8 19.5 6.3 12.7 17.5 0.8 45.8 6.6

男性-18～29歳 45 31.1 0.0 26.7 2.2 8.9 11.1 0.0 57.8 0.0

男性-30～39歳 57 31.6 1.8 17.5 5.3 12.3 14.0 1.8 50.9 1.8

男性-40～49歳 79 22.8 0.0 12.7 0.0 5.1 8.9 2.5 63.3 0.0

男性-50～59歳 113 23.9 0.9 16.8 4.4 8.8 11.5 0.9 64.6 0.9

男性-60～69歳 110 30.9 0.9 19.1 6.4 13.6 13.6 0.9 48.2 2.7

男性-70歳以上 252 28.6 0.8 17.9 11.1 17.9 23.0 0.0 42.5 9.1

女性-18～29歳 64 35.9 3.1 31.3 6.3 18.8 18.8 1.6 32.8 3.1

女性-30～39歳 89 27.0 1.1 10.1 2.2 6.7 10.1 0.0 66.3 1.1

女性-40～49歳 117 33.3 0.9 17.1 2.6 6.8 15.4 0.9 54.7 0.0

女性-50～59歳 134 38.1 1.5 17.9 4.5 12.7 15.7 2.2 48.5 1.5

女性-60～69歳 147 34.7 1.4 26.5 6.1 14.3 21.8 2.0 38.8 1.4

女性-70歳以上 277 31.8 0.4 24.2 9.4 16.6 23.1 0.0 32.1 14.4

問29 不登校やひきこもりなどの課題を抱え、困っている子どもや若者、そのご
家族等に対して相談や支援を行っている機関等で知っているか

性年代別
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問30 妊娠中や子育て中の方に伺います。 子育てに関する情報をどこから得ていますか。（○印はいくつで

も） 

・ 「友人・知人」が最も多く 58.7％、次いで「家族・親戚」が 46.3％、「SNS、インターネット等」が 43.8％で、こ

れらは４割以上の人が挙げている。 

  

     

■ 性年代別 子育てに関する情報の入手先（問 30×性年代） 

・ ４０代５０代）家族・親戚」、「友人・知人」が同率、30 代男性、30 代から 50 代の女性では「友人・知人」が最も

多い。 

・ 3０代男性では、「家族・親戚」、「友人・知人」、「保育園･幼稚園・学校」、５０代男性･女性は「無回答」、３０代女

性は「家族・親戚」「友人・知人」、「地域の子育て支援施設」、「保育園･幼稚園・学校」、「SNS・インターネット

等」、40 代女性は、「友人・知人」、「保育園･幼稚園・学校」が全体値より１０ポイント以上高い。 

注)10代・20代、60代以上は母数が少ないため、分析のコメントから除外している。 

 

  

問30 子育てに関する情報の入手先

合
計

家
族
・親
戚

友
人
・知
人

近
所
の
人

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
子
育
て
支
援
活

動
を
し
て
い
る
人

主
任
児
童
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員

地
域
の
子
育
て
支
援
施
設

保
育
園
・幼
稚
園
・学
校

専
門
機
関

医
療
機
関

区
役
所
か
ら
の
案
内
や
チ
ラ
シ

区
役
所
な
ど
の
行
政
のW

E
B

サ
イ
ト

S
N

S

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

無
回
答

全体 356 46.3 58.7 14.0 4.8 1.4 11.8 39.9 2.2 12.6 16.0 8.1 43.8 23.3
性年齢別 男性-18～29歳 4 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0

男性-30～39歳 27 70.4 81.5 22.2 7.4 7.4 14.8 51.9 3.7 22.2 18.5 14.8 51.9 0.0

男性-40～49歳 43 48.8 48.8 11.6 7.0 0.0 7.0 34.9 0.0 4.7 20.9 9.3 41.9 25.6

男性-50～59歳 30 43.3 43.3 6.7 0.0 6.7 3.3 23.3 0.0 13.3 0.0 3.3 26.7 43.3

男性-60～69歳 7 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 28.6 0.0 14.3 42.9

男性-70歳以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性-18～29歳 7 57.1 57.1 14.3 28.6 0.0 57.1 42.9 28.6 28.6 28.6 28.6 57.1 0.0

女性-30～39歳 61 60.7 80.3 16.4 8.2 1.6 23.0 57.4 3.3 14.8 24.6 11.5 68.9 4.9

女性-40～49歳 88 52.3 71.6 21.6 3.4 0.0 8.0 52.3 2.3 14.8 20.5 6.8 45.5 10.2

女性-50～59歳 41 22.0 39.0 4.9 4.9 0.0 9.8 24.4 2.4 7.3 7.3 7.3 34.1 41.5

女性-60～69歳 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性-70歳以上 7 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7
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問31 妊娠中や子育て中の方に伺います。 現在、子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）があります

か。（○印はいくつでも） 

・ 「緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族の支えがある」が 38.8％で最も多く、次いで「日常的に、祖

父母等の親族による支えがある」が 21.6％となっている。 

・ 「いずれもいない」は 14.6％である。 

 

 

■ 性年代別 子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）の有無（問 31×性年代） 

・ ３０代４０代男性、３０代～５０代女性では「緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族の支えがある」が最

も多く、５０代男性では「いずれもいない」が最も多い。 

・ ３０代男性では、「日常的に、祖父母等の親族による支えがある」、５０代男性では「無回答」、３０代女性では

「緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族の支えがある」、５０代女性では「無回答」が全体値より１０ポ

イント以上高い。 

注)10 代・20 代、60 代以上は母数が少ないため、分析のコメントから除外している。 

  

問 32 アンケート実施後に設問の誤りが見つかったため欠番とした。  

問31 現在、子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）があるか

合
計

日
常
的
に
、
祖
父
母
等
の
親
族
に
よ
る
支
え

が
あ
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際
に
は
、
祖
父
母

等
の
親
族
の
支
え
が
あ
る

日
常
的
に
、
友
人
・知
人
・近
所
の
人
に
よ
る

支
え
が
あ
る

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際
に
は
、
友
人
・知

人
・近
所
の
人
に
よ
る
支
え
が
あ
る

民
間
又
は
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る そ
の
他

い
ず
れ
も
い
な
い

無
回
答

全体 356 21.6 38.8 11.0 13.8 6.5 0.6 14.6 24.2
性年齢別 男性-18～29歳 4 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

男性-30～39歳 27 40.7 44.4 18.5 7.4 11.1 0.0 14.8 3.7

男性-40～49歳 43 27.9 44.2 14.0 23.3 9.3 0.0 14.0 20.9

男性-50～59歳 30 20.0 10.0 3.3 6.7 3.3 0.0 23.3 46.7

男性-60～69歳 7 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 57.1

男性-70歳以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性-18～29歳 7 57.1 42.9 42.9 28.6 42.9 0.0 0.0 0.0

女性-30～39歳 61 31.1 62.3 14.8 16.4 9.8 1.6 6.6 4.9

女性-40～49歳 88 20.5 44.3 12.5 20.5 1.1 1.1 17.0 12.5

女性-50～59歳 41 9.8 22.0 2.4 9.8 2.4 0.0 19.5 41.5

女性-60～69歳 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性-70歳以上 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 85.7
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１１．旭区内の公的施設の利用について 

 

問33 区役所を利用したことがある方にお聞きします。利用した際に不便と感じたことは何ですか。（○印は

３つまで） 

・ 「駐車場が満車であることが多く入れない」が 37.7％、「駅またはバス停から区役所まで行きにくい」が

37.5％と、交通利便性に関わる項目が並んでいる。次いで「区役所内が暗い」が 26.7％となっている。 

 

■ 性年代別 利用した際に不便と感じたこと（問 33×性年代） 

・ 10～20 代男性では「窓口の案内がわかりにくい」、30 代男性、5０代女性、70 歳以上女性では「駅またはバ

ス停から区役所まで行きにくい」、10～20 代女性は「区役所内が暗い」、40 代男性は「駅またはバス停から

区役所まで行きにくい」、「駐車場が満車であることが多く入れない」が同率、それ以外では「駐車場が満車で

あることが多く入れない」が最も多い。 

・ また、10～20 代男性では「窓口の案内がわかりにくい」、60 代男性では「駐車場が満車であることが多く入

れない」、10～20 代女性は「区役所内が暗い」、40 代女性では「駐車場が満車であることが多く入れない」、

「区役所内が暗い」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

  

合計 駅
ま
た
は
バ
ス
停
か
ら
区
役

所
ま
で
行
き
に
く
い

駐
車
場
が
満
車
で
あ
る
こ
と

が
多
く
入
れ
な
い

待
合
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い

区
役
所
内
の
清
掃
が
行
き
届

い
て
い
な
い

区
役
所
内
が
暗
い

区
役
所
内
の
環
境
が
か
ら
だ

の
不
自
由
な
方
に
と

っ
て
使

い
に
く
い

区
役
所
内
の
環
境
が
お
子
さ

ん
連
れ
の
方
・
年
配
の
方
に

と

っ
て
使
い
に
く
い

窓
口
の
案
内
が
わ
か
り
に
く

い そ
の
他

区
役
所
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い

無
回
答

全体 1676 37.5 37.7 10.2 0.8 26.7 2.0 1.7 15.0 11.3 3.0 13.5

男性-18～29歳 45 15.6 24.4 11.1 4.4 20.0 0.0 2.2 26.7 11.1 8.9 8.9

男性-30～39歳 57 38.6 35.1 12.3 0.0 31.6 1.8 3.5 24.6 10.5 1.8 1.8

男性-40～49歳 79 38.0 38.0 13.9 3.8 32.9 1.3 1.3 20.3 12.7 7.6 2.5

男性-50～59歳 113 37.2 43.4 10.6 0.0 27.4 2.7 1.8 14.2 19.5 0.9 11.5

男性-60～69歳 110 30.9 53.6 7.3 0.0 30.0 0.9 0.9 15.5 10.0 4.5 5.5

男性-70歳以上 252 36.1 39.7 9.1 0.0 19.0 3.2 0.8 11.9 11.1 4.0 17.5

女性-18～29歳 64 29.7 26.6 9.4 0.0 42.2 0.0 1.6 23.4 9.4 17.2 9.4

女性-30～39歳 89 39.3 42.7 13.5 1.1 31.5 0.0 6.7 19.1 20.2 1.1 6.7

女性-40～49歳 117 31.6 58.1 8.5 1.7 40.2 0.9 6.8 14.5 8.5 0.0 6.0

女性-50～59歳 134 45.5 38.1 7.5 0.7 32.1 1.5 0.7 13.4 8.2 2.2 6.7

女性-60～69歳 147 38.1 43.5 10.2 1.4 30.6 2.7 0.0 15.0 8.8 0.0 8.8

女性-70歳以上 277 47.3 20.6 12.3 0.7 19.5 1.4 0.4 11.6 10.8 2.5 21.7

性年代別

問33 利用した際に不便と感じたこと
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■ 居住地区別 利用した際に不便と感じたこと（問 33×F３） 

・ 鶴ヶ峰では「区役所内が暗い」、旭中央では「駐車場が満車であることが多く入れない」と「区役所内が暗い」

が同率、白根、旭北、上白根、今宿、川井、希望が丘南、旭南部では「駐車場が満車であることが多く入れない」

が最も多く、その他の地域では「駅またはバス停から区役所まで行きにくい」が最も多い。 

・ 旭北、今宿で「駐車場が満車であることが多く入れない」、若葉台、笹野台。万騎が原、二俣川、二俣川ニュー

タウン、左近山で「駅またはバス停から区役所まで行きにくい」が全体値より１０ポイント以上高い。 

 

 

   

問33 利用した際に不便と感じたこと

合
計

駅
ま
た
は
バ
ス
停
か
ら
区
役
所
ま
で
行

き
に
く
い

駐
車
場
が
満
車
で
あ
る
こ
と
が
多
く
入

れ
な
い

待
合
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い

区
役
所
内
の
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
な

い 区
役
所
内
が
暗
い

区
役
所
内
の
環
境
が
か
ら
だ
の
不
自
由

な
方
に
と
っ
て
使
い
に
く
い

区
役
所
内
の
環
境
が
お
子
さ
ん
連
れ
の

方
・年
配
の
方
に
と
っ
て
使
い
に
く
い

窓
口
の
案
内
が
わ
か
り
に
く
い

そ
の
他

区
役
所
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

全体 1676 37.5 37.7 10.2 0.8 26.7 2.0 1.7 15.0 11.3 3.0 13.5
地区別 鶴ケ峰地区 184 16.8 26.1 11.4 0.0 32.6 1.1 0.5 19.6 14.7 3.3 16.8

白根地区 111 27.0 38.7 8.1 0.0 27.9 1.8 0.9 15.3 13.5 0.0 14.4

旭北地区 115 22.6 49.6 9.6 0.0 21.7 2.6 2.6 13.9 11.3 3.5 13.0

上白根地区 48 31.3 37.5 6.3 0.0 22.9 2.1 0.0 8.3 10.4 2.1 27.1

今宿地区 98 19.4 57.1 7.1 2.0 26.5 4.1 3.1 19.4 8.2 4.1 12.2

川井地区 77 33.8 40.3 5.2 0.0 22.1 3.9 1.3 14.3 13.0 2.6 15.6

若葉台地区 102 51.0 36.3 12.7 1.0 27.5 2.9 2.0 16.7 15.7 1.0 10.8

笹野台地区 75 64.0 38.7 6.7 1.3 30.7 2.7 0.0 10.7 8.0 4.0 5.3

希望が丘地区 76 44.7 27.6 3.9 0.0 28.9 1.3 0.0 21.1 10.5 3.9 7.9

希望が丘東地区 103 42.7 38.8 14.6 2.9 27.2 1.0 1.9 17.5 12.6 6.8 8.7

希望が丘南地区 65 44.6 47.7 13.8 1.5 26.2 0.0 3.1 13.8 13.8 1.5 7.7

さちが丘地区 67 40.3 38.8 10.4 1.5 23.9 1.5 4.5 9.0 13.4 4.5 13.4

万騎が原地区 68 55.9 33.8 19.1 0.0 35.3 1.5 0.0 13.2 5.9 0.0 8.8

二俣川地区 92 52.2 28.3 16.3 1.1 28.3 2.2 2.2 13.0 18.5 2.2 8.7

二俣川ニュータウン地区 91 56.0 36.3 6.6 3.3 33.0 1.1 2.2 8.8 4.4 5.5 9.9

旭中央地区 41 22.0 26.8 9.8 0.0 26.8 0.0 2.4 17.1 14.6 4.9 12.2

旭南部地区 69 40.6 44.9 14.5 0.0 24.6 1.4 1.4 20.3 5.8 2.9 17.4

左近山地区 61 47.5 29.5 4.9 1.6 9.8 0.0 1.6 16.4 4.9 4.9 11.5

市沢地区 59 45.8 44.1 10.2 0.0 23.7 1.7 1.7 10.2 6.8 1.7 15.3
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１２．旭区の農業について 

 

問34 旭区の農業について、どのようなことに関心をもっていますか。 （○印はいくつでも） 

・ 「地産地消（旭区産の農作物の購入、食べられる飲食店など）」が 46.0％で最も多いが、「関心がない」も

30.4％と約３割に達している。以下「家庭菜園」（19.2％）、「農業関係のイベント」（11.8％）などと続く。 

 

 

■ 性年代別 旭区の農業について、関心をもっていること（問 34×性年代） 

・ 10～20 代の男女と 40 代男性では「関心がない」、それ以外では「地産地消（旭区産の農作物の購入、食べ

られる飲食店など）」が最も多い。 

・ 10～20 代の男女と 40 代・50 代男性では「関心がない」、30 代男性では「家庭菜園」、50 代・60 代女性で

は「地産地消（旭区産の農作物の購入、食べられる飲食店など）」が、全体値より 10 ポイント以上高い。 

 

 

 

問34 旭区の農業について、関心をもっていること

合
計

地
産
地
消
（旭
区
産
の
農
作
物
の
購

入
、
食
べ
ら
れ
る
飲
食
店
な
ど
）

農
業
関
係
の
イ
ベ
ン
ト

観
光
農
園

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
庭
菜
園

そ
の
他

関
心
が
な
い

無
回
答

全体 1676 46.0 11.8 9.8 3.4 19.2 1.2 30.4 8.0
性年代別 男性-18～29歳 45 28.9 13.3 8.9 6.7 11.1 0.0 57.8 0.0

男性-30～39歳 57 42.1 12.3 12.3 5.3 29.8 1.8 40.4 0.0

男性-40～49歳 79 31.6 12.7 10.1 1.3 17.7 1.3 40.5 7.6

男性-50～59歳 113 45.1 8.8 9.7 5.3 10.6 0.9 41.6 1.8

男性-60～69歳 110 48.2 11.8 9.1 4.5 16.4 0.9 34.5 0.9

男性-70歳以上 252 45.6 13.1 9.1 1.2 28.2 1.2 25.4 10.3

女性-18～29歳 64 31.3 3.1 12.5 9.4 10.9 1.6 51.6 3.1

女性-30～39歳 89 44.9 13.5 10.1 2.2 16.9 2.2 39.3 0.0

女性-40～49歳 117 42.7 12.0 10.3 3.4 18.8 0.0 36.8 0.0

女性-50～59歳 134 61.2 9.7 14.2 5.2 22.4 0.7 24.6 0.0

女性-60～69歳 147 64.6 10.9 7.5 3.4 19.7 0.7 19.0 4.1

女性-70歳以上 277 49.5 12.6 9.7 0.7 17.3 2.2 19.5 16.6
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１３．旭区役所の取組について、意見、提案など 

自由記述 

・3２３名から 451 件の回答があった。 

・回答のうち、苦情やご要望が全体の 87.6％を占め、前向きなご意見は 12.4％だった。 

・苦情やご要望の内訳は、「道路・歩道」（12.2％）が最も多く、「窓口対応・公的施設）」（11.3％）、「バス・鉄道･駅」

（9.8％）、「今回のアンケートについて」（9.3％）と続く。 

 

 

【意見の多かったテーマについて】 

・「道路・歩道」では、「歩道がない」、「歩道が狭く,段差が多い」など、“道路の拡幅、整備、安全施設等整備”、“歩

道の改善･整備・設置”の指摘、「窓口対応・公的施設」では、「職員の対応が上から目線だった」、「区役所が暗

い」など、“区役所職員の対応”、“行政の姿勢、あり方、業務の改善”の指摘、「バス・鉄道･駅」では、「バスの本

数が少ない」、「バス路線を増やしてほしい」、「希望ヶ丘駅前を整備してほしい」など、“バスの路線新設、バス

の増便、改善”、“鉄道駅周辺整備”の指摘などが多く見られた。 
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令和５年度横浜市旭区 区民意識調査ご協力のお願い 
 

～ 皆さまの声をぜひお聞かせください！！  ～ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

旭 区 役 所 で

は 、 皆 さ ま か ら

の ご 意 見 を  

お 待 ち し て い ま

す ！ ！   

日ごろより、旭区政にご理解、ご協力を

いただき、ありがとうございます。 この

たび、旭区役所では、より良い区政の運営

の参考とするため、「旭区 区民意識調査」 

を実施いたします。 

この調査は、区内にお住まいの 18 歳以

上の方々から 3，500 人を無作為に抽出

しています。調査の趣旨をご理解いただ

き、 ご協力くださいますようお願い申

し上げます。 
 

【回答方法について】 
 

・この調査は、封筒の宛名のご本人がお答えください。 

・回答方法については、郵送かインターネットのいずれか１つをお選びください。 

※調査票の回答につきましては、統計的に処理しますので、個人が特定されることはありません。 

調査結果につきましては、区のホームページ等で公表する予定です。 

 

回答期限 令和５年 7 月 10 日（月） 
郵送で回答する場合 

 
・ご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒（切手不要）に調査票を入れて上記の回答期限までに 

郵便ポストへご投函ください。 

・調査票や返信用封筒に、ご住所やお名前をご記入いただく必要はありません。 

・調査票のご記入にあたっては、該当する項目の番号を〇で囲んでください。その他（    ）には、

具体的にご記入ください。 

  

インターネットで回答する場合 
 

・「横浜市電子申請・届出サービス」から上記の回答期限までにご回答ください。詳しくは下記区 

ホームページをご覧ください。なお、ご回答の際は、上記の整理番号を入力する必要があります。 

・「あなた自身のことやご家族について」 F3 は、14 ページから該当する番号を入力してください。 
※整理番号は１人が複数回答することを避けるためのものであり、個人を特定するためのものではありません。 

 

区ホームページ https://www.city.yokohama.lg.jp/asahi/kusei/tokei/kuminishikityousa.html 

調査票 

＜調査票回答用二次元バーコード＞ ◆調査に関するお問合せ先◆ 

  担当：横浜市旭区役所  区政推進課  企画調整係 

  電話：045-954-6026 FAX：045-951-3401 

   

 

整理番号 

 

 

 

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ あさひくん 
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旭区の住み心地についておたずねします。 

問 １ あなたは、旭区の住み心地をどう思われますか。 （○印はひとつだけ） 

１ とても住みやすい    ２ 住みやすい 

３ ふつう ４ 以前は住みやすかったが、最近は住みにくくなっている 

５ 住みにくい  ６ とても住みにくい 

問 ２ あなたのお住まいの地域の住みやすいと思われる点を教えてください。 （○印はいくつでも） 

１ 街並みがきれい  ２ 緑(公園)が多い  

３ 交通の便がよい  ４ 近所づきあいができている 

５ 地域の行事が盛ん(お祭りなど)  ６ 治安がよい 

７ 買い物がしやすい      ８ 医療機関が近くにある  

９ 福祉施設が近くにある  10 公共施設が近くにある  

11 歴史を感じる雰囲気がある 12 保育園・幼稚園や小中学校などが近い 

13 その他(具体的に：                                      ) 

問 ３ あなたのお住まいの地域の住みにくいと思われる点を教えてください。 （○印はいくつでも） 

１ 街並みがきれいではない    ２ 緑(公園)が少ない 

３ 交通の便が悪い ４ 近所づきあいができていない 

５ 地域の行事が少ない(お祭りなど)   ６ 治安が悪い 

７ 買い物がしにくい ８ 医療機関が近くにない 

９ 福祉施設が近くにない 10 公共施設が近くにない 

11 歴史を感じる雰囲気がない        12 保育園・幼稚園や小中学校などが遠い 

13 その他(具体的に：                                       ) 

問 ４ あなたは、これからもずっと今お住まいの地域に住み続けるお気持ちですか。（○印はひとつだけ） 

１ 今住んでいる地域に住み続けたい   

２ 旭区内の他の地域に住みたい 

３ 旭区以外の横浜市に転居したい(または転居予定) 

４ 横浜市外に転居したい(または転居予定) 
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将来の旭区が目指す姿についておたずねします。 

問 ５ あなたが、「現在の」旭区について友人や知人に最も誇れること・ものは何ですか。（○印はひとつだけ） 

１ 都心に程近いのに閑静な住み心地 

２ 幹線道路の利便性（国道16号バイパス） 

３ 身近な農業（農園付公園、家庭菜園） 

４ 名所・旧跡（歴史を感じる街） 

５ 大規模な公園など（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園） 

６ 豊富な特産品（農産物、銘菓） 

７ 県内・外の有数施設（二俣川の免許センター・がんセンターなど） 

８ 身近にある豊富な水・緑（帷子川、ホタル、市民の森、ウォーキングコース） 

９ 「ふるさと」を感じられる地域活動（夏祭り、住民運動会、どんど焼き） 

10 その他（具体的に：                                  ） 

 

問 ６ あなたが次世代に引き継ぎたい「将来の」旭区の理想像はどのような街ですか。 

（今の小学生が社会人になる頃を想定してお考えください。） 

最もあてはまるものをお選びください。 （○印はひとつだけ） 

１ 大規模な公園（ズーラシア、里山ガーデン、こども自然公園）など自然環境が豊かな街 

２ 名所・旧跡があり、教育・文化・芸術環境が良い街 

３ 商店街や飲食店などが賑わう街 

４ 治安の良い街 

５ 交通利便性（幹線道路、鉄道・バス）が高い街 

６ 地域活動やスポーツ活動など住民の活動が活発な街 

７ 良好な街並みが保全され、生活道路が整備されているなど、住宅環境が良い街 

８ 子育て支援や高齢者福祉などが充実した街 

９ その他（具体的に：                                  ） 
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生活環境についておたずねします。 

問 ７ 旭区の生活環境についてお聞きします。あなたは ①～㉑ について、どの程度満足していますか。 

また、以前（４～５年前）と比べてどのように変わったと思いますか。 

 （「現在の満足度」、「以前と比べて」のそれぞれの項目ごとに〇印はひとつだけ） 
 

記入例 【1】現在の満足度 【2】以前と比べて 

 
 満

足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

分
か
ら
な
い 

よ
く
な
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

悪
く
な
っ
た 

分
か
ら
な
い 

① バスや鉄道の利便性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

② 都市計画道路など幹線道路の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

③ 歩道整備や段差解消など歩きやすい道路の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

④ 最寄り駅周辺の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑤ 駅舎へのエレベーター設置などのバリアフリー対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑥ 商店街の振興などまちの活性化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑦ 買い物の利便性向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑧ 公園・水辺の遊び場・緑地の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑨ 地球温暖化対策の取組(節電など) １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑩ ごみ対策(分別・リサイクル・不法投棄など) １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑪ 災害対策(地震・豪雨対策など) １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑫ 防犯対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑬ 食の安全対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑭ 子育て支援 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑮ 学校教育・青少年健全育成 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑯ 高齢者福祉 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑰ 障害者福祉 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑱ 区民利用施設の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑲ 趣味の講座やスポーツ活動の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

⑳ 自治会・町内会活動などの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

㉑ 区役所の窓口応対 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 

○ 以上を総合して、生活環境全般の満足度 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ 
 

問 ７-1 上記①～㉑の質問項目のうち、旭区の生活環境で、どれが特に重要だと思いますか。 

  （該当する項目の番号を５つまで記入） 

  

問 ７-2 上記①～㉑の質問項目のうち、区役所が取り組む課題として、どれが特に重要だと思いますか。 

  （該当する項目の番号を５つまで記入）   
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心配ごとや困りごとについておたずねします。 
問 ８ 心配ごとや困っていることがある場合は、それぞれに相談する先をお答えください。（○印はいくつでも） 

 

 家
族 

親
戚 

友
人
・ 

知
人 

近
所
の
人 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等 

区
役
所 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

自
治
会
・
町
内
会
役
員 

専
門
の
相
談
機
関 

警
察 

そ
の
他 

相
談
先
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い 

相
談
す
る
必
要
を
感
じ
な
い 

① 自分の病気や老後のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

② 家族の健康や生活上の問題 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

③ 仕事や職場、景気や生活費のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

④ 子育てや学校、教育のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑤ 悪臭・騒音、その他環境問題のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑥ 近所づき合い １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑦ 地震・災害のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑧ 治安・防犯のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑨ 住宅のこと １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

⑩ 道路整備・公共交通の利便 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 

 

情報の入手についておたずねします。 

問９ あなたは普段、旭区に関する情報源（区役所からのお知らせ・イベント情報など）として、ど

のようなものを利用されていますか。 （○印はそれぞれひとつだけ） 

 
 よ

く 

利
用
し
て
い
る 

時
々 

利
用
し
て
い
る 

今
ま
で
に
利
用

し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
現
在
は
利

用
し
て
い
な
い 

存
在
は
知
っ
て

い
る
が
、
今
ま
で

に
利
用
し
た
こ

と
が
な
い 

存
在
自
体 

知
ら
な
い 

① 広報よこはま １ ２ ３ ４ ５ 

② 区役所ホームページ １ ２ ３ ４ ５ 

③ 区役所以外のホームページ １ ２ ３ ４ ５ 

④ 区公式Twitter １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 横浜市公式LINE １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 区役所以外のＳＮＳ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 新聞・テレビ・ラジオ １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 地域のタウン誌 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 回覧板、自治会・町内会掲示板 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 公共施設の掲示板、チラシ １ ２ ３ ４ ５ 

⑪  その他（具体的に：           ） １ ２ ３ ４ ５ 
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地域での活動、交流、支えあいなどについておたずねします。 

問10 あなたは、現在、どのような地域活動に参加していますか。 

また、現在参加していない活動に今後参加してみたいですか。 （○印はそれぞれひとつだけ） 

  現
在
参
加
し
て
い
る 

（
月
１
回
以
上
） 

現
在
参
加
し
て
い
な
い

が
、
参
加
し
て
み
た
い 

参
加
し
て
み
た
い
が
、 

今
は
で
き
な
い 

参
加
し
て
み
た
い
と
は

思
わ
な
い 

① 高齢者や障害者に対するボランティア活動 １ ２ ３ ４ 

② 身近な道路や公園などの清掃や美化活動、自然環境の保全 １ ２ ３ ４ 

③ 資源回収やごみの分別、リサイクル活動 １ ２ ３ ４ 

④ 保育ボランティアなどの子育て支援活動 １ ２ ３ ４ 

⑤ 交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動 １ ２ ３ ４ 

⑥ 国際交流・支援などの活動 １ ２ ３ ４ 

⑦ 趣味を楽しむサークル活動（文化・芸術・スポーツの参加等） １ ２ ３ ４ 

⑧ 地域住民の交流の場づくり（住民が運営するサロンでの茶話会など） １ ２ ３ ４ 

⑨ 地域での小商い（マルシェでの出店など） １ ２ ３ ４ 

⑩ 自治会・町内会の活動（お祭りや盆踊り、運動会などのイベントも含む） １ ２ ３ ４ 

⑪ 子ども会、婦人会の活動 １ ２ ３ ４ 

⑫ 民生委員・児童委員、スポーツ推進委員など各種委員会の活動 １ ２ ３ ４ 

⑬ 老人クラブの活動 １ ２ ３ ４ 

⑭ 登下校見守りや学校ボランティア等のPTA活動 １ ２ ３ ４ 

⑮ 建物の用途や高さなど建物についてのルールや美しいまちなみづくり １ ２ ３ ４ 

問10-1〔問10 で「1 現在参加している」を１つでも選んだ方にお聞きします。〕 

参加する（した）きっかけは何ですか。 （○印はいくつでも） 

１ 地域のためにできることをしたいと思ったから ２ 交友の幅を広げたかったから 

３ 行事やイベントに参加したかったから ４ 活動にもともと興味があったから 

５ 活動団体からの勧誘があったから ６ 家族や近所の人に勧められたから 

７ 当番制で役割が回ってきたから ８ 地域住民として当然だと思ったから 

９ その他（具体的に：             ）  
 

問 10-2〔問 10 で「３参加してみたいが今はできない」、「４参加してみたいとは思わない」を１つでも選んだ方

にお聞きします。〕  参加できない/しない理由はなんですか （○印はいくつでも） 

１ 仕事や家事などで時間がとれないから ２ どうしたら活動に参加できるか分からないから 

３ きっかけがないから ４ 興味・関心がないから 

５ 趣味や余暇などの自分の時間がなくなるから ６ 一緒に活動する仲間がいないから 

７ 活動する場所（拠点）がないから ８ 自分の趣味や特技を活かす機会がないから 

９ その他（具体的に：          ） 10 特にない 
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自治会・町内会活動についておたずねします。 

問11 自治会・町内会に加入していますか。 （○印はひとつだけ） 
 

１  はい    ２ いいえ 

 

問11-1〔問11 で「２ いいえ」を選んだ方にお伺いします。〕 

自治会・町内会に加入していない理由は何ですか。 （○印はいくつでも） 
 

１ 人づきあいが面倒、おっくうだから 

２ ほとんど家にいない、活動に参加できないから 

３ 班長や役員になりたくないから 

４ 会費を払いたくない、負担が大きいから 

５ 情報伝達の方法が回覧板等アナログで面倒、わかりづらい 

６ 何をしているのかわからない、加入メリットがわからないから 

７ 引っ越す予定があるから、学生又は単身者だから 

８ マンション（アパート）で、他に誰も加入していないから 

９ 加入の方法がわからない、きっかけがない 

10 その他（具体的に：                                 ） 

 

 

問12 自治会・町内会が実施している取組で、知っているものをお選びください。 （○印はいくつでも） 
 

１ 回覧板・掲示板による情報の周知 

２ お祭り・イベントの実施 

３ 防犯パトロール、見守り活動、防犯灯の維持管理など防犯・交通安全活動 

４ 防災訓練の実施や防災資機材の備蓄など防災活動 

５ ごみ集積所の管理や資源物回収 

６ 清掃・美化活動 

７ 高齢者や障害者支援、子育て支援など福祉活動 

８ 会員への慶弔事業 

 

 

問13 あなたは、隣近所とどの程度のつき合いを望んでいますか。最もあてはまるものをお選びください。 

 （○印はひとつだけ）  

１ 困った時に相談や助け合いができる 

２ 常から簡単な頼みごとができる 

３ 助け合うまではしなくても、立ち話や世間話ができる 

４ 顔をあわせたら挨拶する程度 

５ その他（具体的に：                                  ） 

６ 隣近所でのつき合いは必要ない 
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問 14 あなたのお住まいの地域で、地域の住民同士が取り組むべきものには、どのようなものがあると思

いますか。 （○印はいくつでも） 
 

１ 住民同士の交流や助け合いの促進 

２ 高齢者や障害者などへのサポートや見守り、介護をしている人への支援 

３ 子どもの見守りや子育て中の人への支援 

４ 青少年の居場所づくりや健全育成 

５ 文化・芸術などを楽しむ場やイベントの開催など 

６ スポーツや健康づくりなどを楽しむ場やイベントの開催など 

７ 交通安全や防犯 

８ 防災・減災や災害時への備え 

９ 身近な道路や公園の清掃などの美化 

10 花壇づくりなどの緑化や身近な自然環境の保全 

11 まちなみや景観の創出や維持 

12 その他（具体的に：                                  ） 

13 特にない／わからない 
 

問15 地域で孤立している高齢者などに対して、どのような見守りが必要だと思いますか。（○印はいくつでも） 
 

１ 地域住民による定期的な訪問見守り 

２ ライフライン事業者（水道、電気、ガス）や食品等の配達による見守り 

３ ご近所の顔見知り関係による声掛け見守り 

４ 定期的な電話連絡による見守り 

５ センサーなど機器装置を設置しての見守り 

６ 区役所・地域ケアプラザ・民生委員等の公的な訪問による見守り 

７ 定期的に地域で開催される行事（サロンなど）に参加した人を見守る 

８ その他（具体的に：                                  ） 

９ 特にない／わからない 
 

問 16 あなたは、支援が必要な方にどのようなサポートをしたことがありますか。(1)高齢者、(2)障害のある人、

(3)子ども、それぞれについてあてはまる内容をお選びください。 （○印はそれぞれいくつでも） 
 

  
（１） 
高齢者 

（２） 
障害のある人 

（３） 
子ども 

①  一緒に遊んだ、相談相手、話し相手など、交流を持つ １ ２ ３ 

②  バスや電車など公共交通において席をゆずった １ ２ ３ 

③  階段の昇降や歩行、車いすなど移動時の補助 １ ２ ３ 

④  家事や買い物、入浴、着替え、迷子の対応などの日常生活における支援 １ ２ ３ 

⑤  手話、点訳、音読などコミュニケーションがうまくいっていなかった時の支援 １ ２ ３ 

⑥  寄附等の金銭的な援助 １ ２ ３ 

⑦  募金活動 １ ２ ３ 

⑧  その他 １ ２ ３ 

⑨  今までにサポートをしたことはない １ ２ ３ 

 



 
135

問16-1〔問16 で(1)高齢者、（２）障害のある人、(3)子どものいずれかで、「9 今までにサポートしたこ

とはない」を選んだ方にお伺いします。〕 

サポートをできなかった理由はなんですか。 （○印はいくつでも） 
 

１ どのように接するかわからなかったから 

２ お手伝いをすることが、おせっかいになる気がして、遠慮したから 

３ 素人がお手伝いをするより、専門のボランティア等に任せたほうがよいと思ったから 

４ 自分に負担になるような気がしたから 

５ たまたま機会がなかったから 

６ その他（具体的に：                                  ） 

７ 特に理由はない 

 

 

問 17 旭区では、旭区に住むすべての方が地域で支えあい安心して自分らしく暮らせるようにするための計画

（きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画））を策定し、地域や関係機関と連携して取り組んでいます。 

あなたは、お住まいの地域で行われている支えあいや見守りの活動を知っていますか。知っている活動を

教えてください。 （あてはまる番号すべてに○） 

１ 高齢者や障害児者への安否確認の声かけ ２ 話し相手・相談相手 

３ ゴミ出し、買い物、草むしり、電球の交換 ４ 掃除、洗濯 

５ 食事づくり ６ 短時間の子どもの預かり 

７ 小学生の登下校の見守り ８ 障害児者の外出の手助け 

９ 高齢者の通院や買い物の送迎・付き添い 10 子どもの学習支援 

11 「食」を介して地域で集い、交流する場（地域食堂）  

12 その他(具体的に：                                       ) 

13 知らない 

 

問 18 きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画）は、区全域計画と地区別計画で構成されており、現

在令和３年度から令和７年度までの第４期計画が推進されています。 

あなたは、きらっとあさひプラン（旭区地域福祉保健計画）を知っていますか。（○印はひとつだけ）           

１ 自分の住む地区ごとの計画も含め知っている  ２ 名前は聞いたことがある 

３ 細かくは知らないが概要は知っている ４ 知らない 

 
 

お近くの地域ケアプラザ等区民利用施設で 

配架しているほか、区ホームページでも公開 

していますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 
 

←ホームページはこちら 
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健康についておたずねします。 

問19 普段、自分の健康づくりのために取り組んでいることはありますか。 （○印はいくつでも） 

 

１ 朝食を食べている  

２ １年継続して、１日30分、週２回以上の運動をしている 

３ ウォーキングをする ４ 体操をする 

５ 定期的に健康診断を受ける ６ 定期的に歯科検診を受ける 

７ 日頃から体重や血圧などをチェックする ８ タバコを吸わない 

９ お酒を飲み過ぎない 10 休養や睡眠を十分にとる 

11 ストレス解消を心がける  

12 健康や病気に関するテレビ・新聞等を見て、知識を身につける 

13 その他（具体的に：                                 ） 

14 取り組んでいることはない 

 

 

問 20 あなたは一日平均何歩歩きますか。近いものをお選びください。 （○印はひとつだけ）               

１ 2,000歩未満 

２ 2,000歩～5,000歩未満 

３ 5,000歩～8,000歩未満 

４ 8,000歩～10,000歩未満 

５ 10,000歩以上 

６ わからない／測定したことがない 

   

 

問 21 主食、主菜、副菜を３つそろえて食べることが１日２回以上あるのが週に何日ありますか。 
 （○印はひとつだけ）               

１ ほとんど毎日    ２ 週に４～５日    ３ 週に２～３日    ４ ほとんどない 

 

問 22 この一か月間の健康状態はいかがですか。最も近いと思うものをお選びください。 
 （○印はひとつだけ） 

１ 健康である ２ どちらかというと健康である 

３ どちらかというと健康ではない ４ 健康ではない 

 

問 23 社会参加（※）が介護予防に効果的と知っていますか。 （○印はひとつだけ） 

（※）就労・ボランティア・町内活動・運動や趣味のグループ等への参加を指します。 

         

１ 知っている     ２ 知らない 
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問24 認知症の人とそのご家族を地域で支えるために、どのような手助けができますか。（○印はいくつでも） 
 

１ 日常的な挨拶などのご近所付き合い 

２ 本人が困っている様子を見たら、声をかけるなど助ける 

３ ご家族の話を聞くなど相談相手となる 

４ 相談機関（地域ケアプラザ、医療機関など）を紹介する 

５ 認知症の理解や対応を学ぶ（認知症サポーター養成講座の参加など） 

６ ボランティアをする（認知症カフェの手伝いなど） 

７ その他（具体的に：                                  ） 

８ 分からない 
 

問25 あなたは、認知症のどのようなことに関心がありますか。 （○印はいくつでも） 
 

１ 認知症の症状 ２ 相談するタイミングや相談先 

３ 認知症を早めに気づく方法 ４ 予防や進行を遅らせる方法 

５ 認知症の人への接し方や介護の方法 ６ 利用できるサービス・制度 

７ 認知症の人や家族を支える地域の活動  ８ 認知症の人の権利や財産を守る方法 

９ 医療機関情報（認知症の検査や診断、治療など） 

10 その他（具体的に：                                 ） 
 

防災についておたずねします。 

問 26 あなたのご家庭では、災害に備えて何日分の食料、飲料水（１人１日あたり３リットル以上）を準備し

ていますか。 （○印はひとつだけ） 
         

１ １日分    ２ ２日分    ３ ３日分    ４ ４日分以上    ５ 準備していない 

 

問26-1〔問26 で「5 準備していない」を選んだ方にお伺いします。〕 

準備していない理由は何ですか。 （○印はいくつでも） 
 

１  何を準備すれば良いかわからないから ２ 保管する場所がないから 

３ 急いで準備する必要はないと思うから ４ 容易に購入できると思うから 

５ 行政が準備していると思うから ６ 費用がかかるから 

７ 面倒だから ８ 特になし 

９ その他（具体的に：                                 ） 

 

問27 あなたは、次の研修や訓練等に参加したことがありますか。 （該当するもの全て選択） 
 

１ 連合や自治会・町内会等の防災訓練 ２ 地域防災拠点の訓練 

３ 家庭防災員研修 ４ 横浜防災ライセンス講習会 

５ 防災・減災推進研修 ６ 旭区ご近助マニュアル研修会 

７ 消防団活動 ８ 上記以外の区役所・消防署主催の講習会や訓練 

９ その他（具体的に：                                  ） 

10 参加したことはあるが何かわからない 11 何も参加していない 
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問27-1〔問27 で「11 何も参加していない」を選んだ方にお伺いします。〕 

参加していない理由は何ですか。 （○印はいくつでも） 
 

１  面倒だから 

２ 時間がないから 

３ 必要がないと思うから 

４ 家族が参加しているから 

５ 参加したかったが、いつどこで開催されているかわからないから 

６ 参加したかったが、新型コロナウイルス感染症を恐れ、行かなかった 

７ 参加したかったが、新型コロナウイルス感染症の影響により開催されなかった 

８ その他（具体的に：                                  ） 

 
 

子育て支援・青少年育成についておたずねします。 

問28 子どもたちの成長を見守るためには、地域と学校がともに歩むことが大切と考えています。 

普段の生活の中で、地域の学校（小学校、中学校など）に対して協力ができそうだと感じるものはありますか。 

 （○印はいくつでも） 

１ 地域の子どもを見かけたら積極的にあいさつ（声かけなど）をする 

２ 学校が行う地域向け行事に参加する 

３ 学校ボランティアとして、学校の活動に参加する 

４ 気になる子どもがいた時、その情報を学校に提供する 

５ 地域の子どもについて、学校と一緒に話し合ったり、考えたりする 

６ その他（具体的に：                               ） 

７ 特にない／わからない 
 

問29 不登校やひきこもりなどの課題を抱え、困っている子どもや若者、そのご家族等に対して相談や支援を行っている機

関等で知っているものはありますか。 （○印はいくつでも） 

１ 区役所 ２ 地域ユースプラザ 

３ 横浜市青少年相談センター（ひきこもり地域支援センター） ４ 区社会福祉協議会 

５ 地域ケアプラザ ６ 民生委員児童委員、主任児童委員 

７ その他（具体的に：                               ） 

８ 知らない 
 

問30 妊娠中や子育て中の方に伺います。 子育てに関する情報をどこから得ていますか。 （○印はいくつでも） 

１ 家族・親戚 ２ 友人・知人 

３ 近所の人 ４ 保育ボランティアなどの子育て支援活動をしている人 

５ 主任児童委員、民生委員児童委員 ６ 地域の子育て支援施設 

７ 保育園・幼稚園・学校 ８ 専門機関 

９ 医療機関 10 区役所からの案内やチラシ 

11 区役所などの行政のWEBサイト 12 SNS、インターネット等 
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問31 妊娠中や子育て中の方に伺います。 現在、子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）がありますか。 

  （○印はいくつでも） 

１ 日常的に、祖父母等の親族による支えがある 

２ 緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族の支えがある 

３ 日常的に、友人・知人・近所の人による支えがある 

４ 緊急時もしくは用事の際には、友人・知人・近所の人による支えがある 

５ 民間又は公的なサービスを利用している 

（一時預かり、一時保育、病児保育、子育てサポートシステム、ベビーシッターなど） 

６ その他（具体的に：                               ） 

７ いずれもいない 
 

問32 不登校やひきこもりなどの課題を抱え、困っている子どもや若者、そのご家族等に対して相談や支援を行っている機

関等で知っているものはありますか。 （○印はいくつでも） 

１ 旭区地域子育て支援拠点 ひなたぼっこ、ひなたぼっこサテライト［令和4年3月開所］ 

２ 親と子とつどいの広場（施設名 そらまめ、メダカ、にっこにこ、ぽけっと［令和4年2月閉所］） 

３ 地域の子育てサロンなど 

４ 子育て支援者会場 

５ 赤ちゃん教室 

６ 幼稚園・保育所等で行っている園庭開放や育児相談など 

７ 地域ケアプラザ 

８ その他（具体的に：                               ） 

９ 利用したことがない 

 
 

旭区内の公的施設の利用についておたずねします。 

問33 区役所を利用したことがある方にお聞きします。利用した際に不便と感じたことは何ですか。（○印は３つまで） 

１ 駅またはバス停から区役所まで行きにくい 

（最寄りの駅・バス停から遠い、歩道が狭い・起伏がある・バリアフリー対応となっていない等） 

２ 駐車場が満車であることが多く入れない 

３ 待合スペースが狭い 

４ 区役所内の清掃が行き届いていない 

５ 区役所内が暗い 

６ 区役所内の環境がからだの不自由な方にとって使いにくい 

   具体的に使いにくい設備等を記載してください（                     ） 

７ 区役所内の環境がお子さん連れの方・年配の方にとって使いにくい 

   具体的に使いにくい設備等を記載してください（                     ） 

８ 窓口の案内がわかりにくい 

９ その他（具体的に：                               ） 

10 区役所を利用したことがない 
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旭区の農業についておたずねします。 

問34 旭区の農業について、どのようなことに関心をもっていますか。 （○印はいくつでも） 

１ 地産地消（旭区産の農作物の購入、食べられる飲食店など）  ２ 農業関係のイベント 

３ 観光農園 ４ 農業ボランティア  ５ 家庭菜園 

６ その他（具体的に：                 ）  ７ 関心がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなた自身のことやご家族についておたずねします。 
F1 性別（自認する性別）をお答えください。（回答は任意です。答えたくない場合は答えなくて結構です。） 

 （○印はひとつだけ） 

１ 男性            ２ 女性            ３ その他 

 

F2 年齢をお答えください。   令和５年６月1 日現在 満         歳 

F3 現在、お住まいの町はどちらですか。 （○印はひとつだけ） 
 

1 市沢町 19 上白根三丁目 37 白根四丁目 55 中白根一丁目 

2 今川町 20 川井宿町 38 白根五丁目 56 中白根二丁目 

3 今宿一丁目 21 川井本町 39 白根六丁目 57 中白根三丁目 

4 今宿二丁目 22 川島町 40 白根七丁目 58 中白根四丁目 

5 今宿町 23 桐が作 41 白根八丁目 59 西川島町 

6 今宿西町 24 左近山 42 善部町 60 東希望が丘 

7 今宿東町 25 笹野台一丁目 43 都岡町 61 二俣川１丁目 

8 今宿南町 26 笹野台二丁目 44 鶴ケ峰一丁目 62 二俣川２丁目 

9 大池町 27 笹野台三丁目 45 鶴ケ峰二丁目 63 本宿町 

10 小高町 28 笹野台四丁目 46 鶴ケ峰本町一丁目 64 本村町 

11 柏町 29 さちが丘 47 鶴ケ峰本町二丁目 65 万騎が原 

12 金が谷 30 三反田町 48 鶴ケ峰本町三丁目 66 南希望が丘 

13 金が谷一丁目 31 四季美台 49 中尾一丁目 67 南本宿町 

14 金が谷二丁目 32 下川井町 50 中尾二丁目 68 矢指町 

15 上川井町 33 白根町 51 中希望が丘 69 若葉台一丁目 

16 上白根町 34 白根一丁目 52 中沢一丁目 70 若葉台二丁目 

17 上白根一丁目 35 白根二丁目 53 中沢二丁目 71 若葉台三丁目 

18 上白根二丁目 36 白根三丁目 54 中沢三丁目 72 若葉台四丁目 
 

F4 あなたは、結婚されていますか。 （○印はひとつだけ） 

 １ 既婚(配偶者あり)  ２ 既婚(離死別)      ３ 未婚 

＜コラム＞２０２７年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027） 

本博覧会では、花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能 

で幸福感が深まる社会の創造を提案、横浜から明日に向けた友好と 

平和のメッセージを発信します。 

旭区においても、「旭オープンガーデン」や「旭区フォトコンテスト」 

の開催など、花や緑、園芸に親しめる取組を通じて、自然豊かな旭区 

の魅力を発信し、GREEN×EXPO 2027の認知度向上と機運醸成を図って 

います。 

GREEN×EXPO 
2027 
会場イメ ジ

里山ガーデン出展 
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F4-1〔F4 で「1 既婚（配偶者あり）」を選んだ方にお伺いします。〕 

あなたは、夫婦共働きをしていますか。 （○印はひとつだけ） 

１ している  ２ していない 

 

Ｆ5 あなたに子どもはいますか。いる場合、子どもは次のどの段階にあたりますか。別居している子ども

も含め全員について、それぞれお答えください。 （○印はいくつでも） 

１ 妊娠中（又はパートナーが妊娠中） 

２ 未就園児(幼稚園・保育園に通っている場合を除く)   ３ 幼稚園 

４ 保育園    ５ 小学生 

６ 中学生   ７ 高校生 

８ 各種学校・専修・専門学校在学中       ９ 短大・大学・大学院在学中 

10 学校教育終了・未婚・同居                         11 学校教育終了・未婚・別居 

12 学校教育終了・既婚・同居                         13  学校教育終了・既婚・別居 

14 その他(具体的に：              )      15 子どもはいない 

 

F６ 同居されている家族構成をお答えください。 （○印はひとつだけ） 

 １ ひとり暮らし ２ 夫婦ふたり ３ 親と子(2世代) 

４ 祖父母と親と子(3世代)    ５ その他（具体的に：                   ） 
 

F6-1〔F6 で「1 ひとり暮らし」を選んだ方にお伺いします。〕 

家族（親、兄弟、子ども）との交流(※)はありますか。 （○印はひとつだけ） 

（※交流とは、電話で話す、手紙や電子メールのやりとり、実際に会うことなどを指します。 

１ 週１回以上の交流がある   ２ 月１回以上の交流がある   ３ 年１～２回の交流がある 

４ 家族はいるが交流はない   ５ 交流する家族がいない 
 

F７ ご家族に、同居の65 歳以上の方がいますか。 （○印はひとつだけ） 

１ いる ２ いない  
 

F８ 旭区に何年お住まいですか。 （○印はひとつだけ） 

１   ３年未満        ２   3年～5年未満   ３    5年～10年未満 

４    10年～20年未満     ５   20年以上 
 

F９ あなたのお住まいについてお答えください。 （○印はひとつだけ） 

１ 持家（一戸建て） ２ 持家（マンション・共同住宅）  

３ 借家（一戸建て） ４ 借家（マンション・共同住宅、社宅、公務員住宅、寮） 

５ その他（具体的に：                                ） 
 

最後に旭区役所の取組について、ご意見、ご提案などございましたら、ご自由にお書きください。 
 
 （自由記入） 

お疲れ様でした。質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
お手数ですが同封の返信用封筒に入れ、 

 ７月10日（月）までにご投函ください。(切手は不要です。) 
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